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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　最近、社内の雰ふん囲い気きが明るい。多分、朝からテンションが低いのは俺だけだと思う。朝礼でいつもは嫌味なお小言しか言わない社長まで喜色満面で社員を誉ほめまくっていた。ちなみに俺も名指しで誉められている。それでも、俺のテンションは一向に上がらない。つーか、低い位置から微動だにしていない。

（何が私は信じてただ!?　お前先月は無能、無能って連呼していたじゃねえか!!　無農薬農家でも、あんなに連呼しねえぞ）

　いくらムカついたとはいえ俺はサラリーマン。社長に面と向かって文句を言うつもりはないし、言える度胸も持ち合わせていない。上には逆らわず、下には嫌われないようにするのが俺のサラリーマン処世術なのである。

　上司への文句は酒のツマミだけにしておくのが一番なのだ。でも、気を付けなきゃいけないのは、話を何倍にも拡大する奴。そういう奴の手にかかると、社交辞令も深刻なセクハラ問題になってしまう。前に新入社員をちょっと可か愛わいいって言っただけなのに、いつの間にか俺がその子を好きだって話になっていた事があった。私には彼氏がいるからごめんなさいってなんだよ？　何もしてないのに振られるって痛すぎるだろ。




「みんなの知っての通り『君と手を取り合って冒険へ』は、我が社最高の売り上げを記録している。またグッズの売り上げも鰻うなぎ登のぼりだ。今年のボーナスは期待してくれ」

　社長の言葉を聞いた社員のテンションも鰻登りだ……ちなみに俺のテンションは相変わらず低空飛行中。

　原因は件くだんの『君と手を取り合って冒険へ』にある。正確には『君と手を取り合って冒険へ』に出てくるキャラに原因があるのだ。

『君と手を取り合って冒険へ』通称〝キミテ〟は、我が社が出したシミュレーションＲＰＧ。伝説の勇者の血を引く少年が、同じく勇者の血を引く少女達と冒険し、魔王を倒すという二に番ばん煎せんじを突き抜けて確実に百回は使われている内容のゲーム。

　それでもリアルな世界観と魅力的なヒロイン達のお陰で売れ行きはすこぶる好調。

　問題はゲームに付き物のお邪じや魔まキャラ。キミテのお邪魔キャラの名前はジョージ・アコーギ。ジョージはアコーギ伯はく爵しやく家の長男で主人公の冒険を邪魔しまくる。性格は嫌味で見栄っ張り、ついでに独占欲が強くて我わが儘まま。見た目の特とく徴ちようはソバカスと派は手でな服。まあ、ぶっちゃければジョージは主人公の当て馬。ジョージはゲームの中でも嫌われており、プレイヤーの人気も断トツで低い。

　嫌味？　我が儘？　見栄っ張り？　当たり前だ。ジョージは主人公を引き立てる為に作られたキャラなのだから。

　そして俺の名前は榕あこう木ぎ丈じよう治じ、三十五歳の独身プログラマー……キミテのプログラマーでジョージのモデルである。

　シナリオ担当の山さん曰いわく、キミテのシナリオはある日突然湧いてきたそうだ。キャラの指定も細かくイラストレーターさんも書きやすかったらしい。

　ジョージに関しては〝丈治の高校時代をイメージして〟だった。お陰でジョージは本当にいそうなリアルな見た目のキャラと言われている。ネットの書き込みに現実にいそうなリアルな不ぶ細さい工く加か減げんと書かれているのを見た時はかなりへこんだ。

　ちなみにジョージはヒロイン達にＧゴキブリ並みに嫌われており、ゲーム中ではかなり辛しん辣らつな言葉を浴びせられる。言葉によるフルボッコ状態と言ってもいいくらいだ。

「ジョージ様と一緒にいて楽しいと思った事や嬉うれしいと思った事は一度もありませんでした。同じ空気を吸うのも嫌でした」

　これはジョージの婚約者であるメインヒロイン、マリーナ・ライテックの台詞せりふである。ちなみにライテック家はアコーギ家に多額の借金をしている設定だ。金を借りておいて、同じ空気も吸いたくないって酷ひどくないか？

　ジョージ違いとはいえ、こんな台詞は聞きたくない。しかし、テストプレイはしなきゃいけないから、ジョージ苛いじめの台詞は嫌でも耳に入ってくる。開発中はバグを直してテストプレイで精神力を削られ、徹てつ夜やで直してまたフルボッコの地じ獄ごくだった。

　ネットは更に酷い。ジョージキモい・ジョージざまぁｗ・ジョージのイラストを見ると気分が悪くなる・ジョージボコるの楽し過ぎっ……某お笑い芸人さんじゃないけども、丈治ショックです。





　　　　　◇






　キミテの売り上げが好調な事もあり、営業の人達は忙しく、ほぼ毎日接待のみかいがある……何故断言をするかというと、今や嫌われキャラ界の風雲児となったジョージのモデルとして俺も接待に強制参加させられているのだ……そして毎回、物もの真ま似ねよろしくジョージの嫌味な台詞を言わされている。

「榕木さん、お疲れ様です。オヤジ狩りならぬジョージ狩りに遭あわないようにして下さいね」

　飲みが終わると営業の田た中なかが近付いてきた。田中が心配するくらいにジョージは嫌われている。ジョージにはファンレターは来ないがアンチレターは山のように届いているのだ。

「ああ、気を付けて帰るよ」

　田中と別れて小腹が空すいている事に気付く……そりゃそうだ、飲み会中はビールを注いだり、接待相手との会話に忙しくあまり食べられていなかった。

　でも、コンビニに行くには若者がたむろしている大通りを通らなきゃいけない。今は酔っているので、やんちゃな子達からしたら鴨かもネギ状態である。

（住宅街をショートカットするか）

　そこは前から気になっていた道。上手くいけば近道になるけど、下手したら行き止まりだし、住宅街に見知らぬ人が歩いていたら怪しまれそうなので通るのを避さけていた。

　でも、オレンジ色の外灯が暖かく優しく見える。思えば故郷を出て、はや十七年。未いまだに独身とはいえ頑がん張ばっていると思う。

　道を歩いていると、妙な郷きよう愁しゆうに包まれた。一度も歩いた事がないはずなのに、何故か懐なつかしく感じる。ふと、ある家の前で足が止まった。

（なんか実家と似ているな……このカレーの匂いは!?）

　知らない道のはずなのに、母さんが作ってくれたカレーの匂いが漂ただよってきたのだ。しかも、その出元はどう見ても俺の実家とそっくりな家。

「丈治、ご飯よー」

　とどめとばかりに、若い頃の母さんの声が聞こえてきた。




「マジかよ……」

　得体の知れぬ恐怖が襲ってきて思わず駆け出す……と同時に思いっきり転んだ。

　つまずくような物は何もないのに転んだ……違う、何故かスーツのパンツが長くなっていたのだ。スーツだけじゃない、靴もジャケットも大きくなっている。




（違う……俺の体が縮ちぢんでいる!?）

　体中から冷や汗が流れ、春だというのに震えが止まらなくなる。




「お前の名前は丈治だ。丈治、元気に育てよ」

「丈治、パパとママの所に生まれて来てくれてありがとう」

　若い日の父さんと母さんの声を聞きながら、俺は意識を手放した。





　　　　　◇






　気を失った俺を起こしたのはおばさんのキンキン声……爽さわやかとは程遠い目覚めである。

「奥様、おめでとうございます。元気な男の子ですよ。これでアコーギ伯爵家も安あん泰たいですわね。それと旦那様から名前を預かっております。男ならジョージにするとの事です」

（ここは病院か？　酔って転んで病院に運ばれるなんて格好悪過ぎだろ）

　多分、おばさんは跡継ぎが生まれた事が嬉しくてハイになっているに違いない。ハイになり過ぎて声がでかくなり、俺が寝ている隣室にまでおばさんの声が響いて来ているんだと思う。それと父親、子供が生まれたんだから顔を見せてあげなさい……俺なんて子供どころか結婚のけの字も見えていないってのに。

　嫉しつ妬とはみっともないから、隣室のおじさんは赤ん坊の誕生を祝福してあげよう。

「ジョージ？　ジョージ・アコーギになるのかしら」

　それに応えたのは、少女と言ってもおかしくない若い声であった。推定十代後半……祝福取り消し、父親だけもげてしまえ。

（しっかし、病院で自分と同じ名前の子供の誕生に巡り会うとはね……うん？　同じ病院？）

　子供を産むとしたら産婦人科である。いくら緊きん急きゆう時じでも、道でこけた酔っぱらいを産婦人科に運ぶわけがない。

　仮に総合病院だとしても緊急外来と産婦人科は離れているはず。

　そう言えば目をうまく開ける事が出来ない。目を開けられない原因が転倒にあるとしたら、顔に痛みを感じないのはおかしい。

　考えられるとしたら俺の病室で誰かがドラマを見ている、もしくは只今幽体離脱ナウなのかも知れない。

（幽体離脱は意識の混こん濁だくが原因だよな。多分、同じ部屋の人がドラマでも見てんだろ。第一、日本に伯爵家なんてないし。待てよ、アコーギ伯爵家って言ったよな……ジョージ・アコーギ？）

　キミテのジョージ・アコーギの家も伯爵家だった。いや、偶然だ。これは何万分の一の偶然。榕木丈治の病室にジョージ・アコーギが出てくるドラマがたまたま流れただけなんだ。ジョージ・アコーギはゲームのキャラクター、現実に存在する訳がない……ないって信じたい。

（とりあえず、どんなドラマか確認してみるか……か、体が動かねえ？）

　ヤバい……目が開かないだけでなく、立ち上がれないし体もうまく動かせない。

　俺の焦あせりがマックスに達した時、体がふわりと空中に浮いた。いや、正確には誰かに持ち上げられたらしい。

　あれだ、きっとガチムチの看護師が移乗をしてくれたんだと思う。

　体中を冷や汗が伝い、心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように鳴り響く。期日目前なのに重大なバグが見つかった時の事が脳裏を過よぎる……あの時はスタッフ全員からの圧力で胃に穴が開きそうになったんだよな……うん、思いっきり現実逃とう避ひをしてしまった。

　自分の置かれている現状が分からないという不安で、心が押し潰されそうになる。

「ジョージ様、お母様ですよ。奥様、首をやさしく抱えてあげて頂けますか？」

「ジョージ、私がママよ」

　そして俺はじんわりとした温かさに体を包まれる。冷や汗は引けて鼓こ動どうも落ち着いていく。いつしか不安は消え、心地ここち好よい穏やかさが訪れた。子供の頃、泣いて帰って来た俺をギュッと抱きしめてくれた母さんの温かさと似ている。……心地好い微睡まどろみの中、いつの間にか俺は眠っていた。













　飲み会から数日が経たった。ようやく目を開ける事が出来たけど、何故か全てがぼやけている。それでも分かった事が幾いくつかあった。

　どうやら俺は赤ん坊になったらしい……いや、薄々気付いていたんだけど、認めたくなかったんだよね。

　せっかく、ボーナスが多く貰もらえるのが分かっていたのに、生まれ変わりなんて酷ひどすぎる!!　つうか、俺三十五歳のリーマンなんだぞ。厨ちゆう二に病びようなんて、とっくの昔に卒業している。転生なんて、喜ぶどころか泣きたくなるっての。

　だって、また一からやり直さなきゃいけないんだぜ。下手したらいい年したおっさんが、子供に混じってお遊ゆう戯ぎとかをしなきゃいけないんだぞ。

　幼よう稚ち園えんのお遊戯会では通り過ぎるだけのフクロウ、小学校では醜みにくいアヒルの子供時代、中学では村人Ａでした……それでも、父さんと母さんは誉ほめてくれたんだよな。俺はあの人達に何も返せなかった……酔っ払って転んで死ぬなんて、親不孝過ぎるだろ。冗談じゃない、絶対に元に戻ってやる!!

　……最低でも、両親にお礼を伝えたい。馬鹿な息子でしたが、貴方あなた達の息子に生まれて幸せでしたと。





　　　　　◇






　自分を赤ん坊だと認めたのは、母乳を飲まされたからだ……あの若い娘が母親だとすると罪悪感が半端ない……ちょっと、嬉うれしいけど。

　ただ、未いまだに分からないのは、ここが日本かどうかって事だ。周りで使われているのは日本語。

　しかし、伯はく爵しやくとか騎士とか現代日本とは無縁な会話が交わされている。極きわめつけは勇者、魔法、マジックアイテムなんて言葉まで聞こえてきた。

　でも、うちの会社では日常会話に勇者や魔法が飛び交っていたし……例えば〝丈じよう治じ、攻撃魔法にバグが出たぞ。やり直せ、何年経ったら間違えずに打ち込めるんだ〟とか。

　だから、ここが日本だという希望は捨てないでおく。

　そして俺の名前はまた榕あこう木ぎ丈治らしい……日本じゃないんならジョージ・アコーギの可能性もあるけど。

　もし、もしである……これが異世界転生なら、酷い放置プレイだと思う。

　普通なら異世界の神様が出てきて、間違えて殺しちゃったからとか、私の世界を救って下さいって言うのがテンプレなはず。

　こんな放置しまくりのシナリオが上がってきたら、プログラマーの俺でもストップを掛ける。

　とりあえず、今俺がやらなきゃいけないのは……。

「ほんぎゃー!!」

　オムツを替えてもらう為に泣くのだ……大人のプライド？　そんなものは、とっくの昔に捨てたのさ。

「ジョージ様、オムツですかー？」

「ダアッ、ダアッ」

　面めん倒どうを見てもらう為なら、形なり振ふり構わず愛あい想そを振ふり撒まいてやる。

　唯一のプラス要素は現親が金持ちらしいという事。声で確認出来ただけでも五人のベビーシッターがいたんだよね。





　　　　　◇






　最近、ようやく目の焦点が合うようになってきた。でも、合わなきゃ良かったかも知れない。

　理由その一、俺に母乳をくれていたのは、母親じゃなくガタイの良いおばちゃんでした。シンセロって名字で俺と同い年の子供がいるらしい。

　理由その二、見覚えがある豪ごう華かな部屋。子供部屋なのに俺のアパートの何倍も広い。調度品も細かな装そう飾しよくが施ほどこされていて無駄に豪華。ちなみにベビーシッターだと思っていたのはメイドさんでした。

　とりあえず、花はな山やまさん……あんたのＣＧは凄すごいよ。この部屋を完かん璧ぺきに再現しているぜ。あんたこそ、本物のＣＧ職人だ。

　タペストリーに描かれた紋章も完璧に再現してたよ。真紅の布に嘴くちばしにレイピアをくわえた黄金のグリフォンが描かれていた。

　これ、キミテでアコーギ家の紋章として登場するものと同じなんだよね。確か、アコーギ家の先祖が魔法戦士で大だい活かつ躍やくしたって設定だった。そして、そのご先祖様が得意としていた武器が細剣レイピア。

　以上の事を考えると、俺はジョージ・アコーギもしくはジョージと似た存在に転生したという事になる。ゲームと同じ世界に転生するなんてラノベじゃないんだから。

　しかも、自分がモデルになった嫌われキャラに転生するなんて……冗談じゃない!!　ジョージはどうやっても、悲ひ惨さんな最後を迎えるんだぞ。

　ジョージの最後その一、魔王に操あやつられ、勇者パーティーと敵対。罵ば詈り雑ぞう言ごんの嵐の後にフルボッコ。

　ジョージの最後その二、貴族の資格を剝はく奪だつされ、貧民になる。

　ジョージの最後その三、魔物に怯おびえて城に隠れているところを領民に見つかり、その後処刑。

　ジョージの最後その四、悪徳貴族の罪をなすりつけられ暗殺される。

　ラノベなら特殊な才能やチート能力で乗り切るんだろうが、そんなものは当てに出来ない。

　赤ん坊のうちから体を鍛える……駄だ目めだ、筋肉が固まって成長が阻そ害がいされてしまうって話を聞いた事がある。第一、ガチムチの赤ん坊なんて怖すぎる。

　ゲームの知識を活かして魔法を早く覚える……魔法を使う赤ん坊なんて、ドン引きされかねない。

　伯爵家の利点を活いかして、家族を頼る……あれから母親ともほとんど会えていないし、父親に至っては顔すら見ていない。これも駄目だな。第一、あまりに才能がある子供は危険視されかねない。

　だがジョージが嫌われているのは性格が最悪だったからだ。ぶっちゃければ、嫌われるように作られていたから嫌われた。

　元の世界に戻る為にも、俺は生きなきゃいけない。

　それなら俺は人に好かれるように動いてやる。かの有名な武たけ田だ信しん玄げん公は言っている、人は城、人は石垣、人は堀、情けは味方、仇あだは敵なりと。

　人間関係に胃を痛めたジャパニーズサラリーマンの実力を見せてやる。

　美少女？　そんなのは、昔から縁がないから諦あきらめている!!　リアルで、あんな酷い事を言われたら俺のガラスのハートが砕けてしまう。どうせ嫌われるのなら、スルーに徹てつする。

　ハーレム？　税金の無駄だ!!　何より俺は小心者。同時進行する度胸なんて持ち合わせていない……正直に言えば、ちょっとは興味があるけど。

　贅ぜい沢たく三ざん昧まい？　笑わせるな!!　俺には小市民根性が染み付いているんだっ!!

　王族には媚こびへつらい、民には優しさを見せて守ってもらうんだ!!

　まずは……。

「ダアッダアッダアッ」

　作り笑顔でメイドさん達に媚を売ってやる。今、俺が媚を売っているのは、ベテランメイドさん。上の人間から媚を売るのが、サラリーマンの基本なのだ。俺は萌もえより安全を重要視する。
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　俺の形なり振ふり構わぬ努力により〝ジョージ様はあまり手の掛からない可か愛わいいお子様〟という評価を手に入れる事が出来た。

　メイドさんと視線が合えば満面の笑みを浮かべているし、メイドさんに余裕があるようなら、わざとグズって貴女あなたが必要ですアピールを欠かさない。逆に忙しそうなら、空気を読んで狸たぬき寝ね入いりをする芸達者ぶりである。

　……ふと我に返ると、泣きたくなってしまう時もあるけど。

　そんなある日、ジョージ坊っちゃまメイド隊（勝手に命名）にただならぬ空気が走った。

「奥様、いらっしゃいませ。ジョージ様、お母様ですよ」

　ジョージの母親は公こう爵しやく家の生まれで名前はカトリーヌ・アコーギ。イラストこそないが公爵家のお嬢じよう様さまだから、美人だと思う。

「ジョージ、ママよ。ずっと会えなくてごめんなさい」

　……この世界の母さんは、ソバカスだけが特とく徴ちようの普通の女の子でした。母さんは茶色の髪かみを三つ編みにしており、田舎いなかの素そ朴ぼくな女子高校生にも見える。良く言えば純朴、悪く言えば垢あか抜ぬけていない。異世界の母親は美形がお約束というのは、あくまで都市伝説なのだろう。

　そして、ＤＮＡ鑑かん定ていが必要ないくらい榕木丈治おれとそっくりです。まあ、ジョージは俺と同じ顔をしているから当たり前なんだけどね。

　カトリーヌ母さんは覚おぼ束つかない手で俺を抱き上げるが、そこには無償の愛が溢あふれていた。きっと、母さんは会いたくても会えない状況だったんだろう。俺は大人の事情が分かる子供なのだ。

「それが俺の息子か」

　大して興味なさそうに俺を見ているイケメンが、この世界の父親アラン・アコーギ。こちらはどう見てもジョージと血が繋つながっているとは思えないイケメンである。イケメンといっても優男ではなく、がっしりとした体格のワイルドなイケメンだ。

　これからお世せ話わになりますって想いを込めて、微笑ほほえむ。でも、父さんアランは無関心。さすがに心が折れそうです。

「はい、私とアラン様の子供です」

　女の常でカトリーヌ母さんもイケメンに弱いらしく、熱い視線でアランの事を見ていた。

　アラン・アコーギは騎士道を重んじ、正義感に溢れ武力もあるそうだ……なに、その反則スペックは？

「そうだな……でも、なんか普通の子だな」

　うん、初対面の我が子にそんな事を言うか？　多分、アランは恵まれ過ぎているんだ。家柄もよく、ルックスも男前で武にも秀でている。そんなアランと比べたら、世の中の八割の男は普通になってしまう。




「そんな事はありません。ジョージはマジックアイテムを持って生まれて来たんですよ」

　でも、カトリーヌ母さんが必死にフォローしてくれた。それは俺も初耳です。もう、神様ったら照れ屋さんなんだから。まさか、こんな特別イベントを仕込んでくれるなんて。

「ほう、見せてくれないか」

　アランも興味が出てきたらしく、優しい笑みを浮かべてカトリーヌ母さんを促うながす……この天然ジゴロめ!!

「はい、これです」

　カトリーヌ母さんが持ってきたのは見覚えがあり過ぎる小さな長方形の箱。あれは、どう見てもメモリースティックだ。俺の専用マジックアイテムってそれかよ？

「見た事もないマジックアイテムだな」

「ええ、きっとジョージは神様に祝福されているんです。神しん使しも授さずけられると思います」

　カトリーヌ母さん、止やめて。俺はアランみたいな高スペック人間じゃないから。俺のスペックはパソコンで言えば98止まりだって。

「神使か……俺も授けられなかったんだけどな」

　アランがムッとした顔をする……あんた、大人おとな気げなさすぎっ!!

「ごめんなさい、そんなつもりじゃないんです」




　神使は選ばれた者に神が遣つかわすという精霊。キミテの主人公もフェアリータイプの神使を連れていた……ぶっちゃければ、神使はサポートキャラってやつだ。

　ちなみにジョージも金にものを言わせて神使を手に入れている。

　主人公の神使が元気で明るい性格なのに対して、ジョージの神使は高たか飛び車しやで嫌味な性格。ジョージを気に入ったんではなく、アコーギ家に行けば贅沢が出来るから来たと言う。

　最後に本人？が言うんだから間違いない。ジョージがピンチになり神使に助けを求めると、〝貴方といれば贅沢が出来るから一緒にいたの。でも、もう終わり。じゃーねー〟そう言って去って行く。

　母さんには悪いが、神使を手に入れるのは止めておこう。
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　ちょっとした誤算が生じた。

「ジョージ様は、本当に大人しくて手の掛からないお子様ですわね。さあ、皆さん、ジョージ様がお静かになさって下さる間にお仕事を片付けてしまいますわよ」

　メイド長の号令で、メイドさん達が蜘く蛛もの子を散らすように持ち場へと移動して行く。

　どうやら、俺は手の掛からない赤ん坊という認識が広まったらしく、ジョージメイド隊は解散状態である。

　それなら、この時間を利用して知識のおさらいをしておこう。

　キミテの舞ぶ台たいになるのは剣と魔法の世界レコルト、いわゆるファンタジーな世界である。その中でもオリゾンという国をメインにして物語は展開していく。

　オリゾンはテンプレ過ぎだけど中世ヨーロッパ風の国。何だかんだで、これが一番受けが良いし、スポンサーにも説明がしやすいらしい。

　そう、一番大事なのが、ファンタジーで中世ヨーロッパ風だという事。特に中世ヨーロッパ風の風が一番大事なのである。

　大抵の突っ込みは

〝ファンタジーですから〟

　と

〝あくまで中世ヨーロッパ風ですので〟

　で躱かわす事が出来る。

　中世ヨーロッパでは農のう耕こうに使うから牛は食べないとか、鉄の剣はもっと高いはずなんて言われても大丈夫。

　侍さむらいが出て来ても、空を飛ぶ乗り物が出て来てもファンタジーの一言で片付く。

　主人公が白いパンを食べていようが、窓ガラスがあろうが中世ヨーロッパ風で誤ご魔ま化かせた。

　しかし、現実に中世ヨーロッパ風の世界に来てしまうと不安が頭を過よぎりまくる。

（ペストとかは、どうなってんだ？　狂犬病のワクチンなんてある訳ないよな）

　キミテの世界には治ち癒ゆ魔法があるけど、それが万病に効くとは思えない。

（そういや、本当に薬草で大量出血も止まるんだろうか？）

　ゲームの中では瀕ひん死しの重傷でも道を歩けるし、大量に薬草を使えば回復が出来た……実際はあり得ないよな。薬草なんて軽度の止血と消毒にしか効果は期待出来ないんだし。

　異世界を生き抜く為の指標その一、無理は禁物、怪け我がは厳禁。

　次は衣食住。

　衣は問題ない。俺は着たきり雀すずめでも、着せ替え人形でも気にしない人間だ。でも、派は手でな服は似に合あわないからパスしたい。地味で実質本位な服が良い。

　住はレコルトでも最高に近い所に住めるから問題はない……。

（いや、レコルトには、ウォ○ュレット様がないんだ!!）

　それどころか、中世ヨーロッパに近いのならトイレ事情は最悪である。かのベルサイユ宮殿にはトイレが少なく、柱の陰とかでいたしていたらしい。イタリアに至っては、オマルにして外にぶちまけていた時代もあるそうだ。

　異世界を生き抜く為の指標その二、トイレ事情を解決してマジックアイテムでウォ○ュレット様を作ってやる。

　そして一番の問題、食である。ゲームでは、レコルトの食は多種多様であった。ワの国生まれのヒロインがいるので米も出てくる……そう、キミテはあくまでも中世ヨーロッパ風ファンタジーなのだ。

　しかし……。

（醬しよう油ゆと味み噌そは出て来なかったよな……待てよ、もうラーメンと寿す司しが食えないのか!!　和食もジャンクフードもないなんて俺は耐えられないぞ）

　ヤバい、ラーメンが食いたい。○亀製せい麺めんの釜玉が食いたい。銀○このたこ焼きも食べたい。グリーンのタヌキも食いたい。黒い雷チョコも食いたい。煮魚も鶏カラも角煮もおでんも食いたい。

（俺を日本に戻せ!!　無理だと言うなら、せめて薄塩ポテチと鯖さばの水煮缶を送れ!!）

　俺は豪華なフランス料理より、熱々の白いご飯とお惣そう菜ざいを好むんだ。

　異世界を生き抜く為の指標その三、出来る範囲で日本料理を再現する。和食ではなく日本料理だ。

　武力や魔力は配下に任せれば良い。俺の役割は自分の領民と共に幸せになる事なんだから。













　首が据わってきた事もあり、ジョージメイド隊（限定復活）の方々がお散歩に連れて行ってくれるようになった。屋や敷しきの中だけで、庭も窓から見るだけだが。

「ほら、ジョージ様。あそこに見えるのが〝拠より所どころの樹〟ですよ。お屋敷の拠り所の樹は立りつ派ぱなんですよ」

（へー、あれが拠り所の樹か。なんか神々しいや）

　拠り所の樹は光のマナを放っている為、魔物が近付かない。自然と人々は拠り所の樹を中心にして暮らすようになったと言う。そして旅人が夜営する時には拠り所の樹を利用する……ちなみに拠り所の樹はゲームではセーブポイントとして扱われていた。

「勇者ブレイブ・アイデック様も拠り所の樹を利用して魔王シャグランを倒されたそうですよ」

　魔王シャグラン、かつてレコルトを恐怖と混乱に陥おとしいれた魔王である。

　シャグランの魔力により空は暗くなり、風は止やみ海は動きを止めたという。

　心を痛めた偉大なる神グルウペは、一人の少年に神しん使しを遣つかわした。

　少年の名はブレイブ・アイデック、彼は六人の少女と共に旅をし、幾いく多たの苦難を乗り越え勇者として成長していく。そして魔王シャグランを倒し、レコルトに平和をもたらした……しかし、今また闇やみが胎たい動どうし始めた。

　以上、キミテのオープニングである。

（ゲーム作っていた俺が言うのもあれだけど、魔王ってなんなんだろ？）

　もし、ここが神が創りし世界なら魔王や魔物も神が創った事になる。優しい神様なら、人を苦しめる魔王は創らないと思う。

　ちなみにキミテでは魔物を倒すと魔石が手に入り、換かん金きん出来るシステムになっている。何故なら魔石には魔力が宿っており、それを使う事で、人々は豊かな生活を維い持じしているのだ。

（さすがに魔物を倒しても、魔石なんて残らないよな）

　ここはファンタジー風な世界ではなく、現実の世界なのだから。
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　ヤバい。嫌われキャラに転生しただけでも充分ヤバいのに、幻覚まで見えるようになってしまった。俺は今、ベビーベッドの上で頭を抱えていた。

　一メートル近い大きさの猫が空中に浮いているのだ。太々ふてぶてしいという言葉がぴったりの茶色いどら猫である。猫特有の可か愛わいさは微み塵じんもなく、三白眼の瞳でこっちを見ている。

「おい、儂わしが見えてんやろ？」

　どこからか野太い男の声が聞こえてきた。しかし、部屋にいるのは俺だけのはず。

（マズいな……とうとう、幻聴まで聞こえるようになってしまったか）

「こら、シカトすんなや。さっきからチラチラこっちを見とるくせに……チラ見は女に一番嫌われるんやぞ。男なら堂々とガン見せんかい」

　今、部屋にいるのは俺と見えてはいけない物ねこ。なんか尻尾しつぽをブラブラさせてる。

（マズい……あれは絶対に見えてはいけない物だ。あれだ、バグが出すぎてストレスでずっと幻を見ていたんだ）

　異世界転生も、きっと幻なんだろう。ゲームの事を考え過ぎて現実との区別がつかなくなったんだろうか？

「誰が見えてはいけない物や。儂はゆるキャラのチャックか!!　ははーん、儂が余りにもぷりちー過ぎるから気き後おくれしてんな……まっ、儂くらい可愛らしい猫ちゃんは中々おらんから、その気持ちは分からんでもない」

（ね、猫らしき生き物が喋しやべった？）

　プリティーのプの字もないくせに。猫は何かに気付いたらしく、訳知り顔で頷うなずきだした。

「ほほう、よく気付いたの。確かに儂はただの可愛らしい猫ちゃんやない。儂は神使のミケ・ニャアニャア。まあ、よろしゅう頼むわ」












　ミケと言うわりに、自称神使の猫の体毛は白と茶色の二色だけである。第一、神使は美少女のフェアリーしかいないはず。それにどうせ猫型神使を出すなら愛くるしい子猫の方が受けると思う。

（確か、三毛猫の雄はほとんどいないんだよな……神使だけでなく三毛猫も自称かよ）

　神使はともかく、三毛猫を詐さ称しようする必要性は分からないけど。

「かー、自分あれやろ。疑い過ぎて彼女の信用を失うタイプやろ。人間時には素直に信じる事が大切なんやで」

　疑問が出てきた。さっきからこのエセ猫は俺の心を読んでいるんだろうか？　それとイケメンがいる合コンに行くのを疑うのは、当たり前だろ……結局、振られたけどね。

「儂をバッタもん扱いすな。儂は神使やから心を読めるんや。もっとも、強く想った事しか読めんけどな」

『マジで神使なんですか？』

　もし、この猫が神使なら色々と有利になる。何よりゲームとは違う神使が味方になってくれるのならゲームと違う展開に持っていける。

「モチのロンや。モチのロン言うても白で当たったんやないで」

　餅もちは白い、白いは麻雀マージヤンの白ハク……麻雀が分かっていても微妙なボケだな。ここは、スルーしとくか。

『神使なのは分かりましたが、ミケ様は雌めすなんですか？』

「くぉーら!!　人がボケたんやから、突っ込むのが礼儀やろ。儂は雄の三毛猫や。言わばレア、スーパーレアなニャンコちゃんや。もし、儂がカード化されたら背景はキラキラになるはずや。まぁ、よく見てみい。ここが黒いやろ」

　ミケはそう言うと、自分の尻尾を持ってみせた……確かに、尻尾の先だけが黒い……。

『安いカニクリームコロッケかよ……ところでミケ様はどなたにお仕えになられてるんですか？』

「誰が蟹かにがどこに入っているか分からない安いカニクリームコロッケや。分わかり難にくい突っ込みをしおってからに。儂が仕えとるのは絆きずなの神リヤン様や。儂がおると人間関係がちょっと良好になるんやで」

　ちょっとって、どれくらいなんだよ。でも、ミケがいればヒロインに嫌われないで済むんだろうか？

『神使にマジックアイテムか……なんとかなるかもな』

　うまくいけば日本に帰れるかもしれない。とりあえず悲惨な最後は回かい避ひ出来るだろう。俺は榕あこう木ぎ丈じよう治じであって、ジョージ・アコーギじゃない。行動を変え周囲との関係を変えれば、運命も変えられるはず。

「マジックアイテム？　あれは異世界から来た魂たましい全員に当たる支給品やで。だからお前もレコルト語が分かるようになったんや」

『はい？　支給品？　まさか、俺が最初からみんなが話す言葉が分かっていたのは』

　確かに記憶を持ったまま異世界に転生しても、言葉が分からなきゃ意味もない。

「そら、マジックアイテムに触れてたからやで。まっ、言語以外にも色んな知識が詰め込まれとるから早くインスートルしとき」

　ミケの話では、支給されるマジックアイテムはその人の想いが具現化されるらしい……メモリースティックって、確実に仕事が具現化してんじゃん。そして異世界から転生して来た魂に仕える神使は、コミュニケーションの為に異世界の知識を手に入れるらしい……だから、ミケはカニクリームコロッケを知ってたんだ。




『ところでミケ様の姿は、他の人にも見えているんですか？』

　何もない所に話し掛けていたら、カトリーヌ母さんやメイドの皆様に心配を掛けてしまう。

「そこはオンオフ自由にでけるで。まっ、お前がもう少し大きくなったら顔を出すわ。今日は挨あい拶さつだと思ってな。それとミケ様なんて呼ばれると、こそばゆいからミケでええで」

　ミケはそう言うとフッと姿を消した……わざわざ神使が来たって事は、何かがあるんだろう。俺は才能があるから選ばれたんじゃなく、異世界から来た人間だから見張りを兼ねて付けられたのかも知れない。
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　ようやく一歳になった。最近は短い歩数なら歩けるようになったので、必死に練習している。

「ジョージ、ママはこっちよー」

　カトリーヌ母さんが必死に俺を手招きしている。俺は空気を読める子供だ……ヨチヨチ歩きながら、一いつ生しよう懸けん命めいにゴールを目指す。

　カトリーヌ母さんは拙つたない歩きが心配らしく、ジリジリと俺に近付いてくる。

　最近、カトリーヌ母さんは俺にベッタリだ。一歳の子供に母親が側そばにいるのは当たり前かもしれない……だけど、カトリーヌ母さんは俺に愛情を注そそぐ事で、心のバランスを保っている感じがする。

　この一年で何でジョージ・アコーギがあんな人間に成長したのかが分かった。

　まず、無自覚に甘やかす母親。まぁ、カトリーヌ母さん自身がまだ子供だからある意味仕方ないのかも知れない。

　一番の原因は父親のアラン・アコーギにあると思う。アランはこの一年で、俺の所に来たのは数回しかなかった。そしてアランはカトリーヌ母さんの寝所にもほとんど顔を出していないらしい。

　アランが寝ているのは、第二夫人ルミア・アコーギの寝所。ルミアは庶民の生まれで美しく優しい女性だ。プライドが無駄に高いアランは公こう爵しやく家出身のカトリーヌ母さんに負い目を感じているんだろう。カトリーヌ母さんの実家、コーカツ公爵家の力は強大で、その気になればアコーギ家なんて一ひと捻ひねりらしい。ちなみにソースは俺のメモリースティック型マジックアイテム。

　特に俺の祖父に当たる当主のローレン・コーカツは王政にも深く関わり、レコルトで逆らえる者は王様を含めても数人しかいないという。

　早い話が父親アランは義父ローレンが怖いのだ。そして坊主憎ければ袈け裟さまで憎しではないが、母さんも怖くなり母さんと似てる俺も恐いんだと思う。

　でも、それは前世の記憶がある俺だから分かる事。ジョージは父親アランに好かれようと強くなろうとしたんだろう。しかし、母親カトリーヌはジョージを甘やかし、ジョージは色々と勘かん違ちがいしてしまったんだと思う。

　何よりもの不幸は、ジョージはアコーギ家の象徴である細剣レイピアとの相性が最悪だという事。確か、相性設定は最低のＥ。

（ジョージ、お前の仇かたきはしっかりと取ってやるぜ）

　勇者もアランも上手にスルーしてやる。あんな反則な生き物と正面から戦う必要はないんだし。とりあえず、今は母さんにベストスマイルで媚こびを売っておく。最近は無む邪じや気きな笑顔も板について来ました……頑がん張ばれ、俺。これも生きる為だ。
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　今日も無事に生き延びる為に、色々と予防策を考える事にした。何しろ、ゆっくりと対策を練れるのは幼年期いまだけ。ある程度、成長したら体を鍛きたえたり技術を身に付けるのに時間を費ついやす予定なのだ。

　チートにはなれなくても、自分の身を守れるようにはなりたい……だって、ジョージは家臣にも嫌われていたし。

　今回の対策は、トラウマを植え付けてくれる可能性が高いヒロインの皆様について。

　キミテに出てくるメインヒロインは六人。それぞれ勇者から光・闇・土・水・風・火の力を引き継いでいる。主人公は彼女達と冒険を通じて絆を育んでいくのだ。ぶっちゃければ、キミテはハーレム推すい奨しようゲームである。

「ほー、ハーレムか。赤ん坊も中身が大人やとエロい事を考えるもんやな」

　ドキッとして声のした方を見ると、ミケがニヤニヤしながら空中に浮かんでいた。

『神使様、勝手に心を読むのは止めてもらえませんかね……それで、俺の事はどこまで分かってるんですか？』

　ミケ・ニャアニャアなんて神使はゲームに登場しない……こんな濃こすぎるキャラは登場させようがないし。

「お前が他の世界から来たって事くらいやな……儂は、心は読めても記憶は読めんのや」

　もし、記憶が読めたとしても、膨ぼう大だいな記憶の中から任意の情報を読み取るのは難しいと思う。

『ミケは俺の味方なのか？』

「当たり前やないか!!　契けい約やく者しやを正しく導くのが、神使の仕事や。それにお前の生き方が儂の成績に響くんやで」

　ミケの話によると、契約者の育成次第で神使としての待たい遇ぐうが変わってくるらしい。

　つまり、ミケと俺は一いち蓮れん托たく生しよう。

『心が読めるんなら、俺が噓うそをついているかどうか分かるよな……俺はこの世界の事を知っている』

　それから俺はキミテの事やジョージの事をミケに伝えた。

「……にわかには信じがたい話やな。しかし、お前は噓をついとらんし、辻つじ褄つまもおうとる。それで、お前はどうしたいんや」

『勇者やヒロインと出来るだけ関わらないようにしたい。特に勇者がハーレムを築くんなら、深く関わらず出来るだけ敵対はしないようにする』

　ハーレムルートでのジョージの扱いは悲惨だ……まあ、どのルートでも酷ひどい目に遭あうんだけどね。特にハーレムルートでは、六人のヒロイン全員から叩たたかれる。暴言の雨あめ霰あられ、言葉の即死コンボを喰らうのだ。

　正に学級会の裁さい判ばん状態なのである……小学生女子の団結力は恐ろしい。

「なんつーか、悲惨やな。しかし、お前らは何でジョージをそんな目に遭わせたんや？　そのげーむはお前らが作ったんやろ」

『ジョージは主人公の引き立て役なんだよ。あからさまに主人公だけを格好良くすると、胡う散さん臭くさくなるし感情移入がしにくくなる。だから主人公を目立たせる為にはピエロが必要になるんだよ……それがジョージさ』

　例えば魔族に出で会くわした時、ジョージはビビって泣くけど、主人公は毅き然ぜんとしている。ジョージがみっともなく泣なき喚わめく程、主人公は格好良く見えるのだ。

　早い話がジョージはスイカに掛ける塩のようなもの。塩がスイカの甘さを引き立てるように、ジョージは主人公の格好良さを引き立てる。俺は、そんな役割をするつもりはないけどね。

「それで、そのシュジンコーとかいう奴以外に気を付ける奴はおるんか？」

　シュジンコーか。新種のミジンコみたく聞こえてしまう。キミテは名前を入力するゲームなので、今の所は、主人公としか言いようがないので仕方ないけど。

『特に注意したいのは、マリーナ・ライテックとユリア・ナイテックだよ』

「ほー、光のライテック家と闇のナイテック家か。確かに、ライテック家で赤ん坊が生まれたそうや。しかし、闇のナイテック家に女おな子ごはおらんで」

　マリーナ・ライテック、光属性のヒロインで没落騎士の娘。得意な武器はレイピア。金きん髪ぱつ碧へき眼がんの正統派ヒロインである。

　ライテック家はアコーギ家から多額の借金をしており、その関係でマリーナは半ば強引にジョージの婚約者にされてしまう。ちなみにマリーナの授業料やライテック家の生活費もアコーギ家が出している。

　それを寝取る主人公は心しん臓ぞうが強いと思う。

『あー、ユリアが、ナイテック家の血を引いてるのは本人も知らないんだよ。確か、ナイテック家の長男が、駆け落ちして生まれたのがユリア。両親はナイテック家の放った暗殺者に殺されているんだよ』

　ユリア・ナイテック、闇属性のヒロインでジョージ専属メイド。得意な武器は短剣。

　ジョージの我わが儘ままが酷すぎて、専属メイドのなり手が誰もいなかった。そんな中、唯一応募してきたのがユリア。

　ユリアは、ショートカットの黒くろ髪かみで切れ長の黒い瞳が特とく徴ちようのツンデレ系美少女……実は盗とう賊ぞく団だんに所属しており、ナイテックの姓はイベントが進まないと明らかにならない。

　他の四人は、ジョージと直接的な関係はないから避さけるのは容易たやすいと思う。俺が主人公に絡まなきゃ、知り合いにもならないだろうし。

「盗賊団って……お前、どんだけ嫌われてんねん」

　確かに、身元が怪しい人物まで雇やとわなきゃいけないなんて酷い嫌われようだ。

　でも、ユリアは今のままジョージメイド隊と良好な関係を継けい続ぞくしていけば、俺の専属になる事はないだろう。目指せ、ホワイトな職場作り。

『だから今はメイドさんと良好な関係を目指してんの。問題はマリーナだ。多分、婚約者になるのは避けられないと思う』

「何でや？　お前が、嫌やって言うたらええんちゃうんか？」

『マリーナの婚約には父親アランが絡んでくるんだよ。アコーギ家は歴史の浅い貴族だったはず。だからアランはアコーギ家に勇者の血を入れようと思ったんだろ』

　カトリーヌ母さんに対するコンプレックスもあるんだろう。

「また難なん儀ぎな話やな。貴族やから楽に生きられるって訳やないんやな」

　つまり、金にものを言わせて無理矢理結んだ婚約。マリーナがジョージを嫌うのも仕方ないのかも知れない。そして鳶とんびが油揚げをさらうように、主人公がマリーナを奪うばうと……頑張れ、俺ジヨージ。

『でも、あのスキルは欲しいんだよな』

　そのスキルの名前は、シャイニングボディ……光の膜で全身を覆おおい、体を好きな色に輝かせるという派は手で好きなジョージらしい固有スキル。防御力が＋３になるだけだから、ジョージにピッタリのゴミスキルと言われている。

「防御力＋３って、どんな感じなん？」

『確か布の服の防御力が５だから、薄い布の服って感じじゃないか』

「なんや、そのスキルは？　意味ないやん」

　確かに、シャイニングボディは魔物の攻撃を防ぐには役に立たないだろう。

『いや、全身を覆えるなら、虫刺されを防げるし、間違って毒草に触ってもかぶれないと思ったんだよ』

　さすがに、熱湯による火傷やけどや氷による凍傷を防げるかは検証が必要になると思うけど。

「虫刺されを防ぐスキルって、しょぼすぎやろ」

『こっちの世界じゃ知られてないだろうけど、蚊かとかの虫は病原菌を媒ばい介かいするんだよ。つまり、虫に刺されたら病気に感染する可能性があるのさ』

　それに好きな色に出来るなら保護色で隠れられるし、透明に設定すれば、スキルを使っているのがバレないと思う。

「そう考えれば便利なスキルやな」

『問題は、どうやって〝乙女おとめの祈りイベント〟を起こすかなんだよな』

　キミテでスキルを覚える方法は二つある。一つは経験を積んで覚えるジョブスキル。

　もう一つはヒロインと仲を進展させる事で、覚えられる固有スキルだ。

　進展の目安になるのが、神使から渡されるキズナリング。キズナリングには六個の魔石が埋め込まれており、ヒロインとの仲が進展すると魔石も輝きを増していく……そんなに光っていたら、敵に見つかるんじゃねって、突っ込んではいけない。

　キズナレベルは六段階あり、段階が増える度たびに何らかのイベントが起きる。

　そしてスキルを覚えられるのが乙女の祈りイベント。ヒロインが主人公の為に祈る事で、主人公が新しいスキルを獲かく得とく出来るのである。

「乙女の祈りか……あれは大切な相手の為に祈るから効果があるんやで」

　だから、ジョージはゴミスキルしか身に付けられなかったのかも知れない。

『マリーナは俺の事をＧゴキブリ並みに嫌っているんだよ。どうすれば、祈ってくれるんだろ』

　ゲームでは無理矢理祈らせていたけど……いや、金も借りて生活費も出して貰ってるのに祈るのも嫌がるってどうよ？

「答えは簡単や……諦あきらめなはれ」

『ですよねー』

　予想はしていたが、顔が引きつってしまう。

　まあ、シャイニングボディを取得出来れば婚約を破は棄きしてもいいと思う。

（最後の記念に祈って下さいって言えば、断らないだろう）

　随ずい分ぶんとお高いスキルになるかも知れないけど。













　ミケと色々と話し合ったが、全て保留になった。後手後手に回ってしまうけど、これから何が起きるかは不確定なんだし。まだキミテと同じように話が進んでいく保証はない。

　準備と対策はしておくけど実行には移せない……何が起きるか予想が出来る身としては、心こころ許もとない話だけど。

（もしかして、マリーナが惚ほれてくれる可能性は……極薄だな）

　勇者の血を引く美少女に惚れられると思うなんて、ただの自うぬ惚ぼれでしかない。

　軽くへこんでいると、部屋のドアが開いた。

「ジョージ、明日はお爺じい様さまの所に行くわよ」

　入って来たのはカトリーヌ母さん。アランの父親は死んでいるので、お爺様は必然的にローレン・コーカツになる。

「おじいしゃま？」

　片言で小首を傾かしげる中身はおっさんの一歳児……俺がさらにへこんだのは言うまでもない。

「そう、ママのパパよ。ジョージも一歳になったから連れて来なさいって……パパはお仕事が忙しくて無理だから、ママと一緒に行こうね」

　カトリーヌ母さん、アランは爺ちゃんにびびっているだけだよ。その顔は、どこか寂しげだ。見てろよ、アランッ!!

「マー、といっちょがいい」

　俺は、そう言ってカトリーヌ母さんにすがりついた。俺はお前アランと違って、必要ならプライドをゴミ箱に捨てられるのさっ。

　そう、権力者の爺ちゃんに媚こびまくってやる。
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　カトリーヌ母さんは一ひと頻しきりはしゃぎ終えると、旅の準備をしに自室へと戻って行った。今回の行き先はコーカツ公こう爵しやく領りようコーカツシティ……ぶっちゃけ、ゲームに出てこない町だから、どんな所なのか全く分からない。分かっているのは、俺が住んでいるアコーギ領グリフィールから馬車で三日は掛かるという事だけ……コーカツ公爵が治めるコーカツシティ……ゲームで出していたら、安あん直ちよく過ぎるネーミングにネットで突っ込まれていたと思う。

「コーカツ領か。そういや、もう死者の森に、ソウルフライが湧く季節になったんやな」

　ミケが軽く溜ため息いきを洩もらしながら姿を現した。

　ちなみにソウルフライは蛍の一種で、見た目はグロいが魔物ではない。背中の模様が人の顔のように見えてしまうから、亡者の魂たましいが取とり憑ついていると思われているそうだ。

『死者の森……へー、コーカツ領にあったんだ』

　お約束過ぎて申し訳ないが、キミテには中ボスが存在する。名前は六ろく魔ま枢すう、なんか可か愛わいくなってしまうからロマンスと読んではならない。更にお約束になるが、六魔枢はそれぞれ光・闇やみ・土・水・火・風の属性を持っている。

　何で弱い順に出てくるのとか、何で都つ合ごうよく対ボス用のアイテムが手に入るのって開発陣に聞くのは止やめて欲しい……ゲームにはバランス調整が必要なんです。

「コーカツ領は知らんのに、死者の森は知っとるのか？　けったいな奴やな」

　似え非せ関西弁を喋しやべるどら猫神使と中身はおっさんの一歳児……どっちがけったいなんだろうか。

『死者の森には六魔枢の一人、闇のテネブール伯はく爵しやくが城を構えるんだよ』

　テネブール伯爵はアンデッドを率いる吸血鬼である。スーツを着て伯爵を名乗っているけど、決してドラキュラではない……あっちは歴史上の人物が元ネタだし、地元では英雄なので色々と配はい慮りよが必要なのだ。

「テネブール伯爵か……懐なつかしい名前やな」

　テネブール伯爵は魔族に魂を売った貴族。前魔王の時代にもいたらしいから、ミケが名前を知っていても不ふ思し議ぎではない。でも、神使って何年くらい生きるんだろうか？

『六魔枢か……復活したら主人公に丸投げだな』

　貴族の責務だから対策を考えておくけど、俺があんな化け物に勝てる訳がない。適当に主人公とヒロインを持ち上げて焚き付けるんだ!!　でもせっかく、貴族になったんだから、ヒノキの棒ぼうと僅わずかなお金だけを渡すお約束もしてみたい。

「それにしても、お前のオカン随ずい分ぶんとテンションが高かったな」

　そんな事を考えていたら、ふとミケが言った。

『久し振りに家に帰れるんだから、仕方ないだろ』

　メイドさん達の噂うわさ話ばなしによると、カトリーヌ母さんが嫁よめに来たのが十五歳の時、俺を産んでくれたのが十六歳で、今は十七歳。日本で言えばまだ高校生……アラン、もげてしまえ。

「ここが家ちゃうんか？」

『カトリーヌ母さんにしてみれば、アコーギ家はホームじゃなくアウェイだよ……露ろ骨こつに嫌味を言う奴もいるみたいだし』

　まあ、アコーギ家の人間からすれば、カトリーヌ母さんはコーカツ家に無理矢理に娶めとらされた嫁。しかも花よ蝶ちようよと育てられた母さんに家事や嫁の務めをそつなくこなせって言う方が無理だと思う。

「アランは何も言わんのか？」

『一番の原因が、アランの母親みたいだから言えないんじゃないかな……俺が生まれてからアランはカトリーヌ母さんとほとんど会ってないから、下手したら気付いてないだけなのかもな』

　アランの母親で俺の祖母に当たるのがアデリーヌ・アコーギ。でも、アデリーヌには未いまだに会えていないんだよね。噂では俺がカトリーヌ母さんに似ているのが、気に入らないらしい。

　それにルミアがもう少しで出産するらしく、アランは前以上にルミアにベッタリだ。

「嫁姑しゆうとめ問題か……アランでなくても逃げたくなるわな」

『カトリーヌ母さんはコーカツ公爵家から来てんだぜ。領主なら上手く接しなきゃマズいだろ。恋に生きたいってほざくんなら、最低でも公爵家からの比ひ護ごは突っ張ねなきゃ筋が通らねえよ』

　今の状態がローレン・コーカツの耳に入ったら大問題である。いや、下手したらローレンは、この現状を予想してカトリーヌ母さんを嫁に出した可能性も高い。

「父親とそんな関係で寂しくないんか？」

『俺は前世の両親から、余る程愛情を貰もらってるから平気だよ。男としてはアランに負けるかも知れないけど、父親や家庭人としてみたらアランなんて比べ物にならない人さ』

　俺の父親は病院の給食を作る調理師だった。凍いてつく真冬の早朝に出勤していく背中は大きくて頼もしくて、今でも目に焼き付いている。

「素敵なご両親やないか……だから、まだカトリーヌ母さんなんて呼ぶんやな」

　ミケは何かを思い出したらしく、遠くを見ていた。神使にも家族がいるんだろうか？

『そりゃ、自分より年下の娘を母さんとは呼びにくいだろ。母親への義理もあるし』

　そんな話をしていると、部屋のドアが勢いよく開けられた。

「ジョージ、明日着ていくお洋服を選びましょうね」

　入って来たのは、ウキウキ顔のカトリーヌ母さん。

「マー、ちゃびちかったー」

　俺はダッシュでカトリーヌ母さんにすがり付く。何しろ、カトリーヌ母さんはアコーギ家で数少ない味方なのだ。媚びて何が悪い!?

『おいっ!!　儂わしの感動を返さんかいっ!!』

　そしてミケは律りち儀ぎにテレパシーで、突っ込んでくれた。
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　何を隠そう今回が転生して、初めての外出となる。今までは庭にすら出してもらえなかった。

『やっとシャバの空気が吸えるんだ』

　それに外に出れば、おのずとゲームとの違いが見えてくるだろう。

「お前は出所間近の囚人か……しかし、一歩も外に出さへんなんて、随分と過か保ほ護ごやな」

『そう言うなよ。俺に何かあったら、誰かが責任を負わなきゃいけなくなるんだぜ。風か邪ぜを引いて肺炎を併発でもしたら大問題だからな』

　アコーギ伯爵家とコーカツ公爵家の血を引く俺は箱入り娘ならぬ箱入り息子なのである。安全と健康に人一倍配慮をされているのだ。

『ほー、配慮して、あれか？』

　周りに人がいる為、ミケはテレパシーで話し掛けてきた……そのにやけ顔がムカつく。イラつきながら周囲を見回すとミケの言いたい事が分かった。

『護ご衛えい騎士が一人？　マジかよ』

　護衛騎士は爽さわやかな笑顔が特とく徴ちようの若者である。

　ちなみに、アランは見送りにも来ていない。唯一の救いは馬車が立りつ派ぱな事くらいである。見た目に派は手でさはないけど、使われている素材は高級品ばかりだ。

『ほう、この馬車は凄すごいの!!　色んな魔石が惜しげもなく使われとる。衝しよう撃げき吸収に防御力増大、火炎無効まで付いとるやないか。こんな馬車を出すなんて、少しはアランを見直したやろ？』

『よく見てみろ。馬車に描かれている紋章は杖を咥くわえた銀色の狼……これはコーカツ公爵家の馬車だよ』

　近くに停とめてあるアコーギ家の馬車は見た目こそ派手だけど、衝撃がもろに尻に響く作りだから乗り心地は最悪だと思う。

「あの……護衛は貴方あなただけですか？」

　さすがにカトリーヌ母さんも不安らしく、護衛騎士に確認をした。

「はい、私だけですよ。でも、安心して下さい。ここにはアラン様の威い徳とくが満ち満ちております。奥様やジョージ様を襲おそう不届き者なんていませんよ」

　護衛騎士が白い歯を輝かせながら笑う。その笑顔には一点の曇くもりもなく、彼が正気だと分かる……俺とカトリーヌ母さんは、身代金取り放題な二人なんだぜ。

　家臣に歴史を教える時間を作るべきだろうか？　威徳を信じて滅んだ為い政せい者しやは数知れず……俺は安全保証と快適な暮らしの提供で、民の心を摑つかんでやる。俺にはカリスマ性がゼロなのだ。

「あの、旦那様は……」

　きっとカトリーヌ母さんは、別れを惜しむ夫婦という展開を期待していたんだろう。

「アラン様は早朝から戦闘訓練に出掛けられております。平和な時こそ訓練に勤いそしまれるアラン様は騎士の鑑かがみです」

　そう、騎士の鑑であって領主の鑑ではない。訓練にも金は掛かるのに、無む駄だ遣づかいしやがって。




　やってて良かった公○式ならぬ付いてて良かった衝撃吸収の魔石。グリフィールは、もの凄く道がデコボコだった。

（あれか、敵の侵入を防ぐ為にわざとデコボコにしてんのか？　……平和な時代に流通を妨さまたげてどうするんだ!!）

　ちなみに護衛騎士が御者も兼任している。他に付いてきてるのは、母さん付きメイドさんが四人だけ。

（変な所だけ平和ボケしやがって……わざとじゃないだろうな？）

　わざと……俺はある事を思い出してはっとした。確か、ジョージには一歳年下の妹がいたはず。名前はアミ・アコーギ、ちなみにキミテのサブヒロインの一人。妹のアミだけじゃなく義母のルミア・アコーギも攻略対象サブヒロインにするって案が出たけど、さすがに却下された。

　そして現実でもルミアは妊娠中だ。今のところ、赤ん坊の性別はまだ分からない……嫌な予感がする。

『ミケ、コーカツ領との国境を調べて来てもらえないか？』

『神しん使し使づかいが荒いの……んで、何を調べればええんや？』

　俺の予想が外れたら万々歳、当たったらヤバすぎる。

『変に訓練された怪しい盗とう賊ぞくがいないか調べてくれ。もし、いたらローレン・コーカツに連絡をして欲しい』

　俺に秘められた力や有無を言わせぬカリスマ性があれば安心なんだろうが、襲われたらひとたまりもないただの餓が鬼きなんだ。
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　……なんか、すいませんって気分だ。俺は異世界を舐なめていた。

「カトリーヌお嬢じよう様さま、ビーンズモスが馬車に留まっていますよ」

　中年……ベテランのメイドさんが、カトリーヌ母さんに話し掛ける……優しく温かい笑顔だ。

「オデット、もうお嬢様と呼ぶのは止めて下さい。ジョージ、ビーンズモスさんがジョージとお友達になりたいって遊びに来てるわよ」

　カトリーヌ母さんはそう言うと、俺を馬車の窓に近づけた……そこにいるのは巨大な蛾が。推定一メートルはある茶色い蛾が馬車に張り付いているのだ。

（無理、無理、むりー。細かい所まで見えてるー）

　田舎いなか生まれ田舎育ちだから、虫を見ただけで悲鳴をあげるタイプではないが、さすがにここまで大きいと生理的に受け付けない。

　ビーンズモスという名前から察すると、幼虫が豆類の作物に付くんだろうか？　……とりあえず、無理矢理そんな事を考えないと思考が停止してしまいそうだ。

「オホホ、それは失礼致しました。ビーンズモスを見ると、カトリーヌ奥様のご幼少の頃を思い出してしまいまして」

　話から察すると、オデットさんは昔からカトリーヌ母さんに仕えていたメイドさんなんだろう。多分、小さい頃の母さんがビーンズモスを見て大泣きした思い出でもあるんだと思う。

「その話は止めて下さい。でも、もうそんな季節になったんですね……やっぱり、嬉うれしくなります」

　カトリーヌ母さんはそう言うと、自分の膝ひざに俺を座らせてくれた。心地好い温かさが、ジンワリと伝わってくる。

「それは私も一緒ですわ。それにしてもジョージ様は、本当に大人しくて賢いお子様ですわね」

　オデットさんがカトリーヌ母さんを見つめる目は、優しく温かい。多分、この人がいてくれたから、カトリーヌ母さんはアウェイのアコーギ家で頑がん張ばれたんだろう。

「うん、ジョージは私の自じ慢まんの息子です。ずっと会えなくて寂しい思いをさせているのに、いつも私に笑い掛けてくれるの」

　そう言うと、カトリーヌ母さんは白く細い指で俺の頭を撫なでてくれた。頭を撫でられるのは気恥ずかしいけど、そんな思いを吹き飛ばすくらいに心がポカポカと温かくなる。

　車窓から見える牧歌的な風景と温かな交流のお陰かげで、異世界で暮らすのも割と悪くない、そんな風に思えた。
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　石いし畳だたみが夕陽に照らされ紅く染まっていた。馬車の影が長く伸び、どこか郷きよう愁しゆうをそそる。

　夕陽を見たのはいつ以来だろう。餓鬼の頃は、日が暮れるとダッシュで家に帰っていたけど、大人になってからは時計でしか、時間の経過を実感できないオフィスで仕事をしていた……徹てつ夜やをして朝陽なら何十回も拝おがんだけど。

「さあ、ここが今日の宿になります」

　馬車が停まった先にあったのは、一目で高級と分かる宿屋。門や柱には細かい装そう飾しよくが施ほどこされていて、玄げん関かんには大理石が使われている。母さんに抱っこされていても、思わず身がすくんでしまう。

　唖あ然ぜんとしていると、例の騎士がズカズカと宿屋に入って行った。

（こらっ!!　若僧、足をきちんと拭ふいてから玄関に入れっ!!　後から掃そう除じをする人の事を考えろっ）

　信じられない事に例の若い騎士は靴くつの泥を落とさないまま、宿に入って行ったのだ。

「アコーギ家の奥様とジョージ様がいらしたのに、出迎えがないとは何事だっ!!」

　若い騎士が大きな声で叫ぶ……一緒にいる俺の方が、恥ずかしくなるから止めて下さい。

「も、申し訳ありません。少し立て込んでおりまして」

「領主たるアコーギ家を蔑ないがしろにしてまで、やらなくてはならない事とはなんだっ。申してみろっ」

　いや、お前は家に仕えている身で、アコーギ家の代表じゃないじゃん。

　騎士の勢いに恐れをなして、宿の人は謝りまくり……リーマンとしては、見過ごす訳にはいかない。

「マー、あのお兄ちゃんうるちゃい」

　顔をしかめながら、若い騎士を指さす。ざまあみろ、母さんにチクってやったぜ。

「ジョージ様、申し訳ありません。しかし、これはアコーギ家の名めい誉よの為でして……」

　いやいや、お前が虎の威いを借りたいだけだろ……俺は母さんの威を借りてるけど。

「謝ってる人ちとに怒る人ちと嫌いっ」

　そう言って、カトリーヌ母さんの胸に顔を埋める。我ながら見事な演技だ。

「ジ、ジョージ様……これはアコーギ家の」

「いい加か減げんになさいませっ。こちらの宿屋は王族の方も利用なされる由ゆい緒しよ正しき宿屋なんですわよ。そんな所でアコーギ家の恥を晒さらしてどうされるんですかっ!!　ましてや大きな声をあげて、幼きジョージ様を怯おびえさせる等言語道断。この事はローレン様に報告させて頂きます……一刻も早く去りなさい」

　オデットさんが若い騎士を厳しく説教をする。ぶっちゃけ、オデットさんの方が怖いっす……絶対にオデットさんは怒らせないようにしよう。
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　部屋で一息ついていると、夕食の時間になったらしく宿のメイドさんが食器を運んできた。

　さすがは王族も泊まる宿屋。食器も高級感が溢あふれまくっている。

　今、俺の前に置かれているのはペースト状の何かが入れられたお皿。俺が食べているのはまだ離乳食だから、口にするまで正体が分からない事が多い。

（うまいっ!!　ピーナッツバターを濃厚にしたような味だけど、後味にしつこさがない）

　思わず夢中になって食べていると、クスクスと楽しそうな笑い声が聞こえてきた。

「まあ、やっぱり親子ですわね。ジョージ坊っちゃまもビーンズモスをお気に入りのようですよ」

　……はい？　ビーンズモス？　オデットさん何を仰おつしやっているんですか。

　オデットさんの不安をあおりまくる言葉にピタリと俺の手が止まった。今のは俺の聞き間違いだ。情報収集の為、頭上の会話に耳をすます。

「この時期のビーンズモスの蛹さなぎは味が濃こいだけじゃなく、栄養価も高いからジョージが気に入ってくれて安心しました」

　カトリーヌ母さん、俺は今猛烈に不安です。

「さて、私達も頂きましょう……カトリーヌお嬢様、今日は大好きなビーンズモスですからご機き嫌げんを直して下さいね」

「オ、オデット……その話は忘れて下さい」

　ビーンズモスの蛹はカトリーヌ母さんの大好物らしく、むくれた時でも食べると機嫌が良くなったらしい。

　そして運ばれて来たのは、一メートル近い大きさの蛹のフライ……やっぱり、俺は異世界を舐めていたらしい。
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　普段は専用のベビーベッドで一人寝をしているが、今日は旅先という事もありカトリーヌ母さんと同じベッドで寝る事になった。カトリーヌ母さんは俺の世話が出来るのが嬉しいらしく、満面の笑みで接してくれている。

「ジョージ、お母さんが子守唄を歌ってあげるわね」

　優しい歌声に合わせるように目を閉じる。まだ眠くはないが、子守唄を聞いたらちゃんと寝るのが礼れい儀ぎだと思う。

　カトリーヌ母さんも旅の疲れが出たらしく、子守唄の途中で寝てしまった。

（アコーギ家から解放されて安心したんだろうな……この人は何があっても守ってみせる）

『人が用事を果たして来たのに、若妻と同どう衾きんしてるとはええご身分やの』

　優しいカトリーヌ母さんの声とは違う、野太い声が頭に響いてくる。

『同衾って親子なんだから……お前が帰って来たって事は例の奴らがいたのか？』

　せっかくの旅行だけど、最悪の展開が待っているらしい。ミケは俺と目を見合わせると、ゆっくりと口を開いた。

『ああ、お前の言った通り、国境付近の森に盗賊みたいな怪しい奴らがおったで』

　ミケの話では、そいつらは、こ汚い格好をしているけど、所作が洗せん練れんされていて妙な違い和わ感かんがあったとの事。

『そいつらは何をしてたんだ？』

『森の中で野営をしとる。あいつらはゲームにも出てくるんか？』

　洗練された所作、森の中で野営……ビンゴだ。

『ジョージの小さい頃のエピソードなんて出てこねえよ……それでローレン・コーカツはなんて言ってたんだ？』

『娘と孫は私が守るから神使様はジョージに付いていて下さいって、言ってたで』

『ローレンは驚おどろいていたか？』

『儂がお前ジヨージの神使やって言ったら驚いとったが、男達の事では驚かなかったで。それであいつらは何者なんや？』

　国境付近に盗賊みたいな怪しい奴らがいても驚かないと……多分、泳がせているんだな。

『アコーギ家……多分、アデリーヌかその周りの奴が放った刺し客かくだと思う。狙っているのは、俺とカトリーヌ母さん』

『ちょい待ち……お前はアコーギ家の長男なんやろ？』

『俺とカトリーヌ母さんがいなくなれば、ルミアのお腹の子供がアコーギ家を継げるからな……それでアデリーヌ側の家臣が動いたんだろ』

　盗賊に扮ふんしているのは、何らかの事情を抱えている下級騎士とかだろう。もし、俺が当主になったら、カトリーヌ母さんに意い地じ悪わるをした自分達は陽の目を見られなくなってしまう。

『マジか……そんな事をしてバレたらまずいんちゃうか？』

『死体をコーカツ領に放置すれば、責任はコーカツ家に生じる。そうすりゃ賠ばい償しよう金きんも取れるし、コーカツ家に強く出られる。だから、あの騎士しか護衛に付けなかったんだろ』

　しかも、わざわざアランが演習に出て、いない時期を狙っている。もしばれてもアランは無関係と言い逃れ出来るし。

『やれやれ、貴族様ってのはえげつない事を考えるの……それでお前はどうするんや？　逃げるのか？』

『いや、このまま進む。ミケは盗賊に扮した奴らと、その家族の事を調べておいてもらえるか？』

　俺が危険を回かい避ひする為には、家臣団は一枚岩にする必要がある……邪じや魔まな奴らは早目に排除しておく。
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　一歳にして、貴族をやっていく自信がなくなりました……町の人達の視線が痛すぎます。俺達の馬車が通ると、町の皆様は足を止めて笑顔で見送ってくれた。しかし、その笑顔が俺の心に突き刺さってくる。

『朝から辛しん気きくさい顔をしおって。領民が笑顔で見送ってくれてるやないか』

　今日もミケは姿を隠しながら、テレパシーを送ってくれている……いかに心を読める神使でも、現代日本人の空気を読む能力には敵かなうまい。

『みんな、完かん璧ぺきな作り笑顔だぜ。心から笑ってる人なんてほとんどいないよ』

『お前、被害妄想の気けがあるんとちゃうか？　作り笑顔なんて、ネガティブ過ぎるで』

　いくらネガティブと言われようが、俺は安全第一主義。石橋を何回も叩たたいていたら、他人に先に渡られた事も少なくない程だ。

『放っとけ。下手に笑顔を信じると痛い目に遭うんだぞ。それに笑顔の下に隠された感情に気付けないと、領主の仕事は失敗すると思うんだよ』

　笑顔の下に隠されたネガティブな感情。そこに領民のニーズがあると思う。

『ほなら、お前の考えを聞かせてもらおうか？　一番前にいる連中は、満面の笑みを浮かべてるで』

　最前列にいるのは役人と裕福な商人……いわば上流階級な人達。

『あれは追つい従しようとおべっかだよ。アコーギ家に近付く事で身の安全を図り、更なる発展を遂とげたいんだろ』

　俺は勇者でも正義の味方でもないから、金かね儲もうけに走る商人に鉄てつ槌ついを下す気はない。そんな事をしたら、領内の経済が破は綻たんしてしまう。賄わい賂ろは受け取らないが、大いに稼いでたっぷり税金も払ってもらう。でも、余りあくどい商人はきっちりと処しよ罰ばつするけどね……領民の人気も上がると思うし。

『なら真ん中にいる人達はどうや？　あの人達は、お前と直接会う事はないで』

　真ん中にいるのは労働者や主婦の方々。俺が一番気に掛けなければいけない庶民の人達だ。

『情けない話だけど、あの人達から感じるのは怯えと不満さ。怯えは、領主の一族の不興をかえば不敬罪で罰されかねないからだろうな。不満は簡単だ。アコーギ家が課している税金が高いからだろ』

　俺も給料明細に書かれた税金を見て、どれだけ怒りを覚えた事か……きっと、日本の政治家は独身のサラリーマンの事が嫌いなんだろう。

『視線でそれだけ読むんかい……それなら、後ろや端にいる人達はどうや？』

　後ろや端にいるのは、無理矢理連れて来られたであろう奴ど隷れいやスラム街の人達。言い方は悪いが下層の人達。

『言わなくても分かるだろ？　怨うらみ、妬ねたみ、怒り……あの人達は社会アコーギ家の被害者だからな』

　アラン辺りは嫌うだろうけど、あの人達は貴重な労働力である。庶民が嫌がる仕事も請け負ってくれるだろう。

『気に入った!!　儂はお前の味方になったる。それで優しい領主様は税金を安くするのか？』

　つまり、今まではテスト期間だったと。

『今の税率が馬鹿みたいに高かったら改定するさ。でも、税は国を運営するのに必要不可欠だ。アコーギ領に住んでいる限り、きっちりと払ってもらう』

　領民の人気も大切だけど、備えはもっと大事。俺に貴族を務め上げる自信がなくても、十数年後には魔王と勇者が攻めてくるんだし……頑張らねば。

　頑張りたいが、領民の視線が俺の心に突き刺さる……きっと貴族の心しん臓ぞうには毛が生えてるんだろう。そうでなきゃ、この視線に耐えられる訳がない。

　だから住民の視線は甘んじて受け入れる。何とか耐えていたら、いつの間にか馬車は町を抜けていた。

　明日はいよいよコーカツ領に着く。つまり、襲しゆう撃げきを受ける可能性が高い。ローレン・コーカツが救きゆう援えんを派は遣けんしてくれるから、命が危険に晒さらされる事はないと思う。

　だけど、恐怖で震えが止まらない。体がガタガタと震えてしまう。若い頃にケンカをした事はあるけど、命のやり取りなんて見た事すらない。俺が殺した事があるのは、釣った魚か虫くらいだ。

『なんや？　怖いのか？』

『ああ、怖いよ。もし、ローレンが救援を寄よ越こさなかったら、寄越しても間に合わなかったら……そんな事ばかり考えてしまうんだ』

　これがゲームとかなら救援は確実に現れる。でも、ここはキミテと似てはいるが、現実の世界。何があってもおかしくはない。

『そこは安心せい。最悪の場合は儂が助けたる。それとお前に頼まれていた件や……お前の睨にらんだ通り、森に潜ひそんどるのはアコーギ家の下級騎士達や』

　ミケの話では、親がアコーギ家の横暴に歯向かい処断された人達らしい。

『そいつらに家族はいるのか？』

　どう考えても、その人達はアコーギ家の被害者だ。救いたいし、救うついでに利用させてもらう。

『ほとんど処刑されたらしいで……それでも女房子供がおるから、アランの誘いにのったみたいやな』

　多分、アランは頼れる身内がいなくて困こん窮きゆうしている人を選んだんだろう。

『分かった。恐いものは恐い……でも、信じるしかないよな』

　うまくいけばアランに一泡吹かせられる。もしチビっても一歳児なら許されるだろう。
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　アコーギ領とコーカツ領の間にある森の中間地点で馬車が急に停まった。

「何があったんですか？」

　しかし、オデットさんの問い掛けに御者をしている若い騎士は応えない。どうやらタイミングを見て逃げ出したようだ。多分、アランから逃げるように言われていたんだと思う。




『来たで、実行犯が六人、見張りが四人や』

　きっと、見張りは実行犯の下級騎士達の監視役も兼ねているんだろう。

（いよいよか……）

　頭では大丈夫だと分かっているが、恐怖で震えが止まらなくなる。

「我らはアコーギ家の将来を憂うれう者。民は困窮しているのに贅ぜい沢たく三ざん昧まいを繰くり返かえすカトリーヌ・アコーギとジョージ・アコーギを誅ちゆうしてくれる」

　若い男性の声が森に響く……いや、一歳児は贅沢のしようがないんだけど。

「どうやら、ローレン様からの伝言が当たったようですね。カトリーヌ様、ジョージ様と一緒に馬車の中にいて下さい……皆様、行きますわよ」

　オデットさんはカトリーヌ母さんに優しく微笑ほほえみ掛けるとメイド仲間と馬車から出て行こうとした。

（止めなきゃ……相手は賊じゃなく訓練された騎士。メイドのオデットさんが敵う相手じゃない）

「行っちゃ駄ら目めー」

　出て行くオデットさんにすがり付く。少しでも時間を稼かせげば、コーカツ領の兵士が来るはず。

「ジョージ様、ありがとうございます。少し恐いかも知れませんが我が慢まんして下さいね……すぐに黙らせますから」

　オデットさんの口調が、冷れい酷こくなものに変わる。それでもすがり付こうとすると、誰かにギュッと抱き締められた。

「ジョージ、あまりオデットさんを困らせないの。大丈夫、何があっても貴方はママが守ってあげる」

　カトリーヌ母さんは守ってあげると言ったが、体はブルブルと震えている。

（まだ十七歳なんだもんな。恐くて当たり前だよな。なのに、俺を抱き締めて……この人は俺の母さんだ）

　もうカトリーヌ母さんとは呼ばない。

「マー、オデットしゃん大丈夫？」

「大丈夫よ。オデットさんは強いから……ほら」

　母さんはそう言うと俺に外の光景を見せた。オデットさん達は、どこからか取り出したらしく手にナイフを持っている。

「貴族の味方をするならお前達も容よう赦しやをしないぞ」

「あら、修しゆ羅ら場ばに馴なれてないからお喋りになるなんて、可愛い坊やね」

　オデットさんはニコリと笑ったかと思うと、手に持っていたナイフを投げつけた。しかし、襲撃犯の騎士は無傷……。

（マジかよ……あの遠くにいる見張り役に当てた）

　オデットさんのナイフは見張り役の男の首に深々と突き刺さっていた。同時に男の首から大量の血が溢れ出す……そして男は糸の切れた操り人形のように、力なく地面に倒れ込んだ。

「くっ、まだ人数では俺達が勝っている。死ぬ気になれば勝てる」

　見事なまでの負けフラグである。

「本当に可愛い坊や……自分達が囲まれているのにも気付かないなんて」

　クスクスと笑うオデットさん、あの人には絶対に逆らわないようにしよう。

　次の瞬間、見張り役の男達の首が宙に舞った。いつの間にか現れた兵士により斬り飛ばされたのだ。

（無理……もろに見ちまった）

　救援がきた安あん堵ど感かんからなのか、それとも人が殺された所を見たショックからなのか、俺は意識を手放した。




　気が付くと薄暗い森の中に立っていた。天を衝つくような巨木が立ち並ぶ全く見覚えがない森である。そして不思議な事に、体が元の大きさに戻っていた。

（今までのは夢だったのか？　随分と長い夢を見ていたんだな……いや、待てよ。夢ならなんで森にいるんだ？）

　俺が意識を失ったのは道端だ。気が付くのなら道端か病院である。百歩譲ゆずってお約束の知らない天てん井じようはあっても、知らない森にいるのはおかしい。

（うん？　何かが動いた……って、ビーンズモス!?）

　保護色になっていて分からなかったが、一匹のビーンズモスが巨木に留まっていた。そしてビーンズモスはゆっくりと羽ばたき始めると、俺に向かって翔とんできた。

　巨大な蛾に襲われたらどうするべきか。俺は勇者でも戦士でもない、ただのサラリーマンだ……必死こいて逃げてやる。

　でも走るのと翔ぶのとではスピードに差があるのは当たり前。ビーンズモスは俺に追い付くと、へばりついてきた。そして六本の足で俺をハグ。

（食べてごめんなさい、食べてごめんなさい……お願いだから離してー!!）

　しかし、ビーンズモスは俺の願いを無視して、さらに六本の足に力を込めてくる。息苦しさと気持ち悪さで意識が薄れ、視界が徐々に暗くなっていく。

（巨大蛾ビーンズモスにハグされながら死ぬなんて嫌すぎるっ!!）

　もがきまくっていると、突然視界が明るくなった。

「カトリーヌ様、ジョージ様をお離し下さい」

　……どうやら、夢を見ていたらしい。

「いやっ!!　ジョージは私が守るんですっ!!」

　息苦しさの原因は母さんのハグ。どうやら、気絶した俺を心配してずっと抱き締めてくれていたらしい。しかし、オデットさんが俺を引き離そうとしたから、母さんの母性が暴走して強力なハグになってしまったと……。

（俺ジヨージだけじゃなく、母さんカトリーヌもゲームとは違う人間に変わってきてるな）

　ゲームでのカトリーヌ・アコーギはジョージが何をしても叱しからず、際限なく甘やかす母親だった。それは子育てというよりペット感覚。誰かに責められるとジョージをあっさりと見捨てる。多分、赤ん坊のジョージと引き離されたせいで、母親としての自覚が生まれなかったんだろう。しかし、こちらのカトリーヌ母さんは俺からコミュニケーションをとっているうちに母性が目覚めたんだと思う。

「カトリーヌ、せっかく家に帰って来たんだ、お父さんにもジョージを抱かせてくれないか？　ジョージはお前の息子でもあるが、私の孫でもあるんだよ」

　中年男性が優しい声で母さんに話し掛けてきた。男性は興こう奮ふん状態の母さんを刺激しないようにゆっくりと優しく話し掛けている。ちなみに顔は母さんに、ギュッ、と抱き締められているせいで確認が出来ない。

「お父様!!　でも、ジョージの目がまだ覚めないの」

　俺を孫と呼び母さんがお父様と言うのは、ローレン・コーカツしかいない。ローレン・コーカツ、取って付けたような名ではあるが、彼は老ろう練れんで狡こう猾かつな性格である。その権力は王家と比べても勝るとも劣らず。アサシンギルド等の裏の勢力とも繋つながりがあり、不自然な死を迎える敵対者も少なくはないそうだ。

（さてと……どうするかな？）

　声を掛けようにも、抱き締められているから大きな声は出せない。

「マー、マー、マー。おはよー」

　母さんに呼び掛けながら、体をタップ、あくまで偶然目が覚めた子供を装よそおう。

「ジョージ!!　ママ、凄く心配したんだから」

　母さんの目から涙が止めどなく溢れてくる……罪悪感が半端ないっす。

「ごめんなちゃい」

　でも言わせてもらえればグロい物を見せたのは母さんなんだけど。

「カトリーヌ、色々と疲れているだろ？　お前の部屋は昔のままにしてあるから、少し休んできなさい。母さんもお前と話したがっている。何より、私が孫ジヨージと遊びたいんだよ」

　ヤバい……ここで俺は初めてローレンの顔を見た。あれは関わっちゃ駄だ目めな人だ。一見すると人の好さそうな中年男性であるが、目に深い洞どう窟くつのような底の見えない暗さがある。ローレンと目が合うと、心の奥底まで覗き込まれる感じがした。

「はい、分かりました。ジョージ、ママがいなくて寂しいでしょうけど、良い子にしてるのよ」

　母さんはそう言うと、俺をローレンに手渡す。これは泣いてすがって母さんに付いていこう。

「オデットの話だと、お前も大分無理をしていたようだね。実う家ちにいる時くらい、ゆっくり休むといい。オデット、カトリーヌを頼む」

　しかしローレンの言うとおり、母さんは久し振りに羽を伸ばしてゆっくり休めるんだ。

（これは邪魔をする訳にいかないな……って、痛ったー!!）

　内うち腿ももに鋭い痛みが走る。ローレンが俺のプニプニ太ももをつねりやがった。

（ここで泣いたら母さんが休めない……我慢だ、我慢。ちくしょー、幼児虐ぎやく待たいだぞ）

　痛みを堪こらえながら笑顔で母さん達を見送る。そして、母さんとオデットさんが部屋を出た瞬間、部屋の空気が一変した。胃が焼けつくようなピリピリとした緊張感、部屋の温度が絶対零度まで下がったような錯さつ覚かくに陥おちいる。




「さて、答えてもらおうか……お前は誰だ？」

　そう言って鋭い眼光で睨みつけてくるローレン。












　誰だと言われても、あんたの孫だとしか答えられないんだけど……それを、この空気で言う度胸なんて俺にはない。

『ミケ、フォローを頼む』

　いくら公爵でも、神使のミケを無む下げには出来ないはず。こんな時だ、猫の手でも貸してもらおう。

「ローレン、そいつは間違いなくお前の孫やで」

「それは分かっています。しかし、ジョージはとても一歳児には思えないのです」

　あれか、つねられたのを我慢したのがいけなかったのか？　そしてローレン程の人物が敬語を使うって事は、神使には一定の権力があるのだろう。

「なんでや？　どう見ても普通の一歳児やろ」

　頑張れ、ミケ。どう見ても形勢は不利だけど頑張ってくれ。俺は普通の一歳児じゃないし。




「最初、疑問に思ったのはカトリーヌの手紙を読んだ時でした。そこに書かれているジョージは、とても一歳児とは思えないものだったのです」

　ローレンの話によると、母さんからの手紙の内容はずっとアランの事しか書かれていなかったという。それは俺が生まれても変わらなかったという。しかし、ある時期から手紙は、ほとんどが俺に関する事に変わっていったらしい。

「まず普通の一歳児は、いくら成長が早くても単純な単語しか話しません。ましてや、相手の行動に合わせた言葉を話すなんてあり得ないのです。しかし、カトリーヌの手紙には〝ジョージが私に会えなくて寂しかったって言ってくれたんです〟……と書かれていたのですよ。最初はカトリーヌの親の欲目だと思っていましたが、念の為にオデットに様子を観察させました」

　良かれと思って取った行動が裏目に出てしまうとは……。

『おいっ!!　完璧にお前のミスやないか!?』

『仕方ないだろ。俺の周りに、一歳児なんていなかったんだし』

　親しん戚せきや同どう僚りようの子供と会っても、何歳でどんな言葉を話すかなんて気にも留めなかった。

「ジョージはホテルで従業員を庇かばい、襲撃者と戦おうとするオデットを止めたと聞きました。これは周りで何が起こったのかを把は握あくしていなければ不可能です。そしてさっきジョージは、自分で目覚めた事をカトリーヌにアピールしていました。ミケ様、ジョージには何が取り憑いているのですか？」

　極めつけは、つねられても泣かないどころか平然としてみせた事。それでローレンは俺に何かが取り憑いていると、疑ったらしい。

『ミケ、ネタばらしを頼む』

　下手に俺が喋ったら、ますますローレンの疑いを深めてしまう。




「ジョージは、前世の記憶を持っているのですか!?」

　ミケの話を聞いて驚くローレン……当たり前か。

「そや、それだけやない。こいつは、これから起こりうるであろう事も知っとる。そやろ？」

　無邪気な赤ん坊の仮面を外し、ローレンに頭を下げる。

「あくまで起こりうる事だけどな。俺が持っている知識とはズレが出ているから過信は出来ないよ。初めまして、お爺様。ジョージ・アコーギです」

　こうなれば自や棄けである。ヤバくなったら、ミケに頼み込んで生かしてもらえるように説得してもらおう。

「それで今後何が起きると言うんだ？　神使様は非常時にしか降臨されないんだぞ」

　ひじょうじに厳しい事が起こります……止めよう、親父ギャグをぶちこむ空気じゃない。

「数年後に魔王が現れます。勇者が現れ魔王を倒しますが、国土は荒れ多くの人が死にます」

　キミテのバッドエンドでは、人類が滅亡してしまう。グッドエンドでもジョージにとってはバッドエンドだけどね。

「それは本当か……それでお前は、その知識を使って勇者の代わりをするとでも言うのか？」

「まさか？　俺は自分を知っていますよ。俺は力を付けて母さんや大切な人を守れればそれで充分です」

　これだけは胸を張って、はっきりと言える。そして、その為なら勇者に媚びてもいいし、土ど下げ座ざもしてみせる。

「その知識を過信したせいで、ローレンに怪しまれてもうたがの」

　ミケがジト目で俺を見ている。物凄い気まずいです。

「確かに過信をし過ぎたな。カトリーヌは初産だから疑わなかったが、兄や姉がいたらどうしたんだ？」

　ヤバい子扱いされるのは、確実だ。そんな事をしたら命を狙われかねない……あっ。

「もしかして、今回の襲撃はルミアの妊娠だけが原因じゃないんですか？」

「マジックアイテムを持って生まれた優秀な子供だ。警けい戒かいされない訳はないだろ。ミケ様、ジョージ達の逗とう留りゆうを延ばさせます……孫ジヨージをうちで育てると言ったら、アコーギ家の連中が怪しむか。ここにいる間で、私がみっちりとジョージに教育を施しますので」

　ローレンはそう言うと、俺に優しく微笑んでくれた。俺も微笑んだつもりだったけど、ミケの話では顔が引きつっていたらしい。
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　まさか、一歳から英才教育を受ける羽は目めになるとは。まあ、ローレンに孫として認めてもらえたようだから良しとしよう。

　でも、一歳児にして胃に穴が空きそうです……爺さんの教育は現場至上主義でした。俺が今いる場所は、ローレンの執務室の一角に置かれたベビーベッド。ベビーベッドの周りには紙が散乱しており、一見すると孫まご呆ぼけした領主とお絵描きをして遊ぶ赤ん坊に見えるだろう……言っておく、ここはそんな、ほのぼのした所じゃない。




「公爵様、何なに卒とぞご慈悲を。去年の不作のせいで、村には食糧の備び蓄ちくがないのです。どうか、私達に援助をしてもらえませんか？　このままでは、村人が飢うえ死じにしてしまいます」

　人の好さそうな老人が涙を流しながらローレンに頭を下げている。この人はある村の村長で食糧の備蓄がなくなりかけていると訴えに来たのだ。

「駄目だ。まずは、売れる物を売って金を工面しろ。まさか、村人より家伝の宝石の方が、大切だなんて言うんじゃないだろうな？」

　涙ぐむ老人を見るローレンの目は冷たい。俺があの目で見られたら、チビると思う。

「しかし、あれは勇者様が我が家に授さずけてくれた宝物なんです」

「お前が不作と偽って、作物の取れ高を誤ご魔ま化かしていた事を知らないと思っているのか？　お前が賄賂を贈った相手も分かっているんだぞ。もうよい。村は直ちよつ轄かつ地ちにする。まさか、俺の機嫌が良いから見逃して貰えるとでも思ったのか」

　つまり、この老人はローレンに泳がされていたんだ。恐らく、賄賂を受け取った奴から、母さんと俺が滞在しているからローレンの機嫌が良いと聞いて嘆たん願がんに来たんだろう。

「直轄地？　それでは代々村長をしていた我が家の立場が……勇者様とも縁の深い名家なんですよ」

　激げつ昂こうする老人を一いち瞥べつもせず、ローレンは手元の球に手を添える。それと同時に大勢の兵士が執務室に雪な崩だれこんで来た。

「そいつはもう村長じゃない。ただの政治犯だ。だが、大切な証人だから、用事が済むまでは大切に扱え」

　うん、用事が済んだ後の事は考えないようにしよう。




　ローレンの執務室には、色んな人が訪れる。コーカツ家と誼よしみを結ぼうとする他領の貴族、贈り物と称して賄賂を届けに来る大商人。そしてさっきの老人のように嘆願を携たずさえてくる領民。繰り返される悲ひ喜き交々こもごも……ローレンの執務室は、正に人生の縮図である。

「チェック完了しました。この二枚に改かい竄ざんの跡が見られます」

　俺に数学の知識があると知ったローレンは、書類のチェックをさせるようになった。なんでもオリゾンは識字率が低く、数学に至っては一握りの人間しか学んでいないらしい。だから改竄と言っても、合計値を誤魔化すという単純な物。とりあえずデバッグ作業に比べたら楽な作業だ。

「さすがは私の孫だ……ところでジョージ、今のやり取りをどう思う？」

　他者との交渉が終わると、ローレンはこうして俺に質問を投げ掛けてくる。

「勇者の子孫を無下に扱ったらまずいんじゃないですか？」

　何百年も前の話だが、勇者の人気は未だに高い。俺も母さんから勇者の話を聞かせてもらっている。

「子孫？　あそこの娘が勇者に弄もてあそばれて慰い謝しや料りようとして宝石を貰っただけさ。勇者の子孫は名字にックが付くんだ。覚えておけ」

　良い子には聞かせちゃいけない話が出てきてしまった。どうやら、伝説の勇者はお盛んな人だったらしい。

「英雄色を好むですか……世界は変わっても男がスケベなのは変わらないと」

　スケベは助すけ兵べ衛えから来ているらしいから、異世界で通じるかは分からないが。

「もう一つ覚えておけ……大概の男は金・女・名誉のどれかに弱い。そこにつけ込む隙がある」

　うん、この爺さんは孫に何を教えてるんだろ。そしてその三つの欲を完璧に抑えられる男がいたら是非とも会ってみたい。

「肝に銘じておきます。次はどなたが来るんですか？」

　俺の問い掛けを聞いたローレンがニヤリと笑った。

「次は大物だぞ……ヴァレリイー・フレイック。火のフレイック家の当主だ。そこに資料があるから目を通しておけ」

　フレイック家は勇者から火の力を継いだ一族で、代々優れた魔法使いを輩はい出しゆつしている。火のヒロインの名前はヴァネッサ・フレイック、炎のように赤い髪かみと褐色の肌を持つ俺っ娘こ魔法使い。さっぱりした気性の女性で同性からの人気も高い。誰とでも仲良くなれる女性らしいが、ジョージの事は嫌う。

「俺に近付くな、ついでに喋るな。ジョージ菌ごと燃やして消毒するぞ」

　なんて台詞せりふもある……酷い嫌われようである。




　そしてろくに挨あい拶さつもせずに派手な中年男性が執務室に入って来た。ヴァネッサと同じ赤い髪と褐色の肌をしているから、この人がヴァレリイー・フレイックだと思う。

「公爵、フレイック家への援助を打ち切るとは正気か？　そんな事をしたらオリゾンの魔法研究は他国に遅れをとるのだぞ」

　資料によると、フレイック家は王族や貴族から援助を受けて魔法研究をしているとの事。その為か貴族の事を金かね蔓づるとしか見てないらしい。

「成果の期待出来る魔法研究への援助は惜しみません。ですが無意味な魔法研究や衣服や装飾品への援助をする気はないんですよ」

　勇者の子孫への配慮からか、爺ちゃんの態度は慇いん懃ぎんそのものだ。静かな笑みを浮かべており、激昂するヴァレリイーとは真逆である。

　無意味な研究と言われたのが癪しやくに障さわったのか、ヴァレリイーは研究の説明をし始めた。火炎魔法を派手に見せる研究、火の色を綺き麗れいな色にする研究、火を鳥や馬の形に変える研究……確かに無意味だ。

（貴族パトロン受けする魔法研究に主体が移ったのか……それでヴァネッサの魔法にも派手な物が多かったんだな）

　ヴァネッサの魔法は全体攻撃を出来る物が多く、エフェクトも派手なのが多い。

　ダンジョンで使って崩ほう落らくを招かないのかとか、密閉空間で使って酸欠にならないのかとか、森で使って森林火災を引き起こさないか、なんて突っ込んではいけない。それと樹木系のモンスターは生木だから燃えにくいのではという突っ込みも禁止だ。

「ふんっ!!　我が家を敵に回して後悔しても知らんぞ。お前の身内がピンチに陥っても絶対に助けないからな、覚えておけ!!」

　ヴァレリイーはそう吐き捨てると、執務室を後にした。

（そういや、ヴァネッサはお爺ちゃん子なんだよな……ジョージがヴァネッサに嫌われているのは、ヴァレリイーが関係しているんじゃないか？）

　コーカツ家に見限られたという話が広まると、他にも援助を取り止める貴族が出てくるだろう。坊主憎けりゃ袈け裟さまで憎い、爺さん憎けりゃ孫まで憎い。ヴァレリイーは幼いヴァネッサに爺さんや俺の悪口を吹き込んだんだろう。




「やれやれ、勇者の血を引いているだけで金が貰えると思っているのかね」

　ローレンの顔から笑みは消え、侮ぶ蔑べつの表情だけが浮かんでいた。

「お爺様は人に嫌われるのが怖くないんですか？」

　ローレンは平気で人に嫌われるような事をする。

「お爺様？　止よせよ。二人の時は、爺か爺ちゃんで充分だ。ジョージは人に嫌われるのが怖いのか？」

　俺は将来的に勇者の血を引くヒロイン達に嫌われる事を伝えた。

「だからどうした？　嫌いたい奴には嫌わせておけ……ジョージ、領主は民に好かれようとしたら駄目なんだ。民に媚びれば政治は崩れる。たとえ、全ての民に嫌われていても命いのち懸がけで領地を守るのが領主の役割だ」

「強いですね。俺は凡人だから、人に嫌われるのが怖いんです」

　ローレンみたく、領地の為に嫌われ者を演じられるだろうか？

「なにもわざと嫌われろとは言っていない。何人かでいい、お前の事を心から信頼してくれる仲間を作れ。ジョージ、俺はな、領主の仕事は、砂漠での傘かさ作りだと思っているんだ。砂漠では雨が降らないから傘は役にたたない。だけど、大雨が降る可能性はゼロじゃないんだ。領主は民に嫌われても色んな想定をして様々な傘を作っておくんだ。不作を想定して食糧を備蓄し、戦争を想定して軍備を整える。そして何かが起きた時に、領民に傘を渡すんだ……良い政治をすれば辛つらい時でも領民は付いてきてくれる」

　ローレンはそう言うと、俺の頭を優しく撫でてくれた。敢あえて嫌われ者を目指すか……うん、悪くない。ヒロインより領民の方が大切なんだし。
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　今日も母さんに伴われ、爺ちゃんの執務室に出勤。ちなみに俺が執務室にいる間、母さんは花嫁修業ならぬ母親修業をしているらしい。




「カトリーヌ、今日はジョージのマジックアイテムを置いていってくれないか？」

　実は昨日の内に爺ちゃんにマジックアイテムを調べたいと頼んでおいたのだ。普段はマジックアイテムは母さんが管理していて、一回しか触った事がない。ミケの話では、この時にレコルト語やレコルトに関する知識を覚えたとの事。ただし、触れていた時間が短かったから、まだ覚えきれていない知識があるらしい。

　そして母さんが部屋から出たのを見計らって、爺ちゃんはマジックアイテムを手渡してくれた。

「どっからどう見てもメモリースティックなんだよな……でも、どうやって使うんだ？」

　きちんとアダプターに入ってるから、どこかに接続するんだと思うけど……あいにく、俺にはＵＳＢ端子なんて付いていない。

「不思議な形のマジックアイテムだな。ジョージ、使い方は分かるのか？」

「これの元になった道具だと機械に繋げて使うんだよね。とりあえずミケに聞いてみるよ……って、どうやって呼べばいいんだ？」

　魔法陣を書いてエロイムエッサイムを唱えればいいんだろうか？　それとも神使ポストに手紙を送ればいいんだろうか？

「どあほ!!　そんな事をしたら儂やなくてゲゲゲな奥様から苦情の手紙が届くやろ……それで、なんの用や」

　ミケは何もない空間から現れると同時に突っ込みを入れてくれた。どうやらミケの召しよう喚かんに成功したようだ。

「ミケ、このマジックアイテムの使い方を教えてくれ」

　俺のマジックアイテムは支給品らしいから、ミケなら使い方を知っているはず。

「使い方はお前が一番分かっとるやろ。これをお前の頭に繋げればええんや。触れるだけやと接続が不安定やからの」

　ミケはメモリースティックを手に持つとニヤリと笑った。そしてジリジリと俺に近づいてくる。

「ちょっと待て。頭にメモリースティックなんて刺したら出血だけじゃ済まないぞ」

　両手でバツを作り頭を左右に振って、全力で拒否の態度を示す。

「ごちゃごちゃうるさいわ。これはメモリーなんちゃらやなくマジックアイテムや。問題はあらへん」

　抵抗を試こころみるが、一歳児の身体能力で敵う訳がない。メモリースティックが俺の頭に突き刺さる。痛みなし、出血もなし……そして目の前に浮かんできたのは、見慣れた画面ウインドウ。芸の細かい事にフォルダまである。

「レコルト言語翻ほん訳やく機能に鑑かん定てい機能……それに人物とレコルト基礎知識？　なんだこりゃ？」

　翻訳機能や鑑定は分かるけど、人物ってフォルダは何の役に立つんだ？

「それがそのマジックアイテムの機能や。鑑定機能はそのまんまお前が見た物を鑑定する事が出来るんやで。人物はお前が会った事がある人間を記録していく事が出来るんや」

　貴族は人と会う機会が多いから、便利と言えば便利だけど、もう少しチートな能力が欲しい。

「鑑定……自分も鑑定出来るのか？」

　きっと俺ジヨージには隠された能力があるんだ。無限魔力に無限再生……スキル奪取も悪くない。

「ええ所に目を付けたの……ちゃんと出来るで。鏡に自分を写して鑑定と念じればええんやで」

　幸さいわいに爺ちゃんの執務室は大きな鏡が置いてある。何でも背後を警けい戒かいする為に設置したらしい。

（鑑定か……おい!!）

　鑑定結果　名前：ジョージ・アコーギ　種族：猿人　性別：男　身分：貴族（アコーギ伯爵家長男）　年齢：一歳　能力：レコルト言語翻訳・レコルト基礎知識・鑑定・人物記録・異世界にほんの知識・プログラミング能力・普通免許（オートマ限定）・エアリーディング能力

　ゲームだと確実に選ばれないステータスだ。ちなみに猿人は旧人類の事ではなく、猿を祖先に持つ人類って意味らしい。

（ショボすぎる……でも、エアリーディング能力には期待出来るぞ。きっと大気の流れを見て、相手の動きを察知出来るんだ）

　早速、エアリーディング能力を鑑定してみる。

　鑑定結果　エアリーディング能力：場の空気を読みとる力。異世界の日本人は、言葉を聞かなくても空気を読んでトラブルを未然に防ぐという。

　……大気じゃなく場の空気かよ!!　確かにリーマンには必須能力だけどね。まあ、外国の人は、日本人の空気を読む能力に驚くらしいから異世界でも珍しい能力になるのかも知れない。

「普通だな……哀かなしくなるくらいに普通だな」

　鑑定と人物記録以外は転生前とほとんど変わらない……オートマ限定なんて、レコルトで役に立たないだろ。

「当たり前やないか。能力は自分で努力して伸ばすもんやで。まっ、お前の努力次第ってこっちゃな」

　とりあえず家に帰ったら好き嫌いをしないで、丈夫な体作りから始めよう。それと風邪を引いた時の為に、葛かつ根こん湯とう作りたい……虫料理は特別枠で食べなくてもいいマイルールを作っておこう。

「頑張るしかないか……そういや爺ちゃん、俺と母さんを襲った犯人はどうなったの？」

「神使様に言われたから、牢屋に繋いでいるぞ。どうかしたのか？」

　そうか、まだ生きているのなら安心だ。彼らにはまだ使い道がある。

「あの人達を解放して、爺ちゃんのとこで召し抱えてもらう事は出来るかな？　それと、あの人達の家族をアコーギ領から呼び寄せて欲しいんだ」

「娘カトリーヌや孫おまえを襲った奴を許せと言うのか？」

　爺ちゃんの目付きが厳しくなる。自分の娘や孫を殺そうとした人達だから当たり前なんだけどね。

「ここであの人達を死刑にしたら、俺や母さんが襲撃犯の家族に逆恨みされるでしょ……それに殺したら、使い道がなくなる」

　別にアランに命令されただけだから許したいとか、人の命を奪うばいたくないとかではない。これから領地を治めるのなら死刑を宣告しなきゃいけない時もあるだろうし、戦いになれば他人の命を奪わなきゃいけなくなる。

「ほう？　あいつらを何に使うと言うんだ？」

「罪を許す条件として、家族に事の顚てん末まつを叫ばせるんだ。どうやっても、アラン達は襲撃を認めないと思う……それなら事実を広める事でアラン達を牽けん制せいしたいんだよ」

　爺ちゃんと領民に襲撃の事実が知れたとなれば、アラン達も派手には動けなくなるだろう。

「周囲に疑惑を持たせる事で、動きを封じるのか。面白いな、分かった……ジョージ、代わりに爺ちゃんの頼みも聞いて貰えるか？」

「何なりと……こっちの世界で俺が頼れるのは爺ちゃんだけだし」

　それにローレン・コーカツに味方になってもらえるメリットは計り知れない。

「まずは向こうに帰ったら、普通の子供を演じてくれ。有力な貴族の子弟が殺される事は少なくない。マジックアイテムと神使を所有している上に、豊富な知識を持っているとなったら、アランの妬心やプライドを刺激するには充分だ」

　確かに爺ちゃんの言う通りだ。もし、ルミアが妹じゃなく弟を産んだらアランは俺が目障りになるだろう。でも、俺の能力が低いと判断したら、どこかを治めさせて失敗するのを待つだろう。後は難なん癖くせを付けて継承権を剝はく奪だつすると……。

「分かったよ。どっちにしろアランとはほとんど会っていないし」

　俺の答えに満足したらしく、爺ちゃんは優しい笑顔で頷うなずいてくれた。そうしてもう一つの願いを口にした。

「それとこれはカトリーヌの父親としての頼みだ……女としての幸せを味わえぬならせめて母としての幸せを味わわせてやってくれ。貴族の結婚は、幸せになれるかどうかより、領地の損得が優先される……俺はカトリーヌの気持ちに付け込んで、不幸な結婚を企てた碌ろくでなしの父親さ」

　爺ちゃんは母さんがアランに想いを寄せているのを知っていたんだろう。そしてアランが母さんを好きにならない事も……コーカツ家とアコーギ家は領地が隣となり合っているから、婚こん儀ぎを結ぶメリットは大きい。領主としては正しい判断でも、父親としては辛い決断だったと思う。

「頑張って母さんが自慢出来る息子になるよ。その為にも爺ちゃんにお願いがあるんだ……ある程度の年になったら、俺に教師を付けて欲しいんだ。政治を教えてくれる人とアサシンの先生を派遣して欲しい」

　爺ちゃんの配下に有能な文官は沢山いるだろうし、暗殺者ギルドと繋がりがある爺ちゃんなら有能なアサシンも知っているはず。

「政治の先生は分かるが、何故アサシンなんだ？　暗殺者になるつもりか？」

「暗殺を防ぐ為だよ。蛇じやの道は蛇、暗殺を防ぐにはアサシンの技を覚えるのが一番だと思うんだ」

　何しろ、アコーギ家に帰れば俺は四し面めん楚そ歌か状態になる。それに敵はアランだけじゃない、他領の貴族からの暗殺も警戒しなきゃいけないんだ。徳とく川がわ家いえ康やすは医者を警戒し、自ら医学を学んだという。俺は暗殺術を身に付けて、自分の身を守ろうと思う。




　滞在は三週間延期され、俺はその間みっちりと政治家の心構えを仕込まれた。

「カトリーヌ、いつでも帰っておいで……もちろん、ジョージも一緒にな……可愛い娘と孫にもしもの事があってはならぬ。お前達、護衛を頼むぞ」

　行きは護衛が一人しかいなかったけど、帰りは五十人近い騎士団が付いてきてくれるとの事。爺ちゃんいわくアラン達への警告も兼ねているそうだ。アランじゃなく爺ちゃんについて大正解だったと思う。
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　城うちの玄関に不審人物が立っていた。真っ赤なドレスを着た五十代後半のおばさん。体中に宝飾品を着け、顔には厚あつ塗ぬりの化け粧しよう。そして背後には挙動不審な城主アランと大勢の家臣を従えている。

「カトリーヌ、ジョージ、無事で良かったですわ。貴女あなた達が襲われたと聞いて私は心配で心配で夜も碌に眠れなかったんですよ」

　作り笑顔を浮かべる中年女性を鑑定。

　鑑定結果　名前：アデリーヌ・アコーギ　種族：猿人　性別：女　身分：貴族（アコーギ伯爵家大母たいぼ）　年齢：五十五歳　能力：宝石コレクター・若作り・悪巧み

（あれがアデリーヌか……顔と首の落差が虚むなしいな）

　顔は化粧の厚塗りで誤魔化しているから皺しわやシミは目立っていないが、首はまるで枯れ木のようだ。気まずさから首から顔に視線を逸そらす……しかし、顔を直視するのがきつくて空に目を逸らして事なきを得た。

「お義か母あ様、わざわざお出迎え申し訳ありません。ジョージ、あのお方が貴方のお婆様よ」

　アデリーヌは母さんの挨拶を聞いた途端、顔をしかめる。そして敵意丸出しの視線を俺達にぶつけてきた。あからさまな敵意に、ここまで護衛をしてきてくれたコーカツ家の家臣達に不穏な空気が流れ始める。

「バアバ？　バアバ、バアバ!!」

　とりあえずバアバと呼びながらアデリーヌに満面の笑みを見せる。俺は敵意に敵意で返す程、餓鬼じゃない。

「まあ、ジョージは賢いのね。さすがはアランの息子ね」

　アデリーヌは俺の反応を見て、笑みを浮かべた。アランの息子だから賢いのではなく、中身がおっさんだから当たり前なんだけどね。

「パパ？　パパ……パパ？」

　わざとアランの顔を見てから辺りを探す。俺は生まれてからアランと数回しか顔を合わせていないから、すぐに分からなくても仕方がないだろう。そしてコーカツ家の家臣達から失笑が漏もれる。

「ジョージ様、アデリーヌ様の後ろに控えておられるのがお父上のアラン様でございますよ。しかし、不思議でございますね……我ら家臣の名前を一回で覚えられたジョージ様がお父上の顔を忘れられるとは」

　口を開いたのはギリル・ジード、コーカツ家に仕えている遣やり手ての文官だ。

「ギリル、ありがちょ」

　ショボいと侮あなどっていた人物記録能力だったけど、これが半端じゃなく便利だった。一度会って記録しておけば、すぐに名前を思い出せるのだ。そして鑑定と併用すれば、その人の詳細なデータも記録されるのだ。転生前にこの能力があれば、名刺に相手の特徴を書かなくてもよかったのに。

「お、俺は仕事がい、忙しくてジョージに会えなかったからな……」

　嚙かみまくりのアランをコーカツ家の家臣達が冷たい目で見ている。いや、コーカツ家の家臣だけじゃなく、アコーギ家の家臣達も醒さめた目でアランを見ていた。何しろ、アランは仕事を放っぽってルミアの側にいたらしい。

「それなら安心しました。我が主あるじローレンはジョージ様も殊ことの外ほか可愛がっておられまして……もし、ジョージ様とカトリーヌ様に何かあれば我らコーカツ家の家臣は剣が折れ矢が尽きても戦い抜くでしょう。ジョージ様はコーカツ家の血を引くお方、くれぐれもよろしくお願い致します」

　アランはギリルの脅おどしに顔を青くしながら頷いてみせた。立場はアランの方が上でも、役者はギリルの方が上なんだろう。

（しかし、まずいな……ギリルが無礼を働いたのにアコーギ家の人間が誰も怒らない）

　コーカツ家にビビっているのか、それともアコーギ家を見離しているのか……。

「みんな、たじゃいま」

　怪しまれるのを覚悟で挨拶をする。俺ジヨージのバックにはコーカツ家がいるから、アコーギ家は安あん泰たいだと思わせなければヤバいのだ。とりあえず五歳になれば、爺ちゃんが先生を派遣してくれる……それまでは大人しく過ごそう。













　コーカツ家の睨にらみが利いたらしく無事に五歳を迎える事が出来た。アラン達が動かない理由は、ルミアが産んだのが女の子だった事もあるだろう。つまり、現時点では俺がアコーギ家の跡継ぎなのだ。

　妹の名前はアミ・アコーギ、自分と母親の名前から一文字を与える辺りにアランの溺でき愛あいっぷりがみてとれる。アミは文字通り箱入り娘でルミア親子に与えられたフロアから出た事がないらしい……お日様に当たらないと、かえって健康に悪いんだけどな。何回か会ったけど、俺とは違い、顔が整っていた……コーカツ家のＤＮＡは強力らしい。

　そして俺は目立たないように平凡な幼児を装よそおいながら、周囲の人達との信頼関係を築いている。蔑ないがしろ状態の嫡ちやく男なんなんて、臣下からも愛あい想そを尽かされそうなものだが、爺じいちゃんがバックにいてくれるから、寧むしろ父親アランに愛されない可か哀わい想そうなジョージ様になっている。何より、城に勤めてくれている人達のデータをインプットした事により、円えん滑かつなコミュニケーションを図れたのが大きいと思う。

「ジョージ様、ローレン様から手紙が届いております」

　ジョージおれ専属のメイドさんが手紙を届けてくれた。近々結婚退職するらしく、ご機き嫌げんである。なんでも俺の専属のメイドになると良縁に恵まれるらしく、ジョージメイド隊は、代替わりが激しい……ずっと仕えてくれたメイドさんとラブラブになるのにも、主人公補正が必要なんだろうか？

「ありがとう……遂ついに来てもらえるのか」

　爺ちゃんの手紙には文官を派は遣けんしてもらえる事が書かれていた。かなり多才な人らしく、政治の他に礼儀作法も教えてくれるらしい。

　名前はサンダ・チュウロー、年は二十五歳。農のう耕こう神しんラヴーレに仕える神官との事。何より信頼が出来る人で、俺の事情てんせいを知った上で、教えに来てくれるらしい……これで大っぴらに質問が出来る。

　それから数日後、サンダ先生が城に着いたとの連絡が入った。師に当たる人物なので、出迎えに行く。




（マジか……魔物じゃないよな？）

　そこにいたのは身長二メートル近いオーク。深緑色のローブを着た細マッチョのオークだった。

「ジョージ様、初めまして。サンダ・チュウローでございます。詳しい話はローレン様から伺うかがっておりますので、本日からよろしくお願い致します」

　俺を見つけて深々と頭を下げてくれるサンダ……先生。温かな声に優しい笑顔、どれも俺のイメージしているオークとかけ離れ過ぎている。

（えーと、レコルト基礎知識にアクセスしてオークを調べないと……）

　オーク：別名豚人、または猪人。オークは清せい潔けつを好む人種として知られている。環境的にも清潔な状態を好むが、精神的にも高潔である事を尊しとする。その為、文官や役人として登用されるオークは少なくない。また、体脂肪率が低く、戦士としても有能である。融ゆう通ずうが利きかない面もあり、猿人の為政者の中にはオークを重用しない者もいる。

　そういや、豚って清潔好きで体脂肪が低い生き物なんだよな。

「初めまして、サンダ先生。これからよろしくお願いします」

　サンダさんは俺の師になる人だ。きちんと頭を下げて敬意を表する。

「はい、お願いします。ジョージ様は優秀な生徒のようでサンダは楽しみでございます」

　サンダ先生がそう言って笑った瞬間、何か不ふ思し議ぎな縁のようなものを感じた。
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　サンダ先生と知り合ってから、俺の中のオーク観は木こっ端ぱ微み塵じんに砕けた。

　まず、サンダ先生はとっても清潔好きである。水浴びや入浴を好み、いつ見ても服に染み一つない。

　そしてサンダ先生は真ま面じ目めである。酒も飲まないし、煙草たばこも吸わない。ギャンブルや女遊びを蛇だ蝎かつの如ごとく嫌う。オークは完全な一夫一婦制らしく、ハーレムを持ちたがる猿人を蔑さげすんでいるらしい。

　何より、サンダ先生は博識で物を教えるのが上手だ。

「サンダ先生、魔物を倒すと魔石が手に入るって本当なんですか？」

「本当ですよ。魔物は魔石にマナを溜め込み強大な力を行使するんです。マナに属性があるように、魔物にも属性があります。ですから、火炎属性の魔物を倒すと、火炎属性の魔石が残ります」

　ゲームと一緒だ……魔石を落とす設定は魔物が金を持っている矛む盾じゆんの解決策だと思っていたのに。ちなみに魔石は魔物と共に育つらしく、強い魔物は強い魔石を持っているとの事。

「魔石は何に使われているんですか？」

「色んな事に使われていますよ。火炎属性の魔石は火をつけたり物を温めるのに使われますし、水の魔石は水を溜め込んでおけるんですよ。ジョージ様が元いた世界は違うんですか？」

　それで魔石を買い取るシステムが出来ていたのか。

「俺が元いた世界には魔法がないんですよ。だから火をつけるにも木を擦こすり合あわせたり、石を打ち合わせていた時代があるそうです。でも、俺の住んでいた頃には、自動で火をつけられるようになっていましたけど」

　残念ながらライターどころかマッチですら、再現する自信がない。

「便利なのか不便なのか分からない世界ですね。他に質問はありませんか？」

「魔物と動物の違いはなんですか？」

　ゲームによっては人を襲おそうのが魔物と言われたりするが、野生動物でも人を襲う種類がいる。

「単純に魔石を持っているかどうかで区別しています。最近の考えでは、体の中にマナを溜め込んだ動物が魔物に進化したという学説もあるんですよ」

「猿人やオークも魔法を使いますが、体に魔石が生じたケースはあるんですか？」

　ちなみにサンダ先生は地属性の魔法を得意とするらしい。

「人類は自分の精神力を魔力に変換して魔法を使うんです。魔物は自分の魔石に干かん渉しようして魔法を使うので、精神力が低くても魔法を使えると言われています」

　それでどう見ても呪文を唱えられないような魔物も魔法を使えたんだ。でも、魔石と俺の持っている知識を組み合わせれば便利な道具を作れるかも知れない。

「オリゾンにはどんな人種がいて、どんな扱いをされているんですか？　俺のいた世界には猿人しかいないんですよ」

「まずはジョージ様と同じ猿人種、猿人はオリゾン王家も猿人でございますし、大多数の貴族も猿人なんですよ。その為、国の重要なポストは猿人が独占しております。ジョージ様は政治に携たずさわる方なので猿人種との付き合いが増えるでしょう。猿人種以外の人種を亜人と言う猿人の方もいますが、差別的な言葉ですので気を付けて下さいね。猿人以外で領主を務めているのはエルフとドワーフだけでございます。この他の狼人・獅し子し人・兎人・栗り鼠す人・狸人・オークは獣人と呼ばれる事もありますが、獣人の名称を嫌う人もいるので気を付けて下さいね」

　政治以外の分野では、様々な人種が台頭してきており、発言力をつけてきているそうだ。特に狸人は商業で活かつ躍やくしているらしい。
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　サンダ先生が博識な理由が分かった。

「先生はオリゾン大学卒業なんですか？」

　オリゾン大学は国立大学で、日本で言う東大や京大に当たる。オリゾンや周辺国の王侯貴族の間では、オリゾン大の卒業者を召し抱える事がステイタスになっているそうだ。当然、狭き門となり一浪二浪は当たり前。しかし、サンダ先生はストレートでオリゾン大学に入学したらしい。

「オリゾン大は年に約千人が卒業するんですよ。そんなに驚おどろく事じゃありませんよ。むしろ、異世界の記憶がある事の方が凄すごいと思いますよ」

　うん、卒業者の余裕って奴なんだろうか？　そういや、日本にいた時に東大や京大卒の人に会った事がない。知人から親戚に東大卒の人がいますって聞くのが精々で、姿は見た事がない。ああいう人達は、凡才の庶民からしたら都市伝説と変わらないと思う。

「記憶はありますけど、有用に使えるかは分かりません。理論は分かっていても、実用性がなければ絵に描いた餅もちにしかなりませんよ。俺は手に技術を持っていませんし」

　パソコンが存在しないレコルトで、プログラムを組める事に優位性はないと思う。

「ジョージ様に技術は必要ありません。貴方あなたは君主となるお方です。何かを為したいと思ったら、それを為せる者を見つければいいんですよ。ただ富や名めい誉よを独占する事は避さけて下さいね。むしろ、領地や民を富ませる事に尽力して下さい。民が大切なのは日々の生活、それを守るのがジョージ様のお仕事です」

　なんでしょう、このハイスペックオークは……素晴らしい先生を紹介してくれた爺ちゃんに感謝しなくては。

「そうだ、先生に質問があるんですけど……勇者ブレイブ・アイデックは最後どうなったんですか？」

　色んな人から話を聞いたが、魔王シャグランを倒した後のブレイブ・アイデックがどうなったかが曖あい昧まいなのだ。そして、キミテでもブレイブ・アイデックの結末には触れられていない。俺の知識はゲームに由来する。つまり、ゲームで語られていない事を知る術すべはない。

「ブレイブ・アイデックの最後に関しては様々な説がありますから断言は出来ません。分かっているのは、アイデック姓を継ぐ者はレコルトに存在しないという事です」

　キミテの主人公の姓は自由入力になっている。好きな名字を入れると、語尾にックがつくのだ。ネタでジュウロクモンキやカイシャガブラと付けるプレイヤーさんもいたらしい。

「勇者の子孫はいるのに、アイデック姓を継ぐ人はいないんですか？」

「勇者の子孫を名乗っている人は自称も含めるとかなりの人数になるんですが、アイデック姓を名乗る人は一人もいないんですよ」

　ゲームでは勇者の子孫は主人公とヒロインしか出てこないが、六家の傍ぼう流りゆうや自称を含めるとかなりの人が勇者の子孫と名乗っているとの事。そして勇者が滞在した伝説が残っている町には一軒は勇者の子孫を自称する家があるらしい。まるで平家の落人伝説である。レコルトにはＤＮＡ鑑かん定ていもないだろうから、名乗った者勝ちなんだろうか。

　そんな中でも六家の名声は別格らしく、勇者の名声だけで何百年間も食えてきたらしい。

「六家の現状はどんな感じになっているんですか？」

「最近は明暗が分かれていますね。やはり先祖の名声だけでは限界があります。まず、光のライテック家。ライテック家の祖先は魔法騎士サリアです。ライテック家は代々、王家に仕え有能な魔法騎士を数多く輩はい出しゆつしてきましたが、色々あって今は日々の生活に事を欠く有り様だそうです」

　まあ、だから娘マリーナを差し出して家うちから援えん助じよを受けたんだろうけど。

「何があったんですか？　光の魔法騎士サリアは物語でも多くの活躍が描かれていますよ。誇ほこり高たかく悪に屈しない正義感の持ち主で人気も高いと聞いています」

「だからですよ。勇者の子孫というプライドと中途半端な正義感を拗こじらせたんです。イジワール公こう爵しやく家の不正を告発しようとして、逆に閑職に追い込まれたんですよ。それに不正といっても、国を守る為に敢あえてやった事でしたので王族も手助けをしないんです」

　何でもイジワール公爵家は麦の価格が暴ぼう騰とうしかけたのを裏で手を回したり、不正を働いて防いだとの事。多分、爺ちゃんも何か嚙かんでいると思う。そういえばアコーギ・コーカツ・イジワール、このネタみたいな名前を輸出版でどうするか問題になっていたよな。でも、これでジョージがマリーナに嫌われている理由が分かった。

「逆にライテック家だから飼い殺しで済んだんですね」

「ええ、普通の騎士なら追放ですね。さて次は義ぎ賊ぞくのミリーを祖先に持つ闇やみのナイテック家です。ナイテック家は子し爵しやく家になりましたが、色々と良くない噂うわさがたっていますね。先祖は権力者に立ち向かう義賊一家だったそうですが、今は民を苦しめる圧政を敷いているそうです」

　そりゃ実の兄を暗殺するような家だもんな。圧政くらい平気でするか。

「艱かん難なん共にすべく、富貴共にすべからず、ですね。富に恵まれたら義賊一家も堕おちると」

　ちなみにゲームにはナイトキャットという義賊が登場する。正体が某メイドユリアなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんなんだけど、誰も突っ込まないのが不思議だ。

「面白い言葉ですね。ジョージ様の世界の格言ですか？」

「シンサク・タカスギという人が残した言葉です」

　ユリアは貴族や金持ちを忌いみ嫌きらい、義賊ナイトキャットとして盗ぬすみを働く。マリーナは爺ちゃんやアランの関係でジョージを嫌ったが、ユリアは俺が貴族だから嫌うと。

「水のウォーテック家の祖先はエルフの神官アリエス。ウォーテック家は水の神ハイードロに仕え、数多くの神官長を輩出しています。ただハイードロ教は〝雨が万物に等しく降り注ぐように、富も分かち合うべきだ〟という教えを説いており、貴族やお金持ちに献けん金きんを強要しているんですよ。そのお金で自分達の礼服を買ったりするので、ある程度の収入がある人達からは煙たがられています」

　水属性のヒロインはアニエス・ウォーテック。水色の髪かみが人目を惹ひくエルフの神官。爺ちゃんだけでなく、アランも献金を嫌いそうだから、ハイードロ教から嫌われているだろう。俺も無意味な施ほどこしは自己満足にしか思えない。自立の手助けをするシステムを考えておこう。そしてその結果、俺はアニエスに嫌われるだろう。

「数年前、火のフレイック家の当主が、祖父の家で一ひと悶もん着ちやくを起こしましたけど、その後どうなりましたか？」

「生活を維い持じする為に、勇者の遺品を何点か売ったと聞いています。確か、ギリアム家の者が買ったと聞きました」

　ギリアム家はオリゾン屈くつ指しの商家だ。そしてギリアム家の三男はジョージパーティーの一人。

「確か、勇者の時代にワの国からやって来た狸人の一族ですよね」

　何でも、狸人は外来生物ばりにオリゾンに根付いたらしい。

「ええ、風のカゼック家と同じくワの国から来たんですよ。カゼック家はワの国に戻りましたので、詳しい話は聞こえてきませんね」

　風の属性のヒロインは風継カゼツグ凜リン。サムライソードを振るう大和やまと撫なでし子こだ。同じ勇者の血筋を引く主人公に忠誠を誓ちかい、卑ひ怯きような振る舞いの多いジョージを毛嫌いしていた。凜はレコルトが素晴らしい国になっていると信じていたが、ジョージが民を虐しいたげているのを見て失望してしまう……このジョージは、民衆と仲良くするからスルーして下さい。

「ギリアム家は勇者の遺品を、どこに売るんでしょうかね？」

「ナイテック家とイジワール家が興味を示しているそうですね。最後は土のアーシック家。祖先はドワーフの戦士ユン、ユンは鍛か冶じも得意としていましたが、アーシック家は領地の鉱石を取り尽くしてしまい、他領から買い取っているそうです」

　その最大の輸出元は、我がアコーギ家。でも、最近はギリアム家の方が高く買い取ってくれるから、アーシック家との取り引きは少なくなったそうだ。

　土の属性のヒロインはベル・アーシック。ベルはお約束のロリドワーフだ。

　……ジョージがヒロインに嫌われる訳が分かった気がする。

「うちは恨うらまれてますね。これは早くアサシンの先生を紹介してもらわないと」

「その人ならもう少しで来ますよ。名前はボルフ・ルードウ。狼人のアサシンですよ」

　ゲームと同じように、時代が動いていくのなら備えられるだけ備えておこう。ヒロインに嫌われるのは仕方ない。でも勇者とは仲良くなれるように、頑がん張ばろう。
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　背中が冷や汗でぐっしょりと濡ぬれ、胃がシクシクと痛み始めた……悲しい事にお子様サイズとなった息子が、更に縮ちぢみ上あがる。

　爺ちゃんにお願いしていたアサシンの先生が、俺の部屋を訪ねて来たんだけど……現役を引退した腕利きアサシンが来ると思っていたのに。

（マジか……現役のアサシンが来やがっ……来てくれた）

　心を読まれるとは思わないが、素早く訂正しておく……それくらい、ガチで怖いのだ。

「貴方がジョージ様ですか。俺の名前はボルフ・ルードウ。狼人のアサシンでございます。ローレン様のお申し付けで参りました」

　ボルフと名乗った男性は営業職ばりの作り笑顔を浮かべながら、丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてくれた。言こと葉ば遣づかいこそ丁寧であるが、そこには何の感情も込もっていない。

　ボルフさんは余分な脂肪を刮こそぎ落おとした細マッチョな体型で、年齢は二十代半ばくらいだと思う。日本で人気の某ダンスチームにいそうな強こわ面もてでありながら整った顔立ちをしている。

　とりあえずレコルト基礎知識に素知らぬ顔をしながらアクセス。

　狼人：狼から進化したと言われている人種。嗅覚が鋭く、優れた身体能力を持つ。猿人との混血化により顔立ちは猿人とさほど変わりがない。尻尾しつぽに感情が出やすい為、身内以外には見せる事を嫌う。

　小集団で生活をしており家族愛は深い。また、狼人の男性は少年期に家族から独り立ちする。安定した職に就つき、伴はん侶りよを得る事で一人前とみなされる。その為、狼人社会に於いて一匹狼は、いつまでも家族を持てない未熟者という侮ぶ蔑べつの意味合いを持つ。総じて安定思考である。

　便利に思えたレコルト基礎知識だけど、容量の都つ合ごう上じようなのか調べられない事もあったりする……レコルト上級知識はどこで手に入るんだろうか？

「ジョージ・アコーギです。ボルフ先生、今日からご指導をお願い致します。俺が教えを乞う立場なので、二人でいる時は敬語を止やめてもらえると助かります」

　あんな怖い人に敬語を使われたら逆に怖いから止めて欲しい。でも立場上、公の場では、ボルフ先生に上から目線で接する必要がある……俺の胃は大丈夫だろうか。

「ローレン様の言っていた事は本当みてえだな。ジョージ、なんでアサシンの技術を習いてえんだ？」

　ボルフさんの話し方が砕けたものに変わる……魂たましいに刻み込まれた記憶トラウマのせいか、パンを買いに行きたくなってしまう。

「そりゃ、死にたくないからですよ。暗殺を防ぐには暗殺に詳しくなるのが一番ですし」

　毒殺は鑑定で防げるけど、罠わなや誘ゆう拐かいを防ぐ自信なんて全くない。

「部屋の前に護ご衛えいの騎士がいるじゃねえか。あいつらを信用してねえのか？」

　確かに俺には護衛の騎士が付けられているし、彼らとの関係も良好だ。ジョージメイド隊との出会いを熱望して、自ら志願してくる人も少なくないらしい。

「あの人達の上司はあくまで父ですよ。それにきな臭い人が紛れていても、まだ断れない立場ですからね」

　混乱に乗じてジョージを亡き者にしよう作戦なんて、立てられたらお仕舞いである。それと、今のは決して親父ギャグではないと弁明しておく……前の職場で偶然にも親父ギャグになった時の〝榕あこう木ぎさんも親父になったすね〟の痛さが忘れられないのだ。

「猿人は家族も平気で殺すから質たちが悪わりいよな。それで具体的に何を教えて欲しいんだ？　アサシンの技は多た岐きにわたるんだぞ」

　確かに一口に暗殺と言っても武器を使って殺す他にも毒殺、絞殺、罠に嵌はめると色々あるだろう。

「戦い方全般を教えて下さい。特に罠の外し方、短剣・弓矢・徒手での戦い方を身に付けたいですね。でも、一番覚えたいのはヤバい時の逃げ方です」

　領地を治める前は爺ちゃんの家、領地を治めてからは避ひ難なん場所みたいのを作っておけば生き延びられる。勇者やヒロイン達とは当たらず触らずでいき、領民を味方に付ければ大丈夫だろうし。

「なんで短剣と弓矢と徒手なんだ？　レイピアや大剣は選ばねえのか？」

　レイピアはアコーギ家の祖先の得意武器で、大剣はアランの得意武器だ。

「先祖がレイピアの名手だからと言って俺が上達するとは限りません。まず短剣を覚えたいと言ったのは、儀式や王城とかの場所によっては装備に制限が掛けられて、短剣しか持てない時があるからです。徒手術も同じ理由ですよ」

　ゲームでも王侯貴族が集まる儀式に魔族が襲しゆう撃げきを掛けるイベントがあったし。

　短剣と言っても儀式に使うものは刃が潰されているから、攻撃力は期待出来ないんだけどね。

「戦場はどうするんだ？　フルアーマーを着た奴に、短剣は役に立たねえぞ」

「俺の戦場での役割は指し揮きと配下の活躍を見る事ですよ。何より弓矢がうまければ配下のピンチを救えます」

　ゲームにも矢じりを魔石に変えた弓矢が出てきている。あれがあればフルアーマーの騎士にもダメージを与えられると思う。

「気に入った、お前をきちんと鍛きたえてやるよ。まあ、俺もそろそろ落ち着かなきゃと思っていたから丁ちよう度ど良い。伯はく爵しやく家の長男の指南役になったって言えば、故く郷にの両親を安心させられるしな」

　もし、俺が領地を持てば、指南役のボルフさんの立場は安あん泰たいだ。

「ボルフ先生、よろしくお願いします」

　精神年齢的にも立場的にも俺の方が上なんだけど、教えを乞うんだからきちんと頭を下げておく。
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　ボルフが教え子ジヨージの部屋を出た瞬間、辺りの空気が一変した。城の廊ろう下かに出たはずなのに、一面真っ白な空間に変わっていたのだ。

（俺がトラップに掛かっただと!?）

　長年アサシンとして生きてきたが、ボルフは罠に掛かった事は一度もなかった。

「おー煙の殺人者スモーキングアサシンやないか。お前も、こっちに来てくれへんか」

　声を掛けてきたのは、巨大な三毛猫であった。ニヤニヤと笑っている猫が、ボルフを手招いているのだ。猫は宙に浮いており、その下には一人のオークが跪ひざまずいていた。

（こいつはなんだ？　なんで俺の事を知っているんだ？）

　スモーキングアサシンは、どんな厳重な警けい備びでも煙のように忍び込み標的を殺す事から付けられた名である。その名は知れ渡っていても、正体がボルフだと分かっているのはアサシンギルドの人間だけである。

「そない警けい戒かいすんなや。儂わしの名前はミケ・ニャアニャア。ジョージの神使やで。おまえにはここにおるサンダ・チュウローと共に、ジョージを鍛えて欲しいんや」

（神使？　マジかよ!?　……オークのサンダ・チュウローか。どこかで聞いた事があるな……まさか、幻の首席か？）

　サンダ・チュウローがオリゾン大学を首席で卒業出来る能力があったにもかかわらず、オークというだけで次席に落とされたのは有名な話だ。

「変わった餓が鬼きだと思っていたが、まさか神使持ちとはね。それじゃ、ジョージは英雄や天才の類たぐいなのか？」

　神使は英えい傑けつを守護して導みちびく存在と言われている。

「うんにゃ、ただの凡才や。ただ過か酷こくな運命を背負っとるのは確かやで。だからお前らに鍛えて欲しいんや」

　ボルフは真顔になったミケと目が合った瞬間、余りの迫力に体の震えが止まらなくなってしまった。そして気付いた時には、その場に跪いていた。
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　一応、俺は五歳児のはずだ。五歳といったら幼よう稚ち園えんの年中さんである。親の庇ひ護ごの下で遊んでいるのが普通だと思う。




「まずは体造りからだ。敵から逃げるには足を鍛えるのが一番だ……走り込み開始っ!!」

　早朝、ボルフ先生に叩たたき起おこされたかと思うとハードトレーニングが始まった。

　走り込みを終えると朝食。そして、まったりする間もなくサンダ先生の授業が始まる。

「頭を使っている間に体を休めて下さいね。昼御飯を食べたらボルフさんが武器の使い方を教えてくれるそうですよ」

　武器の使い方を教わった後は、サンダ先生によるマナー講座。唯一の休み時間は母さんに呼ばれるお茶会のみであった。













　濃のう密みつ過ぎる日々は驚おどろく程の早さで過ぎていく。気が付くとあっと言う間に一年が過ぎていた。

「さて、ジョージ様には四月から学校に通ってもらいます。学習も大切ですが、人との交わりはもっと大切です。学校に通い心から信頼できる仲間を作って下さい」

　今さら小学校に通うのはキツいが、仲間は大切である。何より小学校時代にジョージパーティーに加わる二人と出会うはずなのだから……二人とも男だけどね。
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　明日はいよいよ二度目の小学校入学となる。入学準備をしていると、ミケが姿を現し話し掛けてきた。

「よぉ、おっさん小学生元気か!?　しっかし、貴族の息子のくせに、自分で準備をするとはご苦労なこっちゃのお」

　おっさん小学生……思わず前世の自分おつさんが短パンを穿はいてランドセルを背負っている姿を想像してしまう。正直、キツいっす。

「ボルフ先生の教育方針で、身の回りの事は自分でやる事になったんだよ。俺としても着替えとかは、自分でしたいから助かるよ」

　身の回りの世話を仕事にしている人メイドもいるから、ある程度は任せるようにしているけど。

「それでお前はどこの学校に通うんや？」

　オリゾンの識字率は決して高くないが、平和が続いた事もあり最近は子供を学校に通わせる親御さんが増えている。それに伴ともない、学校の数も増えたらしい。

「俺が通うのはオリゾン第三小学校だよ」

　アコーギ領の領都グリフィールにも学校はあるが、領主の息子が通うのは嫌がらせにしか思えない。何より王都の学校に通えば、人脈が広がる。

「第一小やないのか？　貴族の子供はあっちの方に多く通うんやで」

「ボルフ先生に頼んで調べてもらったら第一に光のマリーナや火のヴァネッサが通うんだよ。何より第三小学校は、家から馬車で三十分の距きよ離りなんだぞ」

　下宿も考えたけど、母さんに猛反対された。貴族の子弟とはパーティーとかで交流を深めればいいんだし。ちなみに水のアニエスと土のベルは第二小に通うとの事。

「グリフィールは王都リュエルに隣接しとるから三十分で行けるんやな」

　なんでもアコーギ家のご先祖様が交通の便の為に、自分の屋や敷しきをリュエルの近くに建てたらしい。貴族は自領の仕事以外にも、王政に携たずさわる事も少なくないのだ。でも、アランは今の所、リュエルでの仕事はないらしい。

「それにジョージパーティーのうち二人が第三小に通うんだよ」

　キミテでは四人パーティー制を採用している。建前上の理由としては戦闘バランスも挙げていたらしいけども、ぶっちゃければハーレムエンドのハードルを上げるのが一番の理由だったりする。もっとぶっちゃければプレイ時間を長くする為だ……作り手としては、一回クリアで中古屋に売られるのは切な過ぎるのだ。

「ジョージパーティーって、お前は伯はく爵しやく家の嫡ちやく男なんやろ？　なんで騎士団を使わないんや」

　ターン制で騎士団一人一人から攻撃を受けたら、どんなチートパーティーでも全滅してしまう。

「ゲームにはゲームの都つ合ごうがあるんだよ。まっ、魔王も軍を率いてくるから、騎士団とは関わりを強くしたいな」

　必要ならアラン配下の騎士団以外に俺の騎士団を作りたい。

「それでお前のパーティーには誰が参加してたんや？」

「まず熊人のドンガ・シンセロ、ドンガのジョブは農家と重戦士。狸人のヴェルデ・ギリアム、ジョブは商人と魔法使い。エルフのヘゥーボ・ディエラーチ、ジョブは発明家と神官。この三人がジョージの仲間だ」

　サブメンバーも選べる勇者パーティーと違い、ジョージパーティーは固定だ……ちなみに周回クリアを重ねると、加入メンバーが増えて、勇者パーティーにドンガやヴェルデを加入させる事が出来るようになる。結果、ジョージ一人だけのボッチパーティーにする事も出来るのだ……〝お前達、あいつを倒せ〟と言って一人で戦うジョージ君は涙なしでは見る事が出来ない。

「ドンガ・シンセロか。やはり縁があるんやな」

「ドンガを知ってるのか？」

　ドンガ・シンセロ、気は優しく力持ちを体現したかのようなキャラ。気が弱く、ゲームではジョージの命令が嫌でも逆らえず涙を流しながら従っていた。母性本能をくすぐるとして、ジョージパーティーの中では一番人気だ……ちなみに圧倒的最下位は俺ジヨージ。

「当たり前やないか。ドンガはお前の乳兄弟なんやで。お前に母乳をくれたのはドンガのおかんバハン・シンセロやで」

　ドンガ家の農地はアコーギ領にあるらしい。アランは亜人を嫌っているが、バハンが息子ジヨージに母乳をくれたから農地を授けたとの事。家臣の家族にも母乳が出る人はいたらしいが、アデリーヌが母さんを〝誰かの母乳の出が悪いから、孫ジヨージに亜人の母乳を飲ませてしまった〟と苛いじめる為だけに断ったそうだ。

（ドンガがジョージに従っていたのは、自分の畑を守る為なのか？　なんか切な過ぎる……）

　そしてヴェルデがジョージパーティーに入ったのはアコーギ家との誼よしみを深める為で、ヘゥーボは発明費の為だった。




「ゲーム通りに歴史が進むとは限らないけど、ドンガ達との仲は深めておきたいな」

　亜人なんて言葉は使いたくもないが、俺は人種より人柄や能力を優先していくつもりだ。熊人ドンガや狸人ヴエルデと友達になってみせれば、説得力が出てくると思う。

「そいつらに拘こだわらないでも能力の高い奴をパーティーに入れればええやないか？」

「パーティーには自分の背中を任せられる奴を入れたいんだ。あいつらどこかジョージと似てるんだよ……周りから理解されず孤独なんだ」

　勇ゆう猛もう果か敢かんな性格が好まれる熊人の中で、気弱なドンガは子供からも馬鹿にされていた。

　商才を尊ぶ狸人の中で、馬鹿正直なヴェルデは爪つま弾はじきにされていた。

　魔法を重んじるエルフの中で、マジックアイテムの発明に情熱を傾かたむけるヘゥーボは異端視されていた……まあ、ヘゥーボの場合は、発明品に使いにくい物が多かったのも原因なんだけど。

　でも、ヘゥーボの発明品も使いようによっては便利な道具になり、領民の暮らしを助けるだろう。

　ヴェルデのような正直な商人は信用を得て、領民の暮らしを豊かにしてくれる。

　ドンガのような心優しい農家がいてくれたら作物が豊かに実るだろう。
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　俺の入学式には母さんと爺じいちゃんが付つき添そってくれる事になった。御者はボルフ先生がしてくれるそうだ。

「ジョージ様、今日からこの者を従者としてお連れ下さい。さあ、挨あい拶さつをしなさい」

　サンダ先生が連れて来たのは小学校高学年くらいの背丈がある男の子とその家族。みんな、頭の上に丸い熊耳がある。不思議な事に男性は二足歩行する熊なのだが、女性は熊耳が付いている以外は人とほとんど変わりがない。

「お、おでの名前はドンガ・シンセロだす。今日からよろすくお願いしますだ」

　緊きん張ちようから嚙かみまくりの挨拶をするドンガ。ちなみに、ちょっと半泣きである。

「ジョージ様も大きくなられて。きっと私の母乳が良かったんだね」

　ドンガの母親バハンはそう言うと、豪ごう快かいにガハハと笑った。

「バハンよさねえか……ジョージ様、ドンガの事をよろしく頼みます。あっしはドンガの父親ギガリと申しやす」

　ギガリさんは片目に刀傷がある大くま男じんだった。

「ギガリ・シンセロ……血ち塗まみれの狂い熊がこんな所に隠いん棲せいしてるとはね」

　ボルフ先生が危ない事を呟つぶやく。

「あのボルフ先生聞こえちゃいけない単語が聞こえて来たんですけど」

　ボルフ先生の指導のお陰で小声でのコミュニケーションが出来るようになったのだ。

「血塗れの狂い熊。何年か前までは傭よう兵へいとして活かつ躍やくしていた熊人だ。でかい斧を振り回し狂ったように敵を薙なぎ倒たおしていく姿は怖かったぜ」

　魔王軍はいなくなったが、隣国との小競り合いや魔物討とう伐ばつと傭兵の活躍の場は少なくない。

「あの、俺の中身がおっさんで奥様から母乳を頂いたのが、バレたらどうなりますか？」

　和気あいあいと笑い合うシンセロ家を見て、背中を嫌な汗が伝っていく。

「熊人は家族を大切にするからな……謝り倒せば命だけは取られないで済むと思うぜ」

　転生の事は、ギガリさんには隠しておこう。

「いやっ!!　アミもお兄様と一緒に学校に行くのっ!!」

　大きな声がしたので、振り返ってみると妹アミが頰ほおを膨ふくらませてむくれている。

（むくれるアミも可か愛わいい!!　後うしろ髪がみを引かれるとはこの事か）

　アミは五歳になったが、その可愛さは反則に近い。春光を浴びて煌きらめく銀髪、初雪のように白い肌、そして愛くるしい顔。もし、アミが日本に生まれていたら、マスコミはこぞってアミちゃん特集を組むと思う。アミは見た目も可愛いが、性格も凄すごく可愛いのだ。今もルミアさんと俺の見送りに来てくれたらしいが、アミが学校に付いていくと騒ぎ始めたらしい。異世界に来て一番嬉うれしかった事は何かと聞かれたら、俺は妹アミに出会えた事と即答するだろう。












　アミと仲良くなった切っ掛けは、母さん主しゆ催さいのお茶会。以前はルミアさんにコンプレックスを感じていたらしいが、俺の周りに人が集まるようになってからは引け目を感じなくなったらしい。それでルミアさん母娘も招待するようになり、アミが俺に懐なついてくれた……お陰で今や自他共に認める立派なシスコンだ。

「アミちゃん、ジョージ君は遊びに行くんじゃないのよ」

　ルミアさんがアミを優しく諭さとす。アミと仲良くなれたお陰で嬉しい誤算が生まれた。ルミアさんとも良好な関係を築けたし、ルミアさんからアランの動向の情報を得られるようになったのだ。

「お兄様はサンダ先生やボルフ先生とお勉強ばっかりだもん。アミと全然遊んでくれないんだもん」

　そう言って、涙目で俺を睨にらむアミ。心がムズムズする程、可愛いです……今から勇者に言っておく。婚約者マリーナに手をつけても構わない……むしろ持っていけ。でも、アミに手を出したらボコボコにしてやる。

「アミ、帰って来たら一緒に折り紙をおろうね」

　そう言って頭を撫なでると、ようやくアミは通学を許してくれた。味方につけたいからじゃない、可愛いからアミを甘やかしてしまうのだ。アランは嫌がっているらしいが、知ったこっちゃない。
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　オリゾン第三小学校は王都リュエルの南端にある。ちなみに第一小は中央部、第二小は北端にあるらしい。

「ふわー、王都って大きな建物がいっぱいあるんだなー。ジョージ様はよくリュエルに来るんだすか？」

　ドンガは初めて見る大きな建物に圧倒され、目を丸くして驚いている。

「いや、初めてだよ」

　確かにリュエルはグリフィールよりも数倍大きな町だ。だが大きい建物と言っても、精々三階建てである。それより俺を驚かせたのは、王都に住んでいる様々な人種である。髪の色も多種多様だし、色んな獣人が王都を闊かつ歩ぽしていた。

　小学校も同様で、クラスは人種の坩る堝つぼと化している。みんなが騒いでいる中、一人だけポツンと座っている男の子がいた。垂れ目でぽっちゃり体型、短い手足に愛あい嬌きようのある顔。

（あいつがヴェルデ・ギリアムか!!）

　本来、ジョージとヴェルデが知り合うのはアコーギ家主催のパーティーだったはず……俺が学校を変えたのが原因なんだろう。





　　　　　◇






　幾人もの児童の勉学を見守ってきた木製の机は、毎日磨みがかれて飴あめ色いろに変色していた。学生が机に何かを刻み込むのは異世界でも同じらしく、飴色の天板には色んな想いが彫ほり込こまれている。机に穴を開けてＢＢ弾ゴルフをしていた事を思い出す。

　教室には子供特有の甲高い笑い声が響いており、ここが小学校なんだと改めて実感させられる。さっき簡単な自己紹介を済ませたから、子供達の緊張も解ほぐれたんだろう。

　……ＳＴＯＰ・ＴＨＥ現実逃とう避ひ。笑い声が響いているのは教室であって、俺の周りには人がいない。正確には俺・ドンガ・ヴェルデのジョージパーティーがボッチになっていた。入学したてだけあり仲良く話しているのは、同じ種族や元々家が近い子供達のようだ。

（やっぱりヴェルデは人見知りなんだな。でも人見知りの商人ってまずくないか……だからギリアム家はヴェルデを俺につけたんだ）

　いくら人見知りでも毎日会っていれば会話は出来る。それにゲームのジョージは金かね遣づかいが荒いので有名だった。ヴェルデをジョージ御ご用よう達たしの商人にする事で、金を稼かせがせる算段だったんだろう。言い換えれば体ていのいい厄やつ介かい払ばらい、ヴェルデは商人として独り立ち出来ないと判断されて嫌われ者のジョージの御用達にさせられたんだと思う。

　ちなみにドンガは背が大きいから、教室の後ろの方に座っている。当然、近くに座っているのは、オークや獅子人等の体格のいい種族の子供達。無む邪じや気きに遊んではいるが、中々の迫力がある。お陰でドンガはビビリまくって微び動どうだにしていない。

　……問題は俺だ。何故俺がボッチなんだ？　これでも社会人経験者だから、対人スキルに問題はない。いくらデカいといっても子供、怖いどころか俺からは可愛く見えている。

　なのに俺はボッチである……つまり、俺に問題があるんだろう。

（子供に嫌われる子供か……思い出せ。ガキの頃どんな奴が嫌われていた？）

　まずは格好を付ける奴。今日の俺の服装は母さんがセレクトしてくれた仕立て服……純白のシルクシャツに黒い半ズボン。絵に描いたような貴族の嫌な餓が鬼きである。ちなみに蝶ちようネクタイも勧められたが、体は子供中身は大人の状態で、半ズボン蝶ネクタイは危険だから断固固こ辞じさせてもらった。異世界とはいえ、チビッ子名探偵に喧けん嘩かを売るのは危険過ぎる。

　次に嫌われるとしたら変に大人ぶった奴だろう。子供は上から目線に敏感だ。同い年なのに大人ぶる奴は高校でも煙たがられていた……って、俺は大人なんだから仕方ないと思いたい。如じよ才さいない挨拶をしたのも原因なんだろう。下手な挨拶をしたら、サンダ先生に叱しかられるんだよな……サンダマナー教室は厳しいのだ。

　高い服を着た貴族の生徒、しかも大人ぶった見知らぬ猿人……そりゃ避さけられるか。

（ここで周りを眺めていても仕方ねえ。ドンガに話し掛けて、ヴェルデの所に行くか）

　デカい体を縮こまらせているドンガに近付く。ドンガは怖いのか体をブルブルと震わせていた。

「ドンガ、学校はどうだ？」

　ドンガが身構えてしまわないように、あえてゆっくりとした口調で話し掛ける。

「ジ、ジョージ様……おでトイレ」

　半泣きで答えるドンガ……前世にも居たよな、一人じゃトイレに行けない子。

「それじゃ連れションに行くか。トイレはこっちだ」

　これじゃ主従逆だよなと思うが、相手は小学一年生で俺はいい年をした大人。

（ドンガくらいの子供がいても、おかしくないんだよな）

　友人の子供の成長を年賀状で確認して、新年早々虚むなしくなったのを思い出す。




（臭えっ!!　マジかよ？）

　学校のトイレは側溝を掘っただけの簡易的な物だった。用を足したら、備え付けの桶から水を汲んで流すシステムらしい。常に清せい潔けつが保たれている家のトイレとは大違いだ……いや、これがオリゾンでは普通なんだろう。

（早めに公衆衛生に取り組まないとな）




「ふぅー助かっただー……ジ、ジョージ様、ご免なさいだ」

　何かに気付いたらしく、ドンガは慌あわてて頭を下げてきた。どうやらトイレでスッキリして、頭もスッキリしたようだ。

「気にしなくていいよ。しかし、暖かくなったよな」

　トイレの案内役をしたなんて話したら、メイド長が卒倒しそうだけど。

「ジョージ様も春が好きなんだか？　オラもポカポカするから春が大好きなんだー」

　ドンガは嬉しそうにニヘラと笑った。その無邪気な笑顔にほっこりした気持ちになる。さすがは母性本能をくすぐる年上キラーキャラだ。

　俺も最初聞いた時には驚いたが、この世界はキミテと同じく四季があり、一日は二十四時間、一年は三百六十五日だそうだ。

　西洋風ファンタジーなのに、四季があるって、おかしいよねと突っ込んではいけない。四季があると、季節イベントを入れやすいのである。キミテで言うと、入学式・体育祭・夏休み・学園祭・太陽生誕祭（どう考えてもクリスマス）・新年祭・ウィンターギフトデイ（早い話がバレンタイン）等があった。

　例えば、水着イベントを入れたいって話になる。そうすると暑い季節が必要だ。だから夏が必要になる。今度はクリスマスは無理だけど、似たようなイベントは入れたいよね、やっぱりホワイトクリスマスだよね。つまり冬が必要になる……この世界には四季がある事にしましょうって流れなのだ。

「さすがに桜は咲いてないけど、やっぱり入学式は春だよな」

　こっちにはサクランボの木ならあるかも知れないが、わざわざ校庭に植える訳がない。

「サクラ？　サクラってなんだ？」

「あー、気にしなくていいよ。それより仲良くなれそうな奴はいたか？」

　いないのは分かっているが、話には順序が大切だと思う……相手が従者と分かっていても、ジャパニーズサラリーマンの気遣いは健在なのだ。

「おでの周りはおっかない人しかいないだよ。ジョージ様はいるだか？」

　ちなみにクラスで一番デカいのはドンガだから、むしろ周りがドンガを恐れている可能性があるんだけど。

「一人いるよ。明日の休み時間にでも一緒に話し掛けてみようぜ。さっ、式が始まる前に教室に行くぞ」

　ちなみに入学式で母さんは号泣していたし、爺ちゃんは嬉しそうに笑っていた。昔なら恥ずかしかったんだろうが、今は感謝の気持ちで一杯だ。
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　入学して二日目、先生が退室するのと同時に教室が喧けん騒そうに包まれた。ちなみに俺の周りは、今日も静かである。

（爺ちゃんが原因だろう……）

　入学式にコーカツ公爵じいちやんが現れた時点で大騒ぎになっていたし。そういう意味では、ヴェルデも同じだ。今やギリアム家は良い意味でも悪い意味でもオリゾンで有名になっている。商しよう売ばい敵がたきにしてみれば憎んでも憎みきれない相手だし、ギリアム家に見離されて没落した職人も少なくないそうだ。

（逆恨みが子供にまで伝わるとはね）

　商しよう魂こん逞たくましくお客様第一を掲げるギリアム家と違いオリゾンには殿様商売な店が多かったらしいし、見離された職人は粗悪品を作ったやつらだそうだ。

「ジョージ様。昨日話してたのは、どの人だか？」

　ドンガは授業が終わると同時に俺に近付いて来た……周りから逃げて来たって方が、正確だけど。

「あそこにいる狸人だよ」

　さて、ファーストコンタクトはどうするべきか。普通ならドンガが〝ジョージ様からお話があるそうです〟っていくんだけど、ヴェルデをビビらせるだけだろう。

〝やあ、僕とお話をしないかい？〟

　これじゃ、ただの嫌な餓鬼だな。

〝おっす、おらジョージ〟

　危険だ、危険過ぎる。いくら異世界とはいえ、龍球さんにも喧嘩を売ってはいけない。

〝君、赤い狐人を知ってる？〟

　ちなみにヴェルデはイタリア語で、緑って意味である。




「よっ、今は話せるかな？　俺の名前はジョージ・アコーギ。よかったら君の名前を教えて」

　精一杯爽さわやかに話し掛けてみる。

「ぼ、僕の名前はヴェルデ・ギリアムだよ……ジョージ君？　……ジョージ・アコーギ様っ!!　ごめんなさいーっ」

　ヴェルデはそう言うと頭を抱え込んでしまった。ファーストコンタクト失敗。多分、親御さんから俺に失礼がないようにと言い含められていたんだろう。

　俺が思っている以上に、アコーギ家やコーカツ家の名前は大きいらしい。
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　それでも一ヶ月も経たつと、クラスの子供達とも打ち解けられるようになった。

　獅子人も兎人も同じ人、話せば笑い合えるし仲良くなれる。トイレ掃そう除じに力を入れるように、俺が進言したのも大きいと思う。

　そんなある日の放課後、獅子人のハブラー・ジュロークが教室に飛び込んで来た。

「ジョージ君大変だ。ヴェルデが第一小のお兄さん達に連れて行かれたよ」

『ミケ、何か分かるか？』

　ミケにテレパスを送り、詳細を探ってもらう。

『相変わらず、いきなりやな。ちょい待ち……あー、ヴェルデを連れて行ったのは王宮騎士の息子やで。ギリアム家からの借金を断られたのを逆恨みしたんやな』

『王宮騎士？　マリーナの知り合いか』

『正解。ライテック家の分家やで』

　ミケの話では、本家の没落に伴い分家も困こん窮きゆうしているらしい。

『ミケ、案内を頼む』

「俺が追いかける。みんなは先生に話して」

　こちとら現役のアサシンに毎日鍛きたえられているのだ。走れば間に合うだろう……その前にまともに喧嘩する気はないけどね。




　ミケの案内で着いたのは、狭い路ろ地じ裏うら。ヴェルデを数人の猿人が取り囲んでいた。

「殴なぐられたくなかったら家から金を持って来い。お前ん家のせいで、小こ遣づかいが無くなったんだよ!!」

　小一相手にカツアゲかよ!!　どんな教育をしてるんだか。

「おいおい、餓鬼からカツアゲなんてこの国の騎士は大丈夫かよ」

「ジ、ジョージ様……駄目だよ。僕は大丈夫だから逃げて」

　俺に気付いたヴェルデが逃げるように促うながしてきた。

「餓鬼、泣かされたくなかったらさっさと帰れ。俺達は六年生なんだぞ」

　それを言ったら俺はおっさんなんだけど。

「俺の名前はジョージ・アコーギ。ちなみに父上はアコーギ伯爵。祖父はコーカツ公こう爵しやくです……六年生なら、この意味が分かりますよね」

　使えるものは家名でも使ってやる。いくら鍛たん錬れんしていても、小一が小六に勝てる訳がない。口喧嘩なら余裕で勝てるが、あまりにも大人おとな気げないし。

「ヤバくない？　コーカツ家には逆らうなってパパに言われてるし」

「大丈夫だ。泣かしたら、大人しくなるさ」

　何人かの奴はひるんだけど、リーダー格の猿人が俺に向かって来た。

（マジかよ……先生が来るまで逃げまくるか）

　幸さいわい、動きを見てみると避よけるのは難しくないと思う。蹴けりを避ける為に、横に飛ぶ。俺が蹴りをかわした瞬間、何かがリーダー格の少年との間に割って入って来た。

「ジョージ様、危ないだっ!!」

　見るとドンガが俺を庇かばうようにして、蹴りを食らっていた。




「ドンガ、大丈夫か!?」

「ゔぇーん、痛いだよー!!」

　かなり、痛かったらしくドンガは大泣きである。図体がデカいとはいえ、ドンガはまだ小学校一年生だ。六年生は怖いだろう。それでも勇気を振り絞って俺を庇ってくれたんだ。

「おい糞餓鬼ども、俺の従者を泣かせた覚悟はついているんだろうな!?　一家諸とも路ろ頭とうに迷わせんぞ。それともお前の親父を僻へき地ち送りにしてやろうか!!　少なくとも王様の耳に入るのは覚悟しとけよ」

　大人気なさ全開である。それから俺のお説教タイムのスタート。幸い、やつらが我に返る前に先生達が来てくれた。

「ジョージ様、ありがとうございました」

　ヴェルデがプニプニボディを縮ちぢこまらせながら頭を下げてきた。ちなみにドンガはまだ愚ぐ図ずっている。

「気にしないで大丈夫だよ。ドンガ、今日の事が悔しかったら親父さんに鍛えてもらえ」

　これを期にヴェルデは俺達と仲良くなってくれた。




　数日後、ボルフ先生との鍛錬が一段落した時。

「ジョージ、面白い事を教えてやろうか？」

　ボルフ先生がニヤニヤしながら話し掛けてきた。もう、嫌な予感しかしない。

「なんですか？」

「お前第一小で、親の権力で喧嘩相手を脅おどした嫌な奴になってるぞ」

　どうやらライテックの分家の奴らが広めているらしい。確かに家名で脅したけど、それは駄目だろ。

「あー、だから爺ちゃんが暫しばらく放っておけって言ったんすね」

　あの後、爺ちゃんに名前を勝手に使った事を謝りに行ったら〝それくらい、気にするな。それとその騎士の事は暫く放っておけ……目め障ざわりな馬鹿どもを、大人しくさせるいい機会だ〟そう言って楽しそうに笑っていた。

　まあ、第一小の奴らは日和ひより見み貴族が多いから悪い噂はすぐに消えるだろう……爺ちゃんが親を責めるだろうし。





　　　　　◇






　それから俺は鍛錬と勉学に勤いそしんだ。きつかったが、アミの笑顔があったからお兄様は頑がん張ばれたと思う。













　ジョージ・アコーギ小学三年生、特技は作り笑顔とお世せ辞じを見抜く事です……爺じいちゃんから普通の子供として振る舞うように厳命され、うまく出来るか不安だったけど、それはただの杞き憂ゆうだった。何しろ一番危険視していたアランとアデリーヌが俺に一切興味を示さなかったのだ。

「商人も現金なものですね。全員俺の事を後回しにするんですから」

　太陽生誕祭が近いって事もあり、城には大勢の商人が訪ねて来ている。しかし、俺は見事なまでに後回しにされていた。ちなみに俺は騎士団長やアデリーヌの侍じ女じよより後だったりする。

「贅ぜい沢たくしない上に、世辞が全く通じねえ餓が鬼きなんて旨うま味みがないからな」

「あいつら商人のくせして、お世辞が下手なんすよ。お世辞は何割か真実を混ぜないと噓うそ臭くさくなるのに」

　俺が類たぐいまれなる美少年だなんて、嫌味にしか聞こえないんですけど。もっとも、どんな上手なお世辞を使われても、金糸で装飾されたド派は手でな半ズボンなんて買わないけどね。

「それにジョージ様がギリアム商会の御三男と仲がよろしいのも一因かと」

　これでも学校では適度に子供らしくしている。お陰でドンガやヴェルデとの仲は良好だ。

「まあ、一番の問題は俺が金を持ってないからなんですけどね」

　貴族の嫡ちやく男なんとはいえ小学生に与えられる金なんてたかが知れている。服とかの高額な物はアランか母さんが払っているし。

「雨風をしのげて、きちんと三食喰えているんだからいいだろ」

「そこには不満はありませんよ。でも、早く稼かせぐ算段を立てないと詰んじゃいますから。魔王が現れたけど、領主アランが贅沢のし過ぎで兵士の装備も整えられなかったなんて笑い話にもなりませんよ」

　せめて自分の装備だけでも揃そろえたいが、小学三年のお小こ遣づかいで買える装備なんてたかが知れている。

「魔王の出現か……夢物語にしか思えないんだけどな」

　ボルフ先生の言う通り世の中はいたって平和で、魔石を落とす魔物は神からの贈り物と言う学者すらいるらしい。

　でも、サンダ先生は可能性があると思っているようだ。

「しかしジョージ様は神使様と契けい約やくされておりますし、魔王シャグランが現れた時も平和な時代だったと聞いています」

　歴史上確認されている魔王は四体。どの魔王も狙ったかのように平和な時代に現れているそうだ。その力は絶大で、レコルト全土に大きなダメージを与え、その都つ度ど文明が大きく後退したらしい。

「早く独立をしたいんですけど、それには安定した収入が必要。事業を行うにしても先立つのは金ですからね。今のままじゃアランに頭があがりませんし」

　中身は大人だけど、今の俺はアランにおんぶに抱っこなのが現状。けつも一人で拭ふけない餓鬼が独立を叫んでも滑こつ稽けいなだけである。

「事業という事は何か算段がおありなのですか？」

「いくつか腹案はありますよ。でも基き盤ばんをしっかりさせないと、商人にアイデアごと横取りされるのが関の山ですし」

　まあ、俺のアイデアの大半は、前世にほんで覚えた知識の丸パクリなんだけどね。

「ローレン様に援えん助じよをしてもらったらどうだ？」

　情けない話だけど、ボルフ先生とサンダ先生の給料は爺ちゃんに出してもらっている。

「爺ちゃんからの援助はまだまだ必要ですけど、何らかの対価を示さないとコーカツ家に飲み込まれちゃいますよ……爺ちゃんが母さんとアランを結婚させたのは、領地の安全と風の魔石を安価で輸入する為だと思います。俺に投資した金が回収不可能と分かったら、爺ちゃんは眉まゆ一つ動かさずに俺を見捨てると思いますよ」

　ローレン・コーカツは自分の愛娘でさえ政治の犠ぎ牲せいにする男だ。あのリアリスト相手にいつまでも身内の情が通じるとは思えない。
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　子供って元気だなって思う。クラスメイト達は給食が終わると、同時に校庭に走り去って行った……後、何十年かしたら胃もたれが君達を待っているぞ。

「ジョージ様、僕達も図書室に行きませんか？」

　給食を食べ終えたヴェルデが俺の席にやって来た。さすがにこの年で子供に混じって遊ぶのは辛つらいので、昼休みは図書室で過ごしている。

「ああ……ドンガが給食を食べ終えたらな」

　ただ今熊人ドンガ君は強敵の人参さん相手に苦く闘とう中だ。今日の給食はボソボソのパンと病院食ばりに薄味のスープ。ドンガはスープに入っている人参がどうしても食べられないらしく、さっきからお椀わんとにらめっこしている。

（そういや俺も給食が苦手だったよな）

　俺も小学生の頃の好き嫌いが酷ひどく、給食をよく残していた。まあ、一人暮らしをしたら好き嫌いなんてする余裕がなくなったけど。

「ドンガ君、ジョージ様が待ってるわよ。早く食べなさい」

　俺達の担任は猿人の女性。実家は代々騎士をしているそうで、中々プライドが高い。そして何より教師としての仕事に誇りを持っている。ドンガからしたら意地悪な先生に思えるかも知れないが、彼女はドンガに食べ物の大切さを教えたいだけなんだろう。

（教職に就ついて今年で三年だったか……丁ちよう度ど、変な自信が出始める頃だな）

　俺も仕事に就いて三年目くらいの頃は変な自信を持っていた。三年経たてばそれなりに仕事にも慣れそつなくこなせるようになる……ただ単に簡単な仕事しか任せてもらえなかっただけなんだけど。仕事の自信なんて積み上げて崩れての繰くり返かえしだ。

　きっと今までの生徒はプレッシャーをかけたら嫌いな物を食べたんだろう。でも、それは好き嫌いを克服したんじゃなく、先生が怖いからだ。

「先生、嫌いな物を無理に食べさせようとしても、ますます嫌いになるだけですよ。ドンガ、目をつむって飲み込んじまえ」

　味覚は大人になれば変わっていく。それに好き嫌いを否定したら、俺も昆虫料理を食わなきゃいけなくなる。

「ジョージ様、分かっただよ」

　ドンガが目をつむると意を決したように、お椀に口を付けた。当の本人は涙目であるが、俺や先生から見たらなんとも微笑ほほえましい光景である。
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　第三小の図書室の蔵書は数・ジャンル共に充実している。中には〝美お味いしい昆虫〟なんて恐ろしい本もあった。聞いた話では大半は第一小からの寄き贈ぞうだそうだ。

　自分の子供が小学校に入学すると本を寄贈する貴族は少なくないらしい。貴族の子弟が大勢通っている第一小には多くの本が集まる。でも、第一小の図書室の収容能力にも限界がある訳で、余った本を第三小に寄贈しているそうだ。ぶっちゃければ、寄贈してくれた貴族の手前、捨てられないってのが大きいと思う。

　そして爺ちゃんも俺の入学時に本を寄贈してくれたんだけど。

（しかし、こんな本俺以外見る奴いないだろ）

　俺が今見ている本のタイトルは〝オリゾン王国正史〟。辞典並みの分厚さがあり、内容も難しい。

（これにもブレイブ・アイデックの最後は書いてないな）

　正史だけありオリゾン王国に都つ合ごうのいいことしか書かれていない。基本、王様は英傑として描かれているし、国に都合悪い事はスルーしている。

（今日もレコルト基礎知識とのすり合わせをしますか）

　レコルト基礎知識は便利だが、大きな欠点があった。それは一般常識と内容がかけ離れている物があるって事だ。レコルト基礎知識にばかり頼って、とんでもない発言をするのはやばい。

　たとえ、それが事実であっても……一番驚おどろいたのは闇やみの六ろく魔ま枢すうテネーブル伯はく爵しやくに関する記述。無論、この時代の書物には六魔枢としては記録されていない。

　彼は勇者ブレイブ・アイデックが生まれた地を治めていた領主だったそうだ。しかし、彼はブレイブの幼おさな馴な染じみウィル・ロッシュと共に魔族に寝返っている。

　正史では残ざん虐ぎやくで住民に多額の税金を掛けて苦しめた悪逆非道の人物として記述されていた。そして魔族に寝返った理由も、己の欲に溺おぼれた為とされている。

　でも、レコルト基礎知識にはこう書かれていた。

　テネーブル伯爵：元テネーブル領、現ナイテック領を治めていた領主。爵位は伯爵、忠義に厚く民に優しい領主であったが、遠征中に愛する妻シェリルを領民に殺された事により、魔族に寝返る。領民がシェリルを殺したのはテネーブルに嫉しつ妬としたゴルド公こう爵しやくの企みだという。

　ゴルド公爵は爺ちゃんの政敵で、国内有数の実力者。彼の祖先は前魔王戦の時、ブレイブ・アイデックと共に戦い大きな戦果を上げたそうだ。これは正史にもレコルト基礎知識にも記録されている。

　歴史は勝者が作るという。そしてその事が証明されない限り、事実として扱われる。俺がゴルド公爵の祖先の罪を唱えでもしたら、名めい誉よ棄き損そんで捕まってしまうだろう。

「今日もその本を読んでるんですね」

　本を選び終えたヴェルデが、向かいの席に座った。手に持っているのは植物図ず鑑かんだ。

「ヴェルデは図鑑を読むのか？」

　ヴェルデは図鑑を好んで読む。ジャンルは様々であるが、共通しているのはギリアム商会で取り扱っている品だという事。

「少しでも商品の知識を増やしたいですから」

　ヴェルデはギリアム商会の一員としての自覚に目覚めたらしく、様々な事に興味を持ち始めている。

「二人とも、難しい本を読でるんだな」

　ドンガが持ってきたのは童話集。ドンガはあまり本を読む事に興味がないらしく、俺達に付き合って図書室に来ると決まって童話を読んでいる。

「弟さん達は童話を喜んでいますか？」

「毎日、新しい話をねだられるから覚えるのが大変だよ」

　シンセロ家は子沢山でドンガは長男。ドンガが童話を読むのは自身が好きなのもあるが、弟達を寝かしつける為らしい。

（こいつらも成長しているんだな）

　俺が感かん慨がいにふけっていると、ドンガは何かを思い出したらしく、大おお慌あわてで俺に話し掛けてきた。

「忘れてただ。ジョージ様、おとうがボルフさんに〝例の話をお受けします。今度の日曜日いらして下さい〟って伝えてくれって言ってただよ」

　ドンガの父親ギガリ・シンセロさんは、かつては血ち塗まみれの狂い熊と言われていた名うての傭よう兵へいだったそうだ。

　ボルフ先生はギガリさんに何を頼んだんだろうか……正直、嫌な予感しかしない。
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　日曜日当日、ボルフ先生に連れられてやって来たのは、ただっ広い草原。遮しや蔽へい物ぶつが何もなくかなり遠くまで見渡せる。そして今は冬だから、風が冷たい。しかもここは遮蔽物がないせいで吹ふきっ晒さらしになってしまい、非常に寒いのである。

「よし、ジョージこれに着替えろ」

　先生が手渡してきたのは薄汚れた鉄の鎧よろい。子供用なのか俺でも身に着けられるサイズだ。

「子供用の鉄鎧なんてよくありましたね」

　普通子供用の鎧は儀式や祭典でしか使われないから、木に色を付けただけの偽物が多い。

「それは本物だぜ。栗り鼠す人の傭兵が使っていた物を直したんだよ」

　栗鼠人は小柄な種族で成人男性の平均身長が百四十センチくらいである。確かに小柄な栗鼠人が使っていた物なら、小学三年生の俺でも着られると思う。ただ気になるのは、このユーズド感。

「あの、ちなみに前の持ち主はどうしているんでしょうか？　お礼をした方がいいですかね」

　いくらなんでも無理矢理奪うばってきたなんて事はないだろうけど、お礼をしておきたい。

「お礼？　無理、無理。それは仲間が死体から剝はぎ取とってきたんだぜ」

「いやいや、呪われますって」

　……落ち武者狩りかよ。汚れだと思っていたのは血の痕らしい。写真を撮とったら、幽霊が写るぞ。

「あのな、新品の鎧がいくらするか分かってんのか。大丈夫だよ。サンダに視てもらったら〝悪い霊は憑ついていません〟って言ってたからよ」

　サンダ先生の本職は神官だ。霊視くらい朝飯前だろう。つまり、この鎧には確実にオプションが憑いていると……後から鎧にお供え物を上げておこう。

「結構重いですね」

　小さな鎧とはいえ鉄の塊かたまりだ、身に着けてみると結構な重量がある。

（重い物を身に着けて鍛たん錬れんするっていうお約束の展開か……憧あこがれの〝いつの間にか、こんなに速く動けるようになっている〟が言えるんじゃないか）

　きっと鎧を脱いだ時には、パワーアップしているだろう。

「怪け我がを防ぐには防御力を上げるのが一番手っ取り早いからな……おっ、来た来た。ギガリの旦那こっちです」

　やって来たのは血塗れの狂い熊ことギガリ・シンセロさん。何故か棍こん棒ぼうと盾たてを持っていた。

　ギガリさんは傭兵を引退して数年経つが、その存在は今でも語り草になっているそうだ。一人で十数人の盗とう賊ぞくを倒し、返り血で全身が真紅に染まっていた。雄お叫たけびを聞いただけで気絶した山賊がいる等もはや都市伝説扱いである。

　ドンガはモフモフの縫ぬいぐるみみたいな感じだけど、ギガリさんはその巨体もあってグリズリーを連想させる。何より顔に大きな傷があって迫力が凄すごい。熊人に死んだふりは通じるんだろうか。

「あんたか。まさかスモーキングアサシンと昼間に会えるとはな」

　ギガリさんの声は地響きのように低く大きい。確かにこの声で雄叫びを上げられたら気絶するかもしれない。

　そしてスモーキングアサシンはボルフ先生の異名。どんな厳重な警備をしていても、煙しか入れないような僅わずかな隙間から侵入して標的を暗殺するそうだ。一流の傭兵とアサシンが揃ったと……物凄く物ぶつ騒そうです。

「今日は俺の弟子を鍛きたえて貰もらいたいんですよ」

　ＷＨＹ？　ボルフ先生は何を言っているんだろうか？　この場に、傭兵に鍛えてもらう必要がある人なんていない……もしかしなくても俺？

「しかし、ジョージ様は領主様の御嫡男だろ？」

　そう、アコーギ領の大切な跡取りです。父親りようしゆからは、あんまり大切にされてないけど。

「色々噂うわさを聞いてるでしょ。暗殺技術は俺が叩たたき込こんでいるけど、実戦は傭兵にかないませんからね。怪我をしても優秀な神官がいるから大丈夫ですよ……あんただから、頼んだんだぜ」

　いや、怪我するのが前提の鍛錬ってどうよ。

「確かに息子ドンガの事でジョージ様には世せ話わになっているからな……俺にしか出来ない恩返しかもな」

「ああ、それとここにいるのは領主の息子じゃなく、俺の弟子だと思ってくれ」

　二人に心の底から訴えたい。何事も本人の意思が大切だって。

「分かった……ジョージ!!　この盾を持てっ」

　本来なら領民のギガリさんが俺を呼び捨てにするのはご法はつ度とだし、命令するなんてもってのほかだ。しかし、その迫力に無礼を問とい質ただすどころか、逆らう事すらためらってしまう。急いでギガリさんが放り投げた盾を拾う。それは俺の体を守るには十分な大きさの鉄の盾である。

「は、はいっ。持ちました」

「小僧、怪我をしたくなきゃ、下っ腹に力を入れろっ」

　返事をしようと思った瞬間、巨大な棍棒が唸うなりをあげながら迫ってきた。そして俺は、ゴムマリみたく吹っ飛ばされてしまった。

　受け身も取れずにもろに背中から落ちてしまう。痛みのせいで、呻うめき声ごえさえ出ない。

「いつまで、おねんねしてんだ？　頭を砕かれてえのか!!　さっさと立て」

　ボルフ先生に鍛えてもらっていなかったら、身動き一つとれなかっただろう。気合を入れて体を持ち上げる。

「つ、次お願いします」

　ギガリさんの目を見ながらゆっくり後退する。少しでも距きよ離りを取れば攻撃をかわすチャンスも生まれるはず。

「ほう？　距離をとったか？　……でも、甘めえ!!」

　ギガリさんは巨体に似合わぬ素早さで、一気に距離を詰めてきた。再び唸りを上げながら、棍棒が迫ってくる。そしてまたしても吹き飛ばされる俺。

「ブギャッ」

　まるで潰れた蛙かえるのように地面にひれ伏す。もう、無理だ。痛みのせいで、指一本まともに動かせない。

「ジョージ様、大丈夫ですか？　今、ハイドロヒールを掛けますね」

　優しい声が頭上から聞こえてくる。この声はジョージ家臣団きっての良識派サンダ先生のものだ。暖かな光に包まれたかと思うと、噓のように痛みが引いていく。

「サ、サンダ先生ありがとうございます」

　きっと良識派のサンダ先生なら、この無茶苦茶な訓練を止めてくれるはず。

「いえいえ、さあ、これで鍛錬の続きが出来ますよ。ギガリさんお願いします」




　……それから何度吹き飛ばされただろう。ダメージが蓄ちく積せきする度たびに回復をしてもらったから、体には傷一つ付いていないけど、鎧はボコボコになっていた。

　これから隔かく週しゆうでギガリ戦闘教室が開かれるそうだ。魔王が現れる前に、俺の精神が崩壊するかもしれない。
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　雪がちらつく中、何台もの馬車が次々に城を訪れていた。今日は太陽生誕祭、アコーギ城でもパーティーが開かれる。そして小学三年になった俺もパーティーに初めて参加するんだけども……。

「あの凄く腹が痛いんで欠席したら駄だ目めですか？」

「パーティーで来客をもてなすのは、貴族の仕事なんですよ。それにお客様を上手くおもてなし出来れば、ジョージ様の評価も高まります」

　こちとらスポンサーの接せつ待たいで鍛えられたジャパニーズサラリーマンだ。貴族をもてなすくらい余裕である。でも、物事には限度ってのがあるんだ。

「これ着なきゃ駄目ですか？」

　数日前、祖母アデリーヌから太陽生誕祭用にと服が届けられた。

「当たり前だろ!!　今回の主しゆ催さい者しやはアデリーヌ・アコーギなんだぞ。お前がこれを着て行かなかったら、アデリーヌの面目は丸潰れだ。余計な波を立てんじゃねーよ」

　ボルフ先生が駄目出しをしてきた。

　それくらい分かっている。しかしアデリーヌが贈ってきた服が酷すぎるんだ。

　金糸で刺し繡しゆうされた真紅のブレザーと半ズボン。そしてシルクのシャツには何か所もフリルが付けられている。襟えり元もとには大きなルビーのブローチ、ボタンは全て金。アデリーヌがくれたのは、これでもかと贅を尽くした派手な服だった。

「これ……俺に似に合あうと思いますか？」

　アランのような西洋人顔なら似合うかもしれないが、俺は思い切りアジア顔である。どうやってもコントに出てくる馬鹿王子にしかならない。

「さあな、それはお前の親父が餓鬼の頃に着た服らしいから、もしかしたら似合うんじゃねえか？」

　そう、贈られてきた服はアランが小学三年の時に仕立てた物だそうだ。しかも太陽生誕祭限定というから驚きである……俺用に仕立て直すのにズボンの丈たけをちょっと……かなり詰めたらしい。

「……まあ、餓鬼がパーティーに出る時間なんてほんの少しでしょうから、我が慢まんしますよ」

　案の定、ボルフ先生は着替えた俺を見て大笑いしてたけど。




　パーティー会場を見た感想は派手、まさに税金の無む駄だ遣づかいである。

　食べ切れないだけの御ご馳ち走そうにお代わりし放題の美酒。高級酒の飲み放題なんて初めて見たぞ。

　そして俺は異世界に来て初無双をしてやった。

「マスカット子し爵しやく様の領地で取れるブドウは毎年到着を楽しみにしています。ベアード男だん爵しやく様はこの間素晴らしい武功を上げたと父から聞きました。是非、今度ご教授願います」

　レコルト基礎知識と人物鑑定をフル活用して、会場を盛り上げまくったのだ。爺ちゃんから貴族は名誉欲の塊だと教えられた。その証しよう拠こに自分や自分の領地の事を、誉ほめられると機嫌がすこぶる良くなるのだ。お陰で俺のところには貴族が列をなしていた。

　何しろここに来ている貴族は、王宮で開かれたパーティーに呼ばれなかった人達。家柄は優すぐれていても、政治家としては三流がいいところだろう。普段、自分を誉めてくれるのはゴマすり商人くらいしかいない。あんな下手なお世辞と違って、俺のお世辞は永年のサラリーマン生活で鍛えられた一級品である。

　後日、爺ちゃんからこんな話を聞かされた。

「ジョージ・アコーギはファッションセンスこそ最悪だが、気遣いは一流。彼と話したお陰で元気が出て来た。伯爵家の子息でなかったらぜひ家臣に欲しい」

　アデリーヌとアランは恥ずかしがっていたけど、結果オーライである。
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　そして時は巡って、春。俺は小学四年生になった。ギガリさんとの鍛錬を終えて帰って来ると、痩やせこけた初老の男性が城門から少し離れたところから城を見ていた。それだけなら男性に注目しない。城門の近くで城を眺める人は結構いるのだ。

　俺の目を引いたのは男性の悲壮な表情。死を決意したような顔なのだ。

（アランに娘を弄もてあそばれたとかじゃないよな……鑑定っと）

　ジーク・ボーンビ：ボーブル村長連合代表。年齢四十三歳、グレイン村村長。

「サンダ先生、確かボーブルってアコーギ領の地名ですよね？　あそこを治めている代官はいないんですか？」

　領主は配下を各地に代官として派は遣けんし、ある程度の運営を任せている。

「あそこは魔石を落とす魔物が出ないから、税収が少ないんですよ。それに立地もよろしくないですし。確か今は各村の村長達が合同で運営しているはずです」

　レコルト基礎知識にアクセス。

　ボーブル：オリゾン西部の地名。北は王都、西はコーカツ領、南はナイテック領と接している。また南西部には海、南部にはタスク山がある。土ど壌じようが良く作物の実りが良い。

（タスク山？　そういやタスク山のドラゴンイベントはアコーギ領って設定だったよな）

　回数こそ少ないがアコーギ領もゲームに登場している。その一つがタスク山のドラゴンだ。アコーギ領に住んでいるドラゴンが凶暴化してしまい、ジョージが主人公に討とう伐ばつを命令する流れ。

「あそこにいる人、ボーブル村長連合の代表みたいなんですけど、うちに何か用事あるんですかね？」

「恐らく何か訴えたい事があるのでしょうがアポイントを取っていないんだと思います。あそこでアラン様が帰ってくるのを待っているんでしょうね」

　いわゆる直訴ってやつだ。衛えい兵へいに聞いてみたら朝から待っているらしい。

「お父様はゴルド公爵のパーティーに出掛けて、一週間は帰って来ないんですよ。サンダ先生、話を聞いて来てもらえますか？」

　壁かべに耳あり、障しよう子じに目ありだ。誰に聞かれるか分からないから、アランの事をお父様と呼んでおく。
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　訴えの内容は胸糞の悪い物だった。なんでもアランは大規模な軍事演習を計画しており、ボーブルに兵ひよう糧ろうを出すように要求してきたそうだ。

　でも、今は春。残っているのは自分達が食べる分と種たね籾もみや種たね芋いもだけ。

　自分達が食べる分を渡してしまったら飢うえ死じにするし、種籾を渡したら今年の収入がなくなってしまう。そこでジークさんが代表して免めん訴そに来たそうだ。どうやらジークさんは人の好さに付け込まれて貧乏くじをひかされたらしい。

「お話を聞いてみましたら、何度か提出する食糧を減らしてもらえないかと、担当者に頼んだみたいなんですが〝だったらお前が町で働けばいいだろ。それに女房子供がいるなら奴ど隷れいとして売れば金も入るし、必要な食糧も減るじゃないか〟と言われたそうです。ジョージ様、アラン様にお伝えしますか？」

「伝えても無駄ですよ。恐らくアランには耳触りの良い言葉しか入ってないと思います。俺の言葉なんて信じませんよ」

　それに子供の言葉で政策を方向転てん換かんしたら、周囲の信用をなくしてしまう。だからといってこの状況は無視出来ない。なんとか出来ないか頭をフル回転させる。

「要求された食糧を代わりに用意するとしたら、かなりの金が必要になるぞ」

　ボルフ先生の言う通り、個人でどうこう出来る金額ではない。ない頭を更に絞っていると、ジョージメイド隊から客が来たと伝えられた。

「ジョージ様、お母様がお越しです」

　母さんが直接俺の部屋に来る事はあまりない。夕食は一緒に食べているし、暇ひまを見つけて顔を出すようにしている。

「ジョージ、再来週お爺様のところに行くわよ。それとお義か母あ様が太陽生誕祭で着た服を貸して欲しいそうよ」

「この時期にお爺様のところに行くんですか？」

　爺ちゃんのところには定期的に里帰りしているけど、基本学校の長期休みに合わせてだ。

「お義母様から手紙を届けて欲しいとお願いされたのよ」

　アデリーヌはアランの軍事演習に合わせて貴族の御婦人方を集めてお茶会を開くそうだ。その時、自分やアランが着た服を並べて自じ慢まんするらしい。そこに俺や母さんがいたら邪じや魔まだから、用事を言い付けて追い出すと……。

（ったく、領民から金をむしり取ってお茶会かよ……まてよ、これは使えるな。上手く動けばアリバイ工作が出来る）

　あの服の所有権は俺にある。俺は成長期だから来年には着られなくなってしまい、タンスの肥こやしにしかならない。それなら有効活用するのが、人の道ってやつだろう。

「ボルフ先生サンダ先生、少し忙しくなりますけど動いてもらっていいですか？」

　ゲームのジョージには有能な配下はいなかったけど、俺には先生達がいる。

「その顔は何か思い付いたな。いいぜ、言ってみな」

「さすがにこの状況は捨てておけません。何なりとお申し付け下さい」

　俺の頼みを聞いたボルフ先生とサンダ先生は静かに部屋を出て行った。
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　ボルフ先生が戻って来たのは、次の日の夜。

「ジョージ、丁度いいやつが手に入ったぞ」

　ボルフ先生に頼んでいたのは金メッキのボタンとイミテーションのルビー。ブラックマーケットで買って来てくれただけあり、かなり精せい巧こうな出来だ。

「それじゃ付け変えるんで、闇市で売ってきてもらえますか？」

　普通の店に売ったら足が付いてしまうけど、ブラックマーケットなら心配ない。

「本当にいいのか？　ばれたらやばいぞ」

　純金のボタンとルビーのブローチなら、そこそこの金額で売れると思う。

「そこは考えていますよ。腕のいい盗賊に渡りを付けてもらえますか？　ついでにその人が欲しがっている物を調べておいて下さい」

「ジョージ様、出立の準備が出来ました。それとこちらがパーティーの参加者とタイムスケジュールになります」

　文官に顔が利くサンダ先生にはパーティーの詳細を聞き出してもらった……さすがは女子会、パーティーにはイケメン吟ぎん遊ゆう詩し人じんと有名占い師を呼ぶらしい……どうやら運は俺に味方してくれたようだ。

「それじゃボルフ先生、後から合流して下さい。サンダ先生、明日は御者をお願いします」
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　俺とサンダ先生を乗せた馬車は朝日を浴びながらゆっくりと動き出す。学校には三週間の休学届を出しておいた。母さんには急きょ爺ちゃんに相談したい事が出来ましたので、先に出掛けてきますと手紙を置いてきてある……叱られる前に爺ちゃんに説得をしてもらおう。

「ボルフさんが合流次第、ギリアム商会に行くんですよね？」

「はい、ギリアム商会で麦の種籾を仕入れていきます」

　ヴェルデに間に入ってもらい商売の経験を積ませる予定だ。

「種芋は買わなくていいのですか？」

「ええ、農業の本を読んだんですけど、俺の知識を活かせると思いますので。準備ができ次第ボーブルに向かいます」

　ボルフ先生が合流したのは、その日の夕方。

「例の金ボタンとルビーは結構いい値段で売れたぞ」

　テーブルの上に置かれたのは、パンパンに膨ふくれた革袋。

（全部で百万ストーンか……これで元もと銭せんが出来た）

　革袋を鑑定してみたら、ありがたい事に金額まで分かった。

　ストーンはオリゾンで使われている金の単位。魔石が通貨代わりに使われていた時代の名残なごりらしい。ゲームでの単位表記はＳ、＄と似ているとかオリゾンにアルファベットがあるんですかとユーザーから突っ込まれたのを覚えている。

「ありがとうございます。思ったより高値で売れたんですね」

　ボタンとブローチだけでこんな高値になってしまうと、最初のお値段がいくらだったのか気になる。うちは風の魔石の輸出で儲もうかっているとはいえ、無駄使い過ぎるだろ。

「それと盗賊と渡りがついたぜ。調べてみたら、そいつの女房が病やまいに掛かっていて薬を探しているらしい」

「それじゃ盗賊に伝えてもらえますか？　例の服とアデリーヌの持っている宝飾品を盗ぬすんで欲しい。服は処分して宝飾品は指定した場所に隠す事。協力してくれるのなら、依頼金の他に欲しがっている薬を用意する。薬は俺の部屋に置いておくから、盗む時は適度に部屋を荒らしておく事。細かい動きは書類に書いて渡すので、確認後、燃やすように」

　金ボタンとブローチが偽物とすり替わっているのが、ばれたら大騒ぎになってしまう。証しよう拠こ品ひんは速やかに消去するのが基本だ。

「お前も被害を被こうむって怪しまれないようにするのか」

　他にもお宝があるのに、例の服だけが盗まれたら怪しまれてしまう。そして大切な宝飾品が行方不明になれば、アデリーヌは怒って草の根を分けてでも探させるかもしれない。でも、宝飾品が返ってきたら、パーティーの最中に物を盗まれるという醜しゆう聞ぶんを隠すのに必死になる。そして俺にも被害が出れば万が一にも怪しまれる事はないだろう。それにパーティーが開かれている時犯行時刻に俺達はコーカツ領にいるから、アリバイもばっちりだ。

「それじゃ資金も手に入った事ですし、ギリアム商会に種籾と薬を買いに行きますか。薬は爺ちゃん名義で俺の部屋に届けてもらいます」

　爺ちゃん名義というのがミソだ。ローレン・コーカツからの贈り物を盗まれたのがばれたら、大問題になる。アラン達は必死になって盗品を探すだろう。それこそ藁わらをも摑つかむ思いってやつだ……それが俺の狙いなんだけどね。

「そんなに一いつ生しよう懸けん命めいになられて、ジョージ様はボーブルに思い入れがあるのですか？」

「まだ見た事もない土地ですよ。それにこれは自分の為なんですし」

　ボーブルには宿屋もなくコーカツ領に行く時も通り過ぎるだけで、きちんと見た事がない。だから、思い入れなんてある訳がない。

　ちなみに薬はガラス瓶に入った白い液体だった。そして何でもかんでも鑑定したり、調べるのはやめよう。世の中には知らなくていい事もあると知った。

　鑑定結果　薬：原材料ポニーホッパーの体液。ポニーホッパーは、小さな馬くらいの大きさに成長するカマドウマの魔物である。レコルトでは腸チフスの特効薬に用いられるが、倒すのが困難な為に高値で取り引きされている。

　……名前も知らない盗賊の奥様、悪気はなかったんです。
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　ボーブルは思った以上に辺へん鄙ぴなところだった。見渡す限り大自然が広がっていて、人が住んでいる痕跡はわずかに見える畑だけである。

「村を見つけられなきゃサバイバル生活ですね」

　魔物は出ないかもしれないが、これだけ自然が残っていると野生の獣が出ると思う……熊とか虎が出たら一巻の終わりだ。

「事前に連絡を入れてあるから大丈夫ですよ」

　さすがはサンダ先生抜かりがない。でも、待ち合わせの目印になるような物が全く見えないんですけど。

「あれじゃねえか。向こうに煙が見えるぞ」

　……狼煙のろしとは随ずい分ぶんと渋いな。

「ボーブルの人は魔石を買えないから、煮に炊たきに薪たきぎを使っているそうですよ」

　魔石は冒険者が命いのち懸がけで取ってくるから、安い値は付かない。

（あれを実現出来れば何とかなるんだけどな）

　それにはまず安定した収入が必要だ。家にある物を売るなんて手段はこれで最後にしなくては。

　狼煙に向かって近付いていくと、村らしき物が見えて来た。

「あれですかね……？」

　粗末な小屋が数軒建っているだけで、お世辞にも村とは呼べない。小屋は木製で、扉もなく入り口には莚むしろが垂れ下げられているだけだ。

「ジョージ様、ようこそお出で下さいました。汚い所ですが、ゆっくりしていって下さい」

　俺達を出迎えてくれたのはジーク・ボーンビさん。ジークさんは薄汚れた野良着を着ていて、村長というより貧農といった感じだ。

（アランはここから更に毟むしり取とろうってのか……俺もアランを責められないな。アコーギ領に住みながら、ボーブルの事を知ろうともしなかったんだし）

「わざわざすいません。種籾を持って来たので、各村で分けて下さい。それとじゃが芋の植え付け作業を見せてもらってもいいですか？」

「種籾を分けて頂けるのですか？　あ、ありがとうございます」

　ジークさんは顔中を涙で濡ぬらし、その場に崩れ落ちた。

　無理もないと思う。彼はその痩せ衰えた肩にボーブルの命運を乗せられていたのだから。

「違いますよ。この種籾は貴方あなた達に預けるだけです。秋になったら、同量の麦を返して下さいね」

「わ、分かりました。じゃが芋畑はこちらです」

　ジークさんの後を付いてあぜ道を歩いて行く。

（なんか日本のお爺ちゃんの家を思い出すな……あれはワラビじゃないか？）

　鑑定してみるとやっぱりワラビだった。でも、不ふ思し議ぎな事に取られた形跡がない。

「サンダ先生、あの草を食べる人はいないんですか？」

「あれはグローブプラントといって毒を持っているんですよ」

　オリゾンの土壌は豊かだ。畑に作物を植えれば手をかけなくても育つし、野山には食料となる昆虫が沢山住んでいる。わざわざ毒のある山菜を食べる工夫をしなくてもよかったんだろう。

「グローブプラントが食べられたら子供達のお腹も少しは満たせるんですけどね」

「食べられますよ。少し手間が掛かりますけど」

　俺の故郷では山菜をよく食べる。子供の頃は美お味いしさが分からなかったけど、大人になってからは日本酒のベストパートナーとして大だい活かつ躍やくしてくれた。

「ほ、本当ですか？」

「ええ、他にも食べられる物がないか後から探してきますよ」

　ジークさんは喜んでいるけど、ボルフ先生は胡う散さん臭くさそうな目で俺を見ている。

「最初にお前が食えよ……あんな草が食えるなんて信じられないな」

　見ていろ、フグの卵巣やベニテング茸だけをも食用にした日本人の底力を見せてやる。

「ここがじゃが芋畑です。今から植え付けをしますので、見ていて下さいね」

　ジークさんは畑に穴を開けると、じゃが芋をそのまま穴に入れた。

（植えれば実るから、農作業にも工夫がないんだな）

「ボルフ先生、狼煙を上げたところから灰を持って来てもらえますか？」

「灰だ？　んな物なんに使うんだよ……ったく、ちょっと待ってろ」

　ボルフ先生はひとしきり憎まれ口をきいた後、踵きびすを返して走り去って行った。

「じゃが芋の生命力って驚く程、強いんですよ。だからこうしても立派に育つんです」

　ナイフで種芋を真っ二つにする。突然の奇行にサンダ先生とジークさんは唖あ然ぜんとしたまま固まっている。

「ほらよ、灰だ……サンダ、どうしたんだ？」

「でも、このままじゃ腐くさってしまうので、断面に灰を塗ぬります」

　菌を防ぐ効果もあるらしいけど、あいにく俺は菌の存在を証明する術すべを持っていない。

「あ、あの本当に大丈夫なんでしょうか？　確かに、それなら種芋が半分で済みますが」

「取りあえず芽が出れば信じてもらえますよね。サンダ先生、じゃが芋に発芽スプラウテイングの祝福を掛けてもらえますか？」

　スプラウティングの祝福は農のう耕こう神しんラヴーレに仕える神官が使う魔法で、植物の発芽を促うながすそうだ。ただし、土の栄養を触しよく媒ばいとして使うらしく、今ではあまり使われていない。

「わ、分かりました。全ての作物を司つかさどるラヴーレよ。その祝福をこの作物にお与え下さい……スプラウティング!!」

　サンダ先生が魔法を唱えると、一滴の水が畑に落ちた。同時に土が盛り上がり芽が顔を出す。

（しまった……サンダ先生に傘かさを持ってもらえばよかった）

　そうしたら、あの名シーンを再現出来たのに。サンダ先生はトロルじゃなくオークだから問題ないはず。後はミケバスか。

　俺が余計な事を考えていると、ジークさんが地に膝ひざをつけて深々と頭を下げてきた。

「す、凄い。ありがとうございます。これでボーブルは救われます」

　いや、漫画を読んで覚えたネタなんでそんなに喜ばれると、都合が悪いです。異世界物ラノベでもよく使われているネタだし。

「それなら灰は少しで良かったじゃねえか」

「灰はワラビのあく抜きにも使います。熱湯に灰を混ぜてワラビを入れておけば食べられるようになるんですよ」
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　このピンチをどう切り抜けたら、いいんだろうか……。せめてものお礼にと招かれた食事の席。質素ながら精一杯のもてなしをしてくれていると分かる。さすがに無む下げには出来ないけど。

「ジョージ様、どうぞお召し上がり下さい。これだけ大きいリバーワームは滅めつ多たに取れませんよ」

　皿に盛られているのは人間の拳こぶしくらいある黒い幼虫。レコルト基礎知識にアクセスしたらざざ虫の事らしい。前世で居酒屋に飲みに行った時、悪ノリをしてざざ虫を注文した事があったが中々インパクトのある味だった。最初は佃つくだ煮にの甘辛い味がしていたが最後辺りになると〝おっす、オラざざ虫〟って感じで強烈に虫感を主張してくる。

（どうする……どうにか上手く断る事は出来ないか……うん？）

　強烈な視線を感じたので辿たどってみると、視線の送り主はジークの子供達だった。

（これはチャンス。ピンチを切り抜ける言い訳は得意中の得意だぜ）

「俺は朝に沢山食べてきたから大丈夫だ。それより子供に食べさせればいい」

　噓だ。朝から何も食べていない。でも大丈夫、子供達が巨大ざざ虫に喰らいつく姿を見たら、食欲なんて消きえ失うせてしまったから。

「何から何までありがとうございます。ジョージ様がボーブルを治めてくださる日を楽しみに待っています」

　ジークさんのお礼を聞きながら、俺達は一路コーカツ領を目指した。
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　俺は爺ちゃんに事の顚てん末まつを伝えた。

「それで、これからどうするんだ？　俺に頼みたい事があるんだろ？」

　さすがはローレン・コーカツ、話が早い。

「パーティーに呼ばれている吟遊詩人に、ある歌を歌わせて欲しいんだ」

「ブレイブ・アイデックの歌ではないだろ？」

　吟遊詩人は勇者達の活躍を題材にした歌も歌うが、貴族のパーティーに呼ばれた時は、即興で貴族を褒ほめ称たたえる歌を作ったりする。

「親の言う事を聞かない馬鹿息子が、親元を離れて後悔する歌がいいな」

「歌でお前の独立を促すのか。それで上手くいくのか？」

　勿もち論ろん、これだけじゃ上手くいきっこない。

「そりゃ爺ちゃんの後押しも必要だよ。でもアランにはもうひと押しするけどね」

　爺ちゃんからの圧力に屈して独立を認めるよりも、アランが自ら俺を独立させようと思った方がスムーズに話が進む。

「そんなに上手くいく方法があるのか？」

「まあ、見ていてよ。細工は流々、後は仕上げを御ご覧ろうじろってね」

　仕上げは俺の神使様に頼むとしよう。
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　俺は宛あてがわれた部屋に戻ると、机の引き出しを開けた。

「助けて、ミケえもん。アランがいじめるんだ」

「ど阿呆!!　ドラ○もん先せん輩ぱいは猫界のスパースターなんやぞ……それで今日はなんの用や」

　現れたのはドラ猫型神使のミケ。

「ある占い師にお告げをして欲しい。そいつは盗品の在あり処かを探すように命じられると思う。だからその場所を教えてやって欲しいんだ」

「教えるも何もお前が隠させたんやろが……で、後はなんてお告げをすればええんや？」

　さすがは神使様、分かってらっしゃる。

「ジョージ・アコーギをいつまでも領都グリフィールに置いておくと不幸を招く。だから遅くとも三年後には独立をさせよ」

　盗品を見つけた占い師の話なら、アラン達も信じるだろう。
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　数日後、占い師の宣せん託たくに従って捜索したところ、例の服以外は見つかったそうだ。

「ジョージ様、薬が戻ってきましたけど、盗賊の奥様の病気は治ったんですかね」

　サンダ先生はアランサイドから戻って来たガラス瓶びんを見ていぶかしんでいる。

「盗ませたのは薬の中身だけですよ。アラン達は薬の中身が何か知りませんし。それはただの牛乳ですよ」

　日にちが経っているんで、薬効どころかお腹を壊す作用があると思う。でも、ガラス瓶は安くないから、洗ってとって置く。

「ばっちりだぜ。アデリーヌは大切な宝石が戻ってきた事で、あの占い師に全幅の信頼を寄せているぞ。アランは吟遊詩人の歌で変なスイッチが入ったらしく、お前に領主の苦労を味わわせるのも親の務めだって息巻いていたぜ」

　俺の腹は決まった。自分が生き残る為に、そして民衆の為にも俺は領主を目指す。

「サンダ先生、ボルフ先生。俺は独立を目指しますが、付いて来てくれますか？」

　独立出来るか分からない。それに上手く独立出来たとしても、十分な給料を払える保証なんてない。

「今更なにをおっしゃっているんですか。こんな面白い仕事は他の人に譲ゆずれませんよ」

「あのな、ここを辞めたらまたアサシンになるんだぞ。どうせ危ない橋を渡るんなら、他人様に誇れる方がいいに決まってるだろ」













　幸さいわい、ボーブルは豊作となり、無事に年を越せたらしい。俺も鍛たん錬れんや政治工作に奔走して気付けば五年生となった。そんなある日、珍めずらしく父親アランが俺に話し掛けてきた。




「ジョージ、お前に婚約者がいるんだ。明日、その娘に会うぞ」

　婚約者、つまりマリーナの事だと思う。既に嫌われているのが分かっているのに、会いたくないっす。

　やはり俺の婚約者はマリーナで確定らしい。こうなる事を予あらかじめ想定して、先生達にアランやライテック家の事を調べてもらっておいたのだ。サンダ先生の話では、ライテック家は家うちから随ずい分ぶんと金を借りているらしい。

「サンダ先生、ライテック家は家うちから幾らくらい借りているんですか？」

　娘を差し出さなきゃいけない大金とは幾らくらいなんだろう。金額の多た寡かはともかく人身売買のようで、凄く気分が悪い。

「合計九百万ストーンです。婚約が成立すれば借金を帳消しにした上に月々五十万ストーンを無む償しよう融ゆう資しするそうですよ」

「無償融資ですか。俺と結婚したら融資は帳消し、婚約を破は棄きしたら融資した金を回収する手はずですね」

　ゲームでは国を幾度も救ってくれた勇者の圧力により婚約が破棄されてしまう。ちなみに融資された金も有う耶や無む耶やのまま帳消しになっていた。でも、ライテック家に融資した金は税金なんだから俺はきっちりと回収してやる。

「一ヶ月五十万ストーンだと!?　何にそんなに使うんだ？　ライテック家はかなり質素な生活をしてたぞ」

「貴族との付き合いって、金が掛かるんですよ。パーティーに呼ばれたらそれなりの服装をしなきゃいけないし、物を貰もらえばお返しも必要ですしね。教養や礼儀作法も身に付けなきゃ駄だ目めですし」

　俺からしたら馬鹿らしい話だけど、パーティーに出る時の服は状況や主しゆ催さい者しやの家格に応じて変えなきゃいけないらしい。無論、量産服なんて売ってないから、全て仕立て服。俺みたいに成長期だと、すぐに着られなくなってしまう。オリゾンの貴族には勿もつ体たいないって言葉はないんだろうか？

「おいおい、ライテック家の奴らは食費も節約してるんだぞ。なんで金を借りてまで貴族と付き合うんだ？」

「王宮騎士に復帰する為だと思いますよ。王宮騎士になるには、貴族の後押しが必須。貴族と仲良くなるにはパーティーに出なきゃいけない。パーティーに出るには金が必要。王宮騎士なんてくだらない夢は諦あきらめて、普通に仕事を探すって気持ちにならないんですかね」

　でも、王宮騎士に復帰するのはライテック家の悲願らしい。アランからの融資は地じ獄ごくに垂れてきた蜘く蛛もの糸に見えたんだろう。

「伯はく爵しやく家の跡継ぎが、それを言うかよ」

　ボルフ先生がからかうような口調で応えてくれる。

「俺の魂たましいには庶民の感覚が刻み込まれているんですよ。それでボルフ先生、ライテック家はどんな感じでしたか？」

　罷まかり間違っても、マリーナが喜んでいる事はないと思う。

「聞いて喜べ。お通夜みたいな空気になってたぞ。父親は〝家の為にすまない〟ってマリーナに頭を下げるし、マリーナは〝私が犠ぎ牲せいになって、弟を王宮騎士にしてみせます〟って気合いを入れてたな」

　化け物に人ひと身み御ご供くうとして捧ささげられる気分なんだろうか？　私が犠牲になれば村を守れるんですって感じに思える。

「しかし、なんでマリーナさんは、そこまでジョージ様を嫌うんですかね？　アコーギ家でも第三小でもジョージ様を嫌う人はほとんどいないんですよ」

　その例外に父親や祖母が含まれているのは皮肉としか言いようがない。

「サンダ、知らないのか？　こいつの第一小での評判は最悪なんだぜ。庶民や亜人と仲がいい貴族の面汚し・祖父の権力を笠に着て脅おどしを掛けてくる卑ひ怯きよう者もの・成績が良いからといって、我々を見下す嫌な奴等々……こいつの悪評は枚挙に暇いとまがないんだぜ」

　亜人はクラスメイトの事だろう。ヴェルデの件以来、俺はクラスメイト達から兄貴分として扱われている……兄貴分ってより、みんなの父親と変わらない年なんだけどね。

　爺じいちゃんの後うしろ楯だても、ヴェルデの件に尾お鰭ひれが付いて広まったんだと思う。あれから第三小の生徒が、第一小の生徒に絡まれる事がなくなったから結果オーライだ。

　成績については、俺は一応専門学校卒だし、オリゾンでもトップクラスの頭脳を持つサンダ先生に教えてもらっている。成績優秀で当たり前であって威い張ばったつもりはないけど、それが逆に鼻につくのかも知れない。

「貴族の世界は嫉しつ妬とが凄いですからね。意図的に悪い噂うわさを流して、爺ちゃんや俺の面メン子ツを潰したいんじゃないですか？　それじゃマリーナとの仲は積極的に進めないで、ある程度の距きよ離りを保っていきたいと思います」

　嫌われていると分かっていて近付く程、俺の面の皮も厚くない。かといって子供相手に大人おとな気げなく嫌な態度を取るのも情けないし。

「話は変わりますが、ジョージ様が小学校を卒業されたら領地を治めさせるという話が出ています……ジョージ様、どこを治めるか決めましたか？」

　ようやくここまでこぎつける事が出来た。あの後、爺ちゃんが色々と手を回してくれて実現したのだ。当然、サンダ先生もボルフ先生も知っている。ちなみにアランは俺とアミを離せると乗り気だそうだ。

「ボーブル地方を選ぶつもりです」

　サンダ先生とボルフ先生の表情が固まる。ボーブルはアコーギ領西部にある地域で、貧しいという意味を持つ。その為か、アコーギ家からあまり重要視されていない。

「同情ではないですよね。あそこの利点はコーカツ領と隣となり合あっているくらいですよ」

「ジョージ、あそこはほとんど魔石が取れないんだぜ」

　ボーブルが貧しいという不ふ名めい誉よな名前を付けられたのは、土地が痩やせているからではない。金の単位がストーンになっているくらい、魔石はオリゾンの経済において重要な位置を占めている。例えばコーカツ領の死者の森は闇やみの魔石が多く取れるので有名だ。

　ちなみに調べてみたら魔石の名産地は、六ろく魔ま枢すうの出現地点と被かぶっていた。闇の魔石を産出するコーカツ領の死者の森。光の魔石を産出する王都近くにあるルーメン山。水の魔石を産出するウォーテック領ハイードロ教区内にあるルラキ湖。地の魔石を産出するアーシック領にあるテッラ台地。火の魔石を産出するイジワール領にあるイグニス荒野。そして風の魔石を産出するアコーギ領東部にあるヴェント谷。

「勝算はあります。魔石は取れませんが土地は豊かだし、海とも面しています。何かあった時に独立してやっていける所なんですよ。それにグリフィールがある北部やヴェント谷がある東部はアランが手離しませんよ」

　先生達の反応は予想通りだ。豊作だったとはいえ、ボーブルの税収はアコーギ領で一番低い。

「しかしボーブル南部にはタスク山があります。あそこはドラゴンの棲すみ処かなんですよ」

　そんな事は百も承知、むしろタスク山があるからボーブルを選んだんだ。タスク山のドラゴンはキミテのイベントにも登場する。魔物の影響で凶暴化したドラゴンを勇者が倒す。タスク山のドラゴンは全滅したかに思えたが、卵が一つだけ残されており、卵からかえった赤ちゃんドラゴンは勇者とヒロインを親と思い込み懐なついてしまうという突っ込み所満まん載さいのイベントだ。

「それを含めてボーブルを選ぶんです。サンダ先生、優秀な文官との交流を深めてもらえますか？　ボルフ先生は生まれ、種族に関係なく働きのいい人を集めて下さい。俺は爺ちゃんから融資を受ける為のプレゼンを進めます」

　キミテの物語が始まるまで、まだまだ時間はある。だから今から動いて、俺だけの城を作るんだ。
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　ゲームの物語中で、ジョージがマリーナに固執したのも頷うなずける。光を浴びて煌きらめく金色の髪かみ、血管が透けて見えるくらい白い肌、人形のように整った顔。マリーナ・ライテックは賛さん辞じを尽くしても足りないくらいの美少女だった。




「マリーナ・ライテックです。ジョージ様、今日からよろしくお願い致します」

　マリーナは、そう言ってにっこりと微笑ほほえみながら挨あい拶さつをしてくれる……ただ、目は全く笑ってない。












（女はこの年から女なんだな……上手に本音を隠してきやがる）

　あの微笑みの裏に暗あん澹たんとした気持ちを隠しているなんて、子供のジョージには分からなかったと思う。

「ジョージ・アコーギです。あまりにも突然の事でしたので、正直驚おどろきを隠せません。マリーナ様と仲良くなれる自信はありませんが、高名なライテック家の方とお会い出来た事を光栄に思います」

　マリーナに一礼をした後に、マリーナの父親に話し掛ける。マリーナに惚ほれているなんて思われたら大変だし、何よりマリーナの汚物を見るような視線に耐えられないのだ。そして大事なのはマリーナより、ライテック家を重要視しているというスタンス。

「おお、さすがはお噂に高いジョージ様ですね。素晴らしいご挨拶です。しかし、男には勉学だけでなく武術も必要ですよ。もしよろしければ私が鍛錬を付けましょうか？」

　マリーナの父親もかなりのイケメン。俺ジヨージと違って遺伝子がちゃんと仕事をしたって感じだ。

「機会があればよろしくお願いします。でも、ご安心下さい。父アランもおりますし、ギガリ・シンセロ様に鍛きたえてもらっています」

「ち、血ち塗まみれの狂い熊……ジ、ジョージ様は魔法はどれくらい使えるんですか？」

　うん、その異名が伊だ達てじゃないって身を以もつて知りました。ドンガもギガリさんに鍛えられてゴツくなったし……泣き虫は相変わらずだけど。

「サンダ・チュウロー先生に師事して六属性の初級魔法は使えるようになりました。もっとも、まだまだ実戦レベルには程遠いですけど」

　ゲームやラノベなら魔法を簡単にマスター出来るんだろうけど、俺は六年間、修業してもまだこのレベルだ。

　ちなみにマリーナは、一切興味を示さずニコニコと笑っている。

（ミケならマリーナの本音を読めるか？　……おい、ミケ、ミケ!!）

　しかし、テレパシーを送っても全く返事がない。

（ミケの奴、何があったんだ？　マリーナを鑑かん定ていしてみるか）

　鑑定結果　名前：マリーナ・ライテック　種族：猿人　性別：女　身分：ライテック家長女　年齢：十歳　能力：レイピア３級・フォースボール・フォースアーマー・悲劇のヒロイン

　貴方あなたへの好感度：Ｇゴキブリ百匹分

（Ｇ百匹分ってなんだよ!!　……うん、あれはなんだ？）

　一瞬、マリーナの背後で白い何かが動いたように見えた。見えたのはほんの一瞬だったから、鑑定も間に合わなかったが人の形をしていたように思える。

（庭にフェアリーでも紛れ込んだのか？　……いや、見間違いだよな）

　ファンタジーな世界だけあり、レコルトにはフェアリーがいるらしい。らしいと言うのは、俺がまだフェアリーを見た事がないからだ。フェアリーを見る事が出来るのは清い心を持った人間だけらしい……おっさんに清い心なんて無い物ねだりでしかない。

　それに、誰も何も言わない。もし見えていたら、この気まずい空気を打開出来るのに。この空気を何とか出来るんなら、妖精でもなんでも利用すると思う。……とりあえずジャパニーズサラリーマンが話題に詰まった時の十八番おはこ、天気の話題でこの場をしのごう。
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　俺は見合いの報告をしに、先生達と王都にある爺ちゃんの別邸に来ていた。俺から見合い結果を聞いた爺ちゃんは腹を抱えて笑い出す。

「クックック、ゴキブリ百匹分とは随分手て酷ひどく嫌われたな」

　笑い過ぎたせいか、爺ちゃんの目に涙が薄うつすらと浮かんでいた。真ま面じ目めなサンダ先生はリアクションに困っているけど、ボルフ先生も腹を抱えて笑っていた。

「マリーナは一回もジョージ様と目を合わせませんでした……お前、よくあの空気で一時間も我が慢まん出来たよな」

　ボルフ先生の言う通り、マリーナとのお見合いは一時間で終わった。でもマリーナと会話した時間は正味五分もなかったと思う。それでも気まずい空気にはならなかった……いや、俺がさせなかった。サラリーマンには今一盛り上がらない場をなんとか繋つなぐ会話術が必須なのだ。天気の話を終えたら、その場にいる人達の趣味の話題を振って時間を稼かせぎ、次はアランとマリーナの父親の若い頃の自じ慢まん話ばなしを引き出してやったのだ。

「アランに二人で散歩でもしてきたらどうだって、言われた時は本気で困りましたよ」

　アランに言いたい、お前と違って息子ジヨージはイケメンじゃないんだぞと。もっとも、マリーナの具合が悪くなったから散歩は中止になったけど。但し、マリーナは帰る時が一番元気でいい笑顔でした。多分、マリーナが日本にいたら〝今日、田舎いなかから弟が来てるの〟そんなお断りの定番台詞ぜりふを笑顔で喋しやべると思う。




「あの、ジョージ様は平気なんですか？」

　真面目で優しいサンダ先生は、俺がマリーナに嫌われて傷付いていると思っているのだろう。

「だって向こうマリーナはまだ子供なんですよ。本気になる方がヤバいじゃないですか。劇に出てくる悪役を毛嫌いするような感覚だと思いますよ」

　しかし、俺に恋人が出来たら浮気になってしまうから、とっとと婚約を解消したいんだけど……。

（待てよ、俺の恋人って何歳くらいがベストなんだ!?　俺の個人的ストライクゾーンは二十四歳から四十歳……精神年齢的にはベストだけど実年齢だと姉あねさん過ぎるか）

　少なくとも今のマリーナは恋愛対象から外れ過ぎていて、恋愛感情より保ほ護ご感情が出てきてしまう。

「随分と冷静に割り切っているんですね」

「見た目は餓が鬼きですけど、中身は勤め人リーマンのおっさんですからね。割り切らなきゃ、やってられない事が沢山ありましたよ」

　仕事ばかりにかまけていたら彼女に振られた事があったけど、振られたからといって納期は延びてくれない。割り切ってキーボードを叩たたかなきゃ一歩も前に進めないのだ。

「俺としたら可愛い孫ジヨージが穀潰しライテツクと親しん戚せきにならなくて安心したよ」

　マリーナの事を嫌ったり憎む気はないけど、泥棒に追おい銭ぜにを渡す気も更々ない。しかし、今の俺はただの餓鬼。前世の知識があるだけの無力な餓鬼でしかない。その為には力を付ける必要がある。単純な戦闘力だけじゃなく経済力や権力を持たなきゃいけないんだ。

「爺ちゃん、マナプラントの調子はどう？」

　マナプラントはキミテにも出てきた植物系の魔物だ。蔦つたを自在に操あやつり、プレイヤーの魔力を吸い取ったり魔石を盗ぬすんだりするので、キミテでも嫌な魔物の代表格とされている。そしてこっちでもマナプラントは嫌われていた。マナプラントは魔石や魔力を吸収して、成長する。知らぬ間に魔石保管庫まで蔦を伸ばして倉庫が空っぽになっていたなんて事もあるらしい。

「バッチリだ。まさかマナプラントがあんな風に使えると思わなかったよ。これで屑くず石いしの処理にも困らなくなるし、何より事故を防げるのが一番ありがたい」

　魔石の使い方は多た岐きにわたる。魔法の触しよく媒ばいとして使われる事もあるが、日常生活でも多く使われていた。例えば火の魔石で煮に炊たきをしたり、地の魔石に術式を刻み込んで衝しよう撃げき吸収の魔石に加工したりするのだ。魔石は人々の暮らしに深く根差しており、魔石なしには暮らしが成り立たないとさえ言われている。

　ただ魔物が残す魔石は、形が歪いびつな物が多く加工しなければまともに使えない。その際に、どうにも使えない小さな欠片かけらが出てしまう。それが爺ちゃんの言った屑石だ。

「闇の魔石は特に屑石が多く出ますからね。ジョージ様の発見はオリゾンだけではなくレコルト全土に大きな影響を与えますよ」

　闇の魔石は他の魔石にはない特有の性質を持っている。どの属性の魔力も通さないので、絶縁体代わりとして使われているのだ。だから煮炊きする際に火の魔石を固定する台座等に使われている。その為、どうしても他の魔石より屑石が多く出てしまう。

「ああ、屑石が引き起こす事故はかなりの数だ。それに保管するにしても場所を取るし、処理費用も莫ばく大だいだからな」

　屑石とはいえ魔石だ。火の屑石が原因で大火となり多数の死傷者をだした事故もあったそうだ。

「しかし、まさかマナプラントに屑石を食わせるとはね。しかも成長したマナプラントから新たな魔石が取れるんだから驚いたよ」

　そう、俺が思い付いたのはマナプラントに屑石を食べさせるという処理方法。しかも、マナプラントは摂取した魔石に応じた属性に成長してくれた。

「それとマナプラントを加工すれば魔石運搬用の箱が作れます……爺ちゃん、これで融資をお願い出来るかな」

　領地を経営するにしても、新たな事業を起こすにしても先立つのは金だ。本当ならアランからの援助が入るはずなんだけど、それを貰ってしまったらマリーナとの婚約を破棄出来なくなってしまう。爺ちゃんからも援助を受けられると思うが、それを快こころよく思わないコーカツ家の家臣もいるだろう。しかし、俺が金になる技術を提供したのなら、話は別だ。ない知恵を絞り、色々試して俺はボーブルを独立領にしようと思っている。

「ああ、これなら誰にも文句は言わせない。ジョージ、頑がん張ばれ」




「話は変わるが、お前の記憶だと、この後どうなっていくんだ？」

「この後って言われても物語が始まるのが四年後だけどそれでいい？」

　キミテはオリゾンにある小さな村から始まる。そこは大きな拠より所どころの樹があるだけのなんの変へん哲てつもない小さな農村。主人公の父親はかつて王宮で兵士をしていたが、退役をして、故郷の村に移り住んだ。そして農業で生計を立てながら暮らしているって設定。

「それおかしくねえか？　王宮の兵士は定年まで雇こ用ようされるんだぞ」

　ボルフ先生の言う通り、兵士を辞めても雑務をこなす為、そのまま雇用が延長されるらしい。

「確か王宮の権力争いに巻き込まれて退役に追い込まれたって設定でしたよ」

　しかし、それは正義感の強い主人公の父親を疎うとんでの策略だった。その縁もあり、主人公は王宮騎士団の団長に可か愛わいがられたりもする。

「それこそおかしいです。ただの兵士が権力争いに巻き込まれるなんてあり得ませんよ。もし、権力争いに巻き込まれたとしたら、団長職にある人なら距離を置きますよ」

　王宮騎士団の団長になるには、子し爵しやく家以上の家柄でなくてはいけないそうだ。団長には実力も必要だけど、兵士を一定数動員出来なくては駄目らしい。つまり、自らトラブルの元に近付いたりはしないと。

「主人公が父親に鍛えられていて戦いの基礎が出来ているっていうのと、小さい頃にマリーナと会った事がある設定にしたかったんですよ」

　ちなみに主人公とマリーナはその頃に結婚の約束をしており〝僕の婚約が先だからお前との婚約は無効になる〟というとんでも理論を展開してくれる。勇者には法手続きは無効なのかもしれない。

「王宮を放ほう逐ちくされてライテック家と繋がりがある兵士か……確か麦騒動の時にライテック家に賛同した兵士が十数人放逐されているぞ。ジョージ、続きを頼む」

　さすがは爺ちゃんだ、政治関連にも詳しい。なんでも麦騒動が起きる頃には、ライテック家は兵士を養えなくなっていたらしく、色んな所から出向扱いで兵士が貸し出されていたそうだ。

「その村の近くには小さな祠ほこらがあるんですよ。普段は鍵かぎが掛かっているんですが、ある日主人公が祠に行くと何故か鍵が外れるんです」

　何故、鍵が外れたのかと突っ込んではいけない。運命の悪戯いたずらという奴だ。

「アサシンとしては突っ込み所満載なんだが続けてくれ」

「祠の中には小さな珠が奉られているんですよ。主人公が近づくと突然珠が光り始めて神使ピュリア・アイデックが復活するんです。主人公はピュリアの導みちびきにより王国の高校に入学、そこでヒロイン達と出会うんですよ」

「神使のピュリア……まさか勇者ブレイブ・アイデックの神使ピュリアですか？」

　サンダ先生が驚くのも無理はない。ピュリアはかつて勇者と共に戦った神使。勇者の血に反応して封印が解けたと言っていたが、実際異世界に来てみると勇者の子孫って沢山いるんだよね。

「ええ、フェアリータイプの神使で人気もありましたよ。そして入学式でマリーナと出会うんです。しかし、入学式の帰り道でマリーナはゴブリンに襲おそわれてしまうんですよ。そこに……」

　所謂いわゆる戦闘のチュートリアルだ。作り手が言うのもあれだが突っ込み所満載だから強引に押し進める。

「そこに主人公が駆け付けるって言うんじゃねえよな。王都にゴブリンが出る訳ねえだろ!!」

　甘かった、ボルフ先生が見逃してくれなかった。ボルフ先生の言う通り、王都の警けい備びは厳重でゴブリンなんかが侵入しようとしたら警備兵に瞬殺されてしまう。

「その時、ジョージ様はどうしていたんですか？　マリーナさんにいい所を見せる絶好の機会じゃないですか」

　このイベントを駆け足で説明しようとしたのにはもう一つ理由がある。いや、ここからジョージの不遇な扱いが始まってしまうのだ。

「マリーナと一緒にいますよ。そしてゴブリンに返り討ちにされて気絶します」

　何故かマリーナは帯剣をしておらず、運悪く魔力も尽きていて魔法も使えない。そこでジョージがゴブリンに立ち向かうが、レイピアを当てる事すら出来ずに戦闘は終了。ちなみにジョージはドンガ達に運ばれて退散する。主人公がゴブリンを倒してマリーナの好感度が上がるのだ。

「ゴブリンに返り討ちだと？　今のお前でもゴブリンクラスなら余裕で勝てるんだぞ!?」

「仕方ないでしょ!!　これで主人公プレイヤーは格好良い、ジョージは格好悪いって、印象づけられるんですから。そして二年生の夏に六魔枢の一人が現れて、三年の二月には魔王を倒す事になります。魔族に関しては別の次元から攻めてくるから確認のしようがないですし」

　きちんと卒業式に間に合うのはお約束である。魔族関連は勇者パーティーに丸投げしたい。本当なら魔族出現を食い止められたらいいんだけど、それは不可能だと思う。魔族は魔法を使って転移して来るんだけど、それを阻止するには時間と場所が前もって分からなくてはいけないそうだ。場所は推測が付くけど、何日の何時に現れるなんて設定は決めてなかったし。

「今出来る事をやるしかないんだな。ジョージ、気を抜くなよ。サンダ、ボルフ、ジョージの事を頼む」

　俺が今しなければならないのはボーブルの開かい拓たくだ。幸い、爺ちゃんのコネで前もって開拓出来る権利を手に入れる事が出来た。並行して自分自身の強化、絶対にゴブリンに負けて気絶するのは避さけたい。





　　　　　◇






　小学五年ともなると男女共に異性を意識し始める。それは俺のパーティーメンバーも変わらないようだ。通学馬車の車中、ドンガとヴェルデがモジモジしまくっている。なんでも、婚約者のいる俺に自分達の恋愛相談をしたいらしい。あの婚約者との経験は何の役にも立たないけど、ここはおじさんが一肌脱いであげよう。




「ジ、ジョージ様、女の子はどんな話をすれば喜んでくれるだか？」

　ドンガが顔を真っ赤にしながら尋ねてきた。身長は既に百八十センチを越え見た目はほぼ大人なくせに、中身は思いっきり純情なのである。

「ドンガ、喜ばせる前にきちんと話が出来なきゃ意味ないだろ。今朝も挨拶だけで嚙かみまくってたじゃないか」

　お、お、お、はよーだ、だ、だ、だす……ってラップじゃないんだから。

「そんな事を言っても恥ずかしいだよ。きちんとお話ししたくても胸がドキドキしちまうんだー」

　ドンガはそう言うと、顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。本人はこんな調子だけど、ドンガは何気に女子に人気がある。気は優しく力持ち、体は大きいのに恥ずかしがり屋でつぶらな瞳が母性本能をくすぐるらしい。

「女だって意識し過ぎなんだよ。芋いもかカボチャだと思えば大丈夫だろ」

　使い古された方法だけど、見慣れた芋やカボチャだと思えばドンガも緊張しないだろう。

「ウォールナットさんは芋なんかじゃねえだよ……き、聞かなかった事にしてけろー」

　ドンガは自爆したのが、恥ずかしいらしく、さらに顔を真っ赤にしながら押し黙ってしまった。名前を言わなくても、ドンガはよくウォールナットの事をチラチラ見ているから嫌でも分かるんだけどね。

　ミリカ・ウォールナット、栗り鼠す人の娘で百三十センチと小柄だけど、とにかく元気が良い。ある意味リアルな小動物系な女の子で、明るい茶髪とモフモフな尻尾しつぽが特とく徴ちよう。

「ジョージ様、僕いけない狸になってしまいました。気が付くと女の人の胸や足を見ているんです。僕は地獄に堕おちてしまうんでしょうか？」

　悪い狸ってカチカチみたく、危ない鍋なべを作るんじゃないだろうな。どうやら、ヴェルデは真面目を拗こじらせ過ぎたらしい。

「その理由で堕ちるんなら、世の男の八割は地獄行きになるぞ」

　よくチラ見よりガン見の方が好感を持たれると言うが、あれはあくまでイケメン限定だと思う。

「どうしたら自分を抑えられるんでしょうか。視線に気付かれていやらしい狸だと思われたら僕は耐えられません」

　なんとも微笑ましい相談であるが、当の本人は至って真剣らしく、目に涙を浮かべていた。

「だったら商談をしてると思え。買い手の時に物欲しそうな顔をしていたら足元を見られちまうだろ？」

　ヴェルデは商売の勉強も頑張っており、着実に商才を伸ばしている。最近は父親の商談にも同席しているらしい。

「そ、そんな不誠実な事は出来ません。第一、ラパンさんを値ね踏ぶみするなんて僕には無理です……はぅー」

　そしてヴェルデも自爆。

　コニー・ラパン、兎人の娘で物静かな図書委員タイプの少女。何でも白兎の血を引いているそうで、白い髪の毛と真っ赤な目が人目を惹ひく。とりあえず、ヴェルデにカチカチ山の話をするのは止めておこう。

　二人が黙ったせいか、馬の蹄ひづめの音だけが馬車に響いていた。

「ジ、ジョージ様、今日の話は忘れて欲しいだ」

　馬車から降りたドンガが手を合わせながら懇こん願がんしてくる。

「分かったよ。それと畑の話をしてもウォールナットは喜ばないからな、覚えておけ」

　ちょっとだけ、声のボリュームを上げて返事をしてみた。

「ジ、ジョージ様っ!!」

　俺の声の大きさに驚いたドンガが辺りを見回す。そんなにキョロキョロしたらかえって目立つと思うぞ。そして熊なのに脱だつ兎との如ごとく帰宅。




「それであいつらの恋は、うまくいきそうなのか？」

　御者をしているボルフ先生が心配気に話し掛けてきた。ボルフ先生はドンガ達の成長を間近で見てきたから、二人の初恋の行方ゆくえが気になるらしい。

「うまくいって欲しいけど、まず無理でしょうね。二人とも恋に恋している段階で、相手の事がちゃんと見えていませんし」

　何よりウォールナットとラパンは人気があり競争率が高い。キング・オブ奥手のドンガとヴェルデじゃ話もまともに出来ないだろう。

「随分と冷たくないか？」

　まあ、アコーギの力を使えば仲良くなれるかもしれないが、それは逆にあいつらに恨うらまれるだけだ。自分達の足りなさを知って、成長して欲しい。

「初恋は破れて、成長の糧かてとなるんですよ。もっとも、あんなに純粋に誰かを好きになれるなんて羨ましい限りですけどね」

「随分と枯れた発言だな。お前も誰かを好きになればいいだろ？　どうせ、マリーナとは上手くいかないんだし」

「そう言われても、この歳になると感情だけじゃ相手を好きになれないんすよ。自分が相手の条件をクリアしてるかとか、俺を好きになってもらえるんだろうかとか、そんな事を考えちゃうんです」

　容姿・収入・年齢、お互いの条件が合致しそうな人にしか動けなくなっていた。いや、自分が傷付かないで済む選択肢しか選べなくなったんだろう。

　情熱的と傍はた迷めい惑わくは紙一重だったりする。嫌われてもマリーナに想いを寄せていたジョージはある意味純粋だったんだろう。





　　　　　◇






　貴族といえども学校では、ただの児童。特別扱いされないし、してもらいたくもない。




「ちょっと男子、遊んでないで真面目に掃除をして」

　放課後の掃除中に男子が遊び始めて、真面目な女の子が怒るのは異世界も一緒らしい。

「そうよ、ドンガ君達を見なさい。ジョージ君なんて貴族なのに一番手際が良いのよ」

　そりゃそうだ、俺は独身生活十数年の猛も者さなんだし。なんか、ドンガのおまけ扱いになっている気がするんだけど。

「うるせー。ジョージさんは、掃除好きなんだよ」

　やんちゃ坊主が意味の分からない反論をする。でも、小学校の時って真面目な奴より、やんちゃ君の方が女子に人気があるんだよな。中学になるとヤンキーが人気で、高校とかはバンドしている奴がモテたし……社会に出たら真面目がモテると思ったらチョイ悪がモテだしたし。

「ドンガ、鍛錬があるから、とっとと終わらせるぞ。ヴェルデ、ラパンさんと一緒に水を汲みに行ってこい。ウォールナットさん、ドンガと一緒に机を運んでもらえますか？」

　第三小は庶民の子供が多く、俺の意見は優先される。まあ、これくらいの権力の使い方は許されるだろう……そして俺は一人箒ほうきで床を掃はくと。

　俺が床を掃き清めていると、教室のドアが乱暴に開けられた。

「おい、ヴェルデ、静かに入って来い……って、ゴブリン!?」

　扉を開けたのは、三匹のゴブリン。ゴブリンは最弱の魔物であるが、手に得物を持っているから小学生にはきついと思う。そして俺は何の武装もしていない。




（なんでゴブリンが校内にいるんだ!?）

　ゴブリンが警備兵の目を掻かい潜くぐって、学校に潜入出来る可能性はゼロに等しい。しかし百二十センチに満たない小柄な体格、皺しわだらけの茶色い肌……どこからどう見てもゴブリンだ。

　教室でゴブリンと戦えるのは俺かドンガだけだろう。でも、ドンガはゴブリンが突然現れたせいでパニックに陥おちいっている。

　何よりいい年した大人が、子供に戦わせて高みの見物をしていたんじゃダサすぎる。

（箒じゃまともにダメージを与えられないし、下手に魔法を使ってクラスメイトを巻き込むのはまずいか）

　俺一人とゴブリン三匹、目標はクラスメイトや教室に傷を付けない事。さて、頑張りますか!!

「ドンガ、クラスの連中を守れ!!」

　ドンガにクラスの連中を任せて、ゴブリン達を観察する。

（敵の武器はショートソード、ロングソード、アクスか……まずはショートソードからだ）

　自分の机から筆箱を取り出す。右手には箒、左手に筆箱……なんとも小学生らしい装備だ。

　幸いな事にゴブリンはクラスメイトに目もくれずに俺に向かってくる。しかも、連れん携けいという発想がないのか、その動きはバラバラだ。ショートソードゴブリンに駆け寄り、一気に距きよ離りを縮ちぢめる。同時に箒をショートソードゴブリンの顔に被かぶせて視界を奪う。

「これでも喰らいな」

　慌てているショートソードゴブリンの口に筆箱を立てながら突っ込む。

「鉄製の筆箱だ。口を閉じられないだろ……ハイドーロボール六連」

　狙うのはゴブリンの口の中。筆箱の向こうに目標を定める。

　ハイドーロボール、水属性の初級攻撃魔法。ソフトボール大の水球を相手にぶつける魔法。その為、勢いがなければ威力も上がらない。

　俺のやり方では、決して勢いはつかない。でも、狙いはダメージじゃないんだ……俺のハイドーロボールの威力ショボいし。

「ゴブリンが倒れただ!!」

　ドンガの言う通り、ゴブリンがもがき苦しむようにして倒れ込んだ。

「そりゃ口の中に、水球をあれだけぶち込めば窒ちつ息そくするさ。息は吐かなきゃ吸えないからな」

　倒れたゴブリンからショートソードを奪う。

　次に狙うのはアクスゴブリン。ゴブリンの力じゃ、重さのある斧おのをうまく使えないだろう。

　案の定、ゴブリンは斧を持ち上げるのがやっとで、足元がふらついている。

（攻撃をギリギリまで引き付けて……今だっ）

　アクスゴブリンの攻撃をギリギリでかわして、さっきと同じように箒を顔に目掛けて降り下ろす。

「避よけただっ!!　ジョージ様、同じ手は効かないだよ!!」

「んな事は百も承知だっての」

　箒を避けたアクスゴブリンの目を左手で覆おおう。アクスは振り上げなければ使えないので、体勢が崩くずれている時は攻撃が出来ない。

「フォースボール。これだけ間近でくらえば網もう膜まくが焼き切れただろ」

　そのまま、ショートソードでアクスゴブリンの首を切きり裂さく。アクスゴブリンの遺体を盾にしながら、ロングソードゴブリンに向かってショートソードを投げ付ける。















「凄いだ……一人でゴブリン三匹を倒しただ!!　ジョージ様？」

　もう、無理だ。目の前が真っ暗になり意識が遠退く。人型の魔物を殺したショックは思いのほか大きかったらしく、俺はゲロを吐きながら床に倒れ込んでしまった。

　ちなみに後日、ボルフ先生に滅め茶ちや苦く茶ちや叱しかられたのは言うまでもない。

　そして、あのゴブリンは誰かに召しよう喚かんされたそうだ。しかし、犯人どころかめぼしい手掛かりも見つかっていないらしい。













　俺の新たなアダ名が王都に広まっているらしい。

「これはこれはジョージ吐はく爵しやく、随ずい分ぶんと王都でお噂うわさになっていますぞ」

　執務室に入ると、爺じいちゃんが大おお袈げ裟さに両手を広げて出迎えてくれた。

「もう爺ちゃんの耳にも、入っていたんだね」

　ジョージ吐く爵。例のゴブリン騒動で、俺に付けられたアダ名である。どうやら、第一小の奴らが面白がって広めてくれたらしい。It's小学生クオリティ。

「そう情けない顔をするな。貴族や騎士の間では〝ジョージ・アコーギは無手単身で、児童も備品も傷付けずにゴブリンを無傷で三匹も倒した。しかも、成績も優秀なので、近々分領されるらしい〟そんな風に言われているんだぞ」

　まあ、俺がボルフ先生に頼んで流してもらったんだけどね……自分で俺ツエー、頭もイイーッ!!　って噂を広めるのはかなりの抵抗がありました。でも、爺ちゃんの耳にまで届いたのは別の要因があると思う。

「やっぱりゴブリン召しよう喚かんが原因？」

　お約束な展開だけど、ゴブリン召喚の犯人はまだ捕まっていない。王都の召喚師達にはアリバイがあるらしいし、小学校にゴブリンを喚よび出だすメリットも見当たらないそうだ。

「ああ、王宮魔術師の話では、教室のドアの前から召喚の痕こん跡せきが見つかったそうだ」

「まるで俺個人を狙ったみたいだね……でも、そうなると、新しい疑問が生まれるんだよな」

　まず、俺個人を狙う理由。俺を亡き者にしたい人物の筆頭はアデリーヌ・アラン母子。しかし、二人とも前回で懲こりているし、召喚がバレた暁あかつきには爵位を剝はく奪だつされかねない。

　次に怪しいのはライテック家の人達。しかし、俺が死んだら融ゆう資しが途絶えてしまう。ちなみにライテック家からは見舞いの便りが届いたが、マリーナからは梨なしの礫つぶてである……父親と婚約者が容疑者って、よく考えれば酷ひどい話だ。

「新しい疑問ですか？」

　サンダ先生は小学校にゴブリンが召喚されただけで激怒した真ま面じ目めオークである。悪あく辣らつな発想自体に、嫌けん悪お感かんを覚えるらしい。

「こいつジヨージを殺したいんなら、ゴブリンよりもっと強力な魔物を喚んだ方が確実だろ？　今のこいつなら、スケルトン辺りを三体も喚べば確実に天国行きだぜ」

　そう、教室前にゴブリンをピンポイントで喚べる力があるのならゴブリンより強い魔物も喚べるはず。

「その辺は引き続き調査を行う。ところで、ジョージ、本当に分領先はボーブルでいいのか？」

「そうだよ。むしろボーブルでなきゃ困る」

　爺ちゃんの目を見ながらしっかりと答える。

「その訳を聞かせてもらえるか？」

　爺ちゃんの口調は真剣そのものだ。答えによっては全力で阻止してくるだろう。

　ボーブルはコーカツ領と隣となり合あっているから、爺ちゃんはボーブルの現状を知っていると思う。それに遅かれ早かれ理由は伝えなきゃいけないだろう。

「まずボーブルは地理的条件がいいんですよ。北は王都と面しているから、道路を整備さえすれば、物流が生まれます。何より爺ちゃんの領地とも接しているから、利便性が高い。それにボーブルは山海の恵みや作物の実りが豊か。今は農家が少ないですけど、入植を進めれば増収に繋つながります。それに広大な砂浜があるから塩田を作れるし、森林があるから薪まきにも困らない。何より緊きん急きゆう時じに警けい戒かいするのは東部だけです」

　タスク山から流れるスケイル川がオング平野を作り、その土は豊かに肥こえている。ちなみにスケイル川では、時折ドラゴンの鱗うろこが見つかる事があるらしく、名前の由来にもなっているとの事。

　今のアコーギ家の経済を支えているのはヴェント谷で取れる風の魔石だ。お陰でアランはボーブルの凄すごさに気付いていない。

「東部……アランの事か？」

　爺ちゃんの顔が苦虫を嚙かみ潰つぶしたようになる。ボーブル北部は王都、西部はコーカツ領、南西部は海、南部にはタスク山があり、その向こうはナイテック領だ。

「むしろ警戒すべきはナイテック家の方だと思いますが」

　サンダ先生の懸け念ねんは妥だ当とうだと思う。闇やみのナイテック家の現当主は実兄を暗殺するだけあって、キミテでもジョージと同じ不人気キャラだった……いや、勇者の血筋だけあり中々のイケメンでジョージより人気は高かったです。向こうは薄い本で主役になっていたけど、ジョージはＮＴＲ物しかなかったし。

「そこは対策を考えていますよ。タスク山のドラゴンを味方に付けようと思っています」

「確かにドラゴンがいれば攻めては来ないな……しかし、言葉は通じるのか？」

「俺のレコルト言語翻ほん訳やく機能を鑑かん定ていしてみたら、レコルトの言語文化を有する生物全てが対象になっていました。つまり、ドラゴンとも話し合いが出来るんですよ」

　言語の線引きは分からないけど、ゴブリンや動物の言葉は分からなかった。雀すずめのさえずりや蛙かえるの合唱は音として聞くから風流なんだと思う。雀のさえずりが〝おはよう、昨日の毛虫美お味いしかったね〟や〝おっす、今日はバッタ食べに行こう〟とか、蛙の合唱が〝彼女、ヌメヌメした肌が可か愛わいいね〟や〝ありがとう、貴方あなたの鳴き袋も大きくて素敵よ〟と訳されたら気が休まらない。予想としては信号的な言語は対象にならないんだと思う。

「でも、ジョージ様の知識ではタスク山のドラゴンは凶暴化するんですよね」

「それも予想は付いています。ドラゴンの主食は魔物らしいんですよ。正確には魔物の体の中にある魔石を食べているらしいんです。その際、魔物の血肉も一緒に食べてしまうんですよ」

　ボーブルに魔物がいないのは、ドラゴンを恐れているかららしい。その為、ボーブルのドラゴンは遠くまで狩りに行っているとの事。恐らく魔王の影響で凶暴化した魔物の血肉の影響で、ドラゴンも凶暴化してしまったんだろう。

「魔石を提供する代わりに、タスク山の警けい備びをしてもらうのか」

「ええ、各地から魔石の屑くず石いしを処理名目で引き取ります。それをマナプラントに吸収させて、ドラゴンに渡す魔石を作りだそうと考えています」

　その際、処理費用はきっちり頂く。

「ちゃっかりしてると言うかあくどいと言うか……それでエンデンってのは何なんだ？」

　ボルフ先生が塩田を知らなくて当たり前、オリゾンでは岩塩が一般的である。ただし、アコーギ領にもコーカツ領にも岩塩鉱脈は存在しない。つまり、有事に岩塩の輸出を規制されたら一大事なのだ。ましてや魔王が復活すると、魔物の数が増えて物流の妨げになる。ゲームでは描かれていないが、岩塩の値段は鰻うなぎ登のぼりになるだろう。

「早い話が海水を煮詰めて塩を作る手段です」

　構想では枝し状じよう架か方式を取り入れる予定だ。枝状架方式は海水を緩ゆるやかな水路に流す事で塩分濃度を濃のう縮しゆくさせ、それを枝状にした竹に振り掛けて更に塩分濃度を高くする方式だ。海水の汲くみ上あげにはハイドーロボールを使えば、労力を少なく出来る。

「他には何を考えているんだ？」

「塩もそうですが、船舶の補給場所にしようと思います。船が来れば物流が活発になりますし」

　この世界ではまだ壊かい血けつ病びようが船乗りの恐怖になっている。壊血病の原因はビタミン不足、それなら日持ちもするドライフルーツを作れば船員に重宝されるはず。ドライフルーツにする果物も、ボーブルで作る予定。ついでに芋いも類や燻くん製せい肉にくを作ればもっと金を落としてくれるだろう。まあ、港を整備してからになるから、まだまだ先の話になるけど。




「しかし、それでは魔石の買い取りに費用が掛かってしまいますよ。ボーブルでは魔石は取れませんから、他領から輸入する必要があります。有事に魔石の値を吊り上げるのはよくある事なんですよ」

　マナプラントから取れる魔石は決して多くはない。ドラゴンに渡したら残りはわずかで、城の消費を賄まかなう事は不可能だろう。

「魔王が復活すれば魔物が活発になります。つまり、魔石の産出量が増えるんですよ。数が増えれば、市場に魔石がだぶついて値下がりが起きると思います。むしろ、魔石に頼りきっていたら、経済崩壊の危機があります」

　ゲームでは魔石の値段に変動はないが、数が増えれば値が下がるのは当たり前。そして魔物が増えれば農作業や牧畜に悪影響が出て出荷量は減るだろう。その点、ボーブルは魔物の数が圧倒的に少ないから安心して働いてもらえる。魔石がなくても死にはしないが、食物や塩がないと人は生きていけない。

「それだけ構想が練ねれていればボーブルでもやっていけるかもな。中学に入ったらすぐにボーブルに移るのか？」

「いや、下準備が出来ればすぐにでも移ろうと思うんだ。いくら領主の息子でも、いきなり来た餓が鬼きなんて信用されないだろうし」

　幸さいわいな事にボーブルは、その立地上コーカツ家に忠誠心を持っている人も少なくないらしい。ローレン・コーカツとアラン・アコーギの血を引く俺にはもってこいの土地である。

「下準備ですか？」

「構想は構想でしかありませんからね。実現出来なきゃ意味がありません。だから俺は、ドワーフの技術者をスカウトに行こうと思います」

　土地を整備しなきゃ移住者の家を建てられないし、塩田をやるにしても道具を作ってくれる技術者がいなくては絵に描いた餅もちにしかならない。

「ドワーフか……アーシック領に行くのか？」

　アーシック領は王都の北部に位置しており、コーカツ領からは馬車を使っても片道一週間は掛かるだろう。

「ええ、鉱物の枯こ渇かつによりアーシック領では失業者が増えていると聞きます。名工はアーシック家が手放さないと思いますが、若手や仕事に困っている技術者ならアーシック家も文句はつけないでしょうし」

　むしろ、治安の悪化や風紀の乱れを考えると渡りに船になるかも知れない。

「ドワーフをどうやって動かすんだ？」

　爺ちゃんの疑問はもっともだ。慣れ親しんだ土地を離れるには、それなりの覚悟がいる。

「しばらくは俺が雇やとう形をとる。そしてボーブルが気に入れば、身分に関係なく永住権を与えようと思っているんだ」

　俺は労働が大好きだし、職種を問わず労働者を尊敬している。まともに働かない貴族より何倍も何十倍もましだ。




「これは忙しくなりますね」

　サンダ先生が嬉うれしそうに笑う。その顔にはやる気が満ちていた。




「今更だろ。こいつに使われてから、ずっと忙しいだろ？」

　ボルフ先生がニヤニヤしながら俺を指差してくる。ちなみにボルフ先生の一族にもボーブルに来てもらう予定だ。

　確かに、領主と中学生の二足のわらじは忙しいと思う。でも、それが未来への投資なんだ。それに忙しいのを理由にすればマリーナと会わなくて済むし……まずは走りだそう。
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　花はな山やまさん、やっぱりあんたは凄すご腕うでのＣＧ職人だよ。

　目の前に広がるのは恐いくらいにゲームと似かよった風景。真っ青な空とは対照的な赤茶けた大地がどこまでも広がっていた。荒涼とした大地は乾いており、馬車の車輪が土つち埃ぼこりを舞い上げる。

（気候的にはうちと変わらないはずなんだけどな）

　アコーギ領うちが中世ヨーロッパなら、ここは開かい拓たく時代のアメリカ。ファンタジーというより西部劇である。

　アーシック領、勇者の子孫土のアーシック家が治める地。

　レコルト基礎知識によると、住人の九割はドワーフもしくはハーフドワーフとの事。主な輸出品はテッラ台地で取れる土の魔石と工業製品。数年後、テッラ台地に六ろく魔ま枢すうの一人土のパペッターが城を築く。ちなみにパペッターは俺が戦いたくない六魔枢の筆頭である……ぶっちゃければ、六魔枢全員と戦いたくないんだけど。




　アーシック領に来た目的は職人のスカウト。今回もサンダ、ボルフの両先生が一緒です。

「しかし、見事なまでの荒れ地だな」

　御者をしているボルフ先生が溜ため息いきを洩もらす。強こわ面もてのボルフ先生はアーシック領と憎い程マッチしていた。テンガロンハットを被かぶらせジーンズとウエスタンブーツを履はかせたらイケメンカウボーイの出来上がりである。

「昔は緑豊かな土地だったと言われています。土地が荒こう廃はいしたのは土の魔石の影響と言われていますが、ジョージ様はどう思われますか？」

　サンダ先生は俺が持っている異世界にほんの知識に興味があるらしく、時々こんな質問をしてくる。多分、土の魔石の影響はアーシック家が言ってるんだろう。

「乱開発のせいで、土地が荒廃しただけですよ。一番の原因はあれだと思います」

　俺の視線の先にいるのは数体のゴーレム。ゴーレムは三メートル近い大きさで、木を根っ子ごと引っこ抜いている。

　ちなみにキミテのゴーレムは、大地の神ジーオの頭文字Ｇを取って付けられた名前である。だからレコルトにヘブライ語があるんですか？　と突っ込むのは止めましょう。それと鉄やミスリルで出来たゴーレムはいませんって突っ込みも受け付けません……色違いキャラは容量の節約になるのです。

「あれはゴーレムですよね。ゴーレムを使うと自然が失われるのですか？」

　アーシック領ではゴーレムを使って、鉱石を採さい掘くつしたり素材を集めているそうだ。

「木を根っ子ごと引っこ抜いたりしたら、木は数を減らします。木がなくなり剝むき出だしになった地面に雨が降ると、土が流されてしまいます。それを繰くり返かえすと、植物が根を張りにくい硬い地質が出てくるんですよ」

　それにゴーレムには一トン近い重さを持つものもいるらしい。そんなのが歩き回ったら、ますます地面が硬くなってしまうだろう。

「随分と詳しいんだな。それも前世の知識か？」

「ええ、俺が生まれた世界でも、自然が失われて大騒ぎになりましたからね。でも一度失われた自然を取り戻すのには何倍もの労力を使うんですよ」

　俺の生まれた田舎いなかも、里帰りする度たびに自然が減っていた。蛍が舞い踊った田んぼはコンビニになり、蝉せみが大合唱していた林檎畑にはホームセンターが建っている。都会で便利な生活を享きよう受じゆしている俺に口を挟む権利はないが、哀しくなってしまう。

「頭がいいのか間抜けなのかよく分からねえ世界だな……さて、工業ギルドに行くぞ」

　俺達を乗せた馬車は土煙を上げながら、進んでいく。その土埃は、すぐに風で吹き飛ばされて消えてしまう。失われてしまった自然のように、跡形もなく消えていく。




　アーシック領の工業ギルドは鍛か冶じだけでなく建築や治水、更には道具作りも引き受けてくれる有能ギルドだった……まあ、思いっきり過去形なのである。最近は、鉱石を取り尽くしたせいで、依頼を受けても素材を他領から買わなければいけなくなっているらしい。当然、利益も減り職人に渡す金も少なくなってしまう。有名工はネームバリューで稼かせげているらしいけど、普通の職人は苦しい生活を余よ儀ぎなくされているそうだ。

「工業ギルドに伝説の鍛冶屋ガンコー・ヘンクーツ殿も在籍されていますが、会わないんですよね」

　ガンコー・ヘンクーツはお約束のように、頑がん固こで偏へん屈くつな職人。鍛冶、特に剣を作る腕はオリゾンでもトップクラスと言われているが、自分で気に入った仕事しか引き受けないそうだ。

　更にお約束になるが、何故か主人公やヒロインだけは簡単に受け入れてしまう。主人公が良い目をしているなんて、判断基準が曖あい昧まい過ぎるんだよな。

「ええ、質も大事ですけど確実に仕事をしてもらわなきゃボーブルを発展させようがありませんからね。俺が欲しいのは一本の伝説の剣じゃなく、百本の鉄の剣なんですよ」

　ちなみにキミテの最終武器は想いの剣。ヒロインに告白されると、その属性が付与されるという女性団体に怒られそうな設定の剣なのである。俺が持つと攻撃力にマイナス補正が付くかもしれない。
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　アーシック領領都ウッドランド。昔は自然が豊かだった事を偲しのばせてくれる、何とも皮肉な名前である。サンダ先生の話によると、ウッドランドの建物は使われている材質で大体の年代が分かるらしい。

「古い建物ほど木がふんだんに使われております。もっとも、一部のお金持ちの間では輸入木材で家を建てるのが流は行やっているそうなので確実でありませんが」

　ちなみに普通の家はレンガ造りだそうだ。キミテでは木造建築で統一されていたけど、現実は違うらしい。ゲームではリアルさより雰ふん囲い気きを重視する事もあるんです。




「しかし、でかいよな……あんなのに攻撃されたなんて考えただけで、ブルッちまうぜ」

　ボルフ先生の視線の先にいるのは六メートル近い大きさの銀色のゴーレム。巨大なゴーレムはウッドランド城の脇に鎮ちん座ざしている。

「主な素材は鉄、そして全身をミスリルでコーティングしたアーシック家の守護神陸りく王おう丸まる。今は動かせないそうですが、迫力がありますね」

　両先生は目を合わせると苦笑いをした……言えない、あれが土属性のボスになるなんて。

　正確には六魔枢のパペッターに陸王丸が操られてしまうんだけど……キミテでは操られた陸王丸の攻撃でパーティーが全滅（いわゆるイベントバトル）、ベルが泣きながらパーティーを庇かばうと何故か陸王丸が動きを止めてパペッターとの戦闘が開始になる。

　陸王丸あれば魔王も余裕じゃね？　って言うのは止やめましょう。ゲームバランスが崩くずれるし、あんなのを動かしたら二次災害の方が深刻になります……昔の巨大ロボットアニメってビルを壊しまくっていたけど、誰が補ほ償しようしていたんだろう？

（パペッターとの戦闘は、勇者パーティーに丸投げだな）

　現実にはイベントバトルなんてないから、伸のしジョージになってしまう。




「……さ、さあ行きましょう。せっかく、ヴェルデの親父さんが約束を取り付けてくれたんですから」

　いきなりうちに来ませんか？　なんて誘っても怪しまれるだけである。だから俺はアーシック領と取り引きがあるギリアム家に仲立ちをお願いしたのだ。

　ちなみに、募集条件は、




　ジョージ様独立に備え家臣、領民大募集。経験は問いません。アコーギ家では、やる気がある方を募集しております。次男、三男の方でもやる気がある方には独立の手助けをさせていただきます。家族手当あり、自前で家を建てる時には建材を無料融資、土地代は二年間無料で貸します……近々、学校建設の予定あり。王都まで乗り合い馬車あり。ボーブルで一緒に夢を叶えましょう!!




　工場の求人募集みたいになったけど、オリゾンにはきちんとした労働契けい約やくがないらしい。ちなみにヴェルデの親父さんは俺のやり方に食い付きまくっていた。




　面接会場には大勢のドワーフさんが来てくれていた。

「身元保証がしっかりしていれば、私達が断る事はありません。即移住を希望される方がおりましたら、私達の帰りの馬車に乗って頂いても構いません」

　サンダ先生の言葉に会場がざわつく。猿人の貴族の中には、他の種族を見下し近付くと汚れが移ると公言して憚はばからない奴もいると言う。

「猿人の治める土地だぞ。大丈夫なのか!?」

「俺は狼人でサンダはオークだ。そしてジョージは俺達の教え子なんだぜ。こいつがふざけた事をしたら、俺達が叱しかる」

　ボルフ先生の体たい罰ばつもきついが、サンダ先生の説教は精神に響く。気を付けねば。

「皆様、ご不安はごもっともです。しかし、皆様の移住はボーブルにとって最初の一歩に過ぎません。これからオーク・狼人・熊人・狸人・エルフ・獅し子し人、色々な種族の力を借りてボーブルを盛り立てて行こうと思います。是非、お力をお貸し下さい」

　俺が頭を下げると、会場からどよめきが起きた。俺は必要なら頭を下げるし、土ど下げ座ざも辞じさない。

「一つ確認させてくれ。学校を作るのは本当か？」

「まだ建築は始まっていませんが、後々建てます。暫しばらくは乗り合い馬車で王都の学校に通ってもらいます」

　スクールバスならぬスクール馬車の運行である。

「それなら安心だ。俺の娘が姫様の遊びに付き合わされて学校に通えていねえんだ。姫様は勉強しなくても平気かも知れねえが庶民はそうはいかねえからな……領主様、移住を希望させてもらいます」

　なんか嫌なワードが出て来た。

「姫様とはベル・アーシック様ですか!?」

　話を聞くと娘さんはベルの親友で、今まで何度も引っ越しに横槍を入れられたらしい。しかし、俺が相手ならベルも手を出せないと……。

（ベルから見たら親友を奪うばった嫌な奴になるんじゃねえか!?）

　こうしてまた嫌われフラグが立ってしまった。













　プレゼンはうまく成功したらしく、予想を上回るドワーフの皆様がボーブルに移住してくれた。必然的に俺の仕事が増加。しかも、今は初期段階だから重要な案件がてんこ盛り。作業効率が落ちるから徹てつ夜やこそしていないが、ついつい夜遅くまで仕事をしてしまう。プログラマー時代は残業をよくしていたから、長時間労働は苦にならない。むしろ、お仕事大好きな日本人としては、久しぶりの仕事に充実感さえ覚えてしまっている。

「おい、ええ加か減げんにせな体を壊すで……異世界人は、ほんまにけったいやな。こんな物まで作って仕事をしおって」

　ミケが呆あきれているのは、図はからずもボーブルオリジナル製品第一号となったマジックアイテム。

「光の魔石を組み込んだ照明器具だよ、便利だろ。こいつのお陰で光の魔石の消費率が三十パーセント近く減るらしいぜ」

　今までは光の魔石を天てん井じようから吊り下げて光らせたい時間分の魔力を込めるだけだった。当然、明るさの調整なんて出来ないし、照明角度なんてガン無視である。そこで俺はドワーフの職人に頼んで蛍光灯を模したマジックアイテムを作ってもらった。明るさの調整は二段階、光の魔石は取り替えカートリッジ式、オンオフも簡単に出来る優れ物。ただ今、懐かい中ちゆう電でん灯とうタイプも開発中です。これで夜間の見回りを安全安心にやってもらえる。

「普通の貴族なら、ダンスホールとかに置いて自じ慢まんしまくると思うで……」

　残念ながら俺はダンスが苦手だ。人前でダンスを踊るなんてバツゲームでしかない。それにマリーナは形だけの婚約者だけど、他の女性をダンスに誘うのはまずいそうだ。

「そうだ、俺が元いた世界から物を取り寄せる事は出来ないのか？」

　俺がレコルトに転生したって事は、日本とレコルトには何らかの繋つながりがあるはず。

「なんや、里心でも付いたのか。リヤン様に聞いてみなあかんけど、食い物か？」

「マジで出来るのか!?　ソーラーパネル付きのノートパソコンとプリンターにＡ４用紙……この際、パソコンのスペックに贅ぜい沢たくは言わないけど、エクセルと外字エディタが入っている奴を頼む。それと眠気覚ましのコーヒーと栄養ドリンクが欲しい」

　怒ど濤とうの勢いでミケに詰め寄る。ソーラーパネル付きのプリンターなんて聞いた事はないけど、その辺は異世界補正でなんとかして欲しい。

「仕事に使う物なんかい……かーっ、仕事仕事やと人生つまらんで」

「うっさい!!　俺は書式が統一されていない書類が許せないんだよ!!　パソコンがあればデータ管理が簡単なんだぞ」

　輪転機もないから書類はほぼ手書き、時間と労力が掛かりまくりです。凸版印刷の開発も進めているけど、原本はパソコンで作りたい。外字エディタでレコルト語を作って変へん換かんプログラムを組んでやる。




「異世界から転移も可能やけど色々と制約があるんやで。まず他者に危害を加えない物」

　確かに銃火器や核兵器を持ち込まれたら、世界が変わってしまう。再現が出来なくてオーパーツ扱いになっても、概がい念ねんだけでも大問題だ。

「日本刀は武器だし、農機具なら大丈夫か」

　建築物や水車も現物があった方が再現は簡単だろう。橋とか転移しても大丈夫なんだろうか？

「次、所有権が転生者にある物や。泥どろ棒ぼうはあかんで」

　車やスマホを持っていかれたら大問題だ。それなら俺のお宝コレクションを転移してもらって、処分をしてしまいたい。

「ミケ様ー、神使の力でパソコンやプリンターを起動出来るようになりませんかねー」

　俺のパソコンにはソーラーパネルなんて付いていないから、転移してもらってもただの箱である。それに俺のパソコンには色んなソフトが入っているし、誰かに見つかる前に処分してしまいたいお宝動画コレクションも入っているのだ。プライドはポイ捨てし、満面の笑みを浮かべながら、ミケに擦すり寄よっていく。

「ちょい待て。リヤン様に聞いたるから……くっつくな、キモいっちゅーねん」

「もう、ミケちゃんったら照れ屋さんなんだから」

　そう言ってウィンクをするとミケがドン引きしていた。まあ、喜ばれても困るんだけどね。

「……おい、マジで引ひっ掻かいてまうぞ……リヤン様から許可が降りたで。魔石で動くようにしてくれるそうや。特別にお前の転生前に干渉してくれるんやて」

　さすがに無限稼か働どうは無理らしい。ついでにネットにも繋げないとの事。

　そして現れたのは愛用のデスクトップパソコンとプリンター。買い溜めておいて良かった印刷用紙とインク。

「まずは外字でレコルト語を作って、アルファベットをレコルト語に変換出来るプログラムを組む。そしてボーブルのデータ管理プログラムも必要だな……ミケ、ついでにインスタントコーヒーと栄養ドリンクを頼む!!　プログラマーの血がたぎるぜ」

　キーボードとマウスに触れていると、気持ちが落ち着く……母さんとアミに見つかる前にお宝動画を消してしまわねば。

「健康の為やと思うて動いたったに、火に油を注そそいでもうた……あ、リヤン様から伝言や。〝長時間使っていると、プログラムのどこかに全角スペースが潜もぐり込こむようにしたから気を付けろ〟って……ジョージどないしたんや!?」

　全角スペースと聞いた途端、条件反射なのか体が震え涙が溢あふれ出だした。

「なに、その怖い呪いは!!　ってかリヤン様何者なの？」

　なんで異世界の神様がプログラマーが全角スペースを嫌がる事を知ってるんだ!?

「何者って絆きずなの神さんやで。でも、なにをそんなに急いでるんや？」

「今週の土曜日に小学校が集まって運動会をやるんだよ。闇やみと風以外のヒロインが集まるから、色々と警けい戒かいをしておきたいんだ」

　マリーナはあからさまに嫌がらせをして来ないだろうが、土のベルと火のヴァネッサには警戒したい。
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　暗い。馬車の中がどんよりと沈んでいる。

「ジョージ様ー、ウォールナットさんがケイン君と一緒に二人三脚に出るだよー」

　ケイン・ナッツはミリカ・ウォールナットと同じ栗り鼠す人のスポーツ万能な上に元気で明るい少年。可か愛わいらしい顔立ちをしており、ドンガが勝てるとすれば背の大きさと強さくらいだろう。

「ジョージ様、ラパンさんが僕の出る大玉運びじゃなくピーター君が出る借り物競争の応おう援えんに行くんです」

　ピーター・キャロレット、コニー・ラパンと同じ兎人で、物静かな文学少年。ヴェルデが勝てるのは家が金持ちって事と商才くらいだろうか。

　種族が違うだけで大きなハンデなのに、ドンガとヴェルデがケインとピーターに勝てる見込みはかなり少ないと思う。しかも、ケインとピーターは良い子だから罠わなに嵌はめたり悪い噂うわさを流す気になれない。何よりウォールナットはケインの事を、ラパンはピーターの事を好きなのが丸分かりなのだ。

「二人とも、男は引き際が大事なんだぞ。今は負けていても努力を怠おこたらなきゃ、いつか振り向いてもらえる可能性があるさ」

　あくまで可能性があるだけである。こんな言い方をする度たびに大人って卑ひ怯きようだなと思う。

「ジョージ様、努力って何をすればいいだか？　教えて欲しいだよー」

「ぼ、僕もお願いします」

　小手先で誤ご魔ま化かそうとしたら、二人に詰め寄られてしまった。あれだ、子供を小手先で誤魔化そうとして失敗したパターンだ。

「ドンガは勉強だな。ヴェルデは魔法を頑がん張ばれ……ただし、うまくいかなくてもケインやピーターを逆恨みするんじゃないぞ。むしろ、応援するくらいの器うつわを持て」

　下手に期待を持たせたら、振られた時のダメージが大きい。それより何かを頑張って成長してもらえればうまく誤魔化せる……俺、いつからこいつらの保護者になったんだろう。

「分かりましただ。そう言えばジョージ様は何に出るだか？」

「俺は何も出ないよ。最近忙しいから、ゆっくり休ませてもらう」

　書類の雛ひな形がたが出来て作業効率が上がったのはいいが、比例して俺の仕事も増えてしまった。とりあえず凸版印刷が軌き道どうに乗り出したから、良しとしておこう……仕事疲れで運動会を休む小学生ってどうよ。




「そう言えばマリーナ様は何に出られるんですか？　僕も何度かお話しした事がありますけど、優しい人ですね」

　どうやら、マリーナは俺以外には分わけ隔へだてなく優しいらしい。

「さあな、俺はボーブルの準備が忙しくてほとんど会ってないから分からないよ」

　娼しよう館かんをどうするかとか、賭と博ばく場じようを許可するかとか頭が痛い問題が山積みなのである。娼館があれば税収も上がるけど、風紀は乱れ困った奴らも来てしまう。しかし、禁止にすれば犯罪組織の資金源になるし、娼館が町になくて船乗りが一般女性に乱暴するケースもあるらしい。

　何よりあれも禁止、これも禁止じゃ息が詰まってしまう。ちなみに母さんもボーブルに来るらしく、俺が娼館に行ったりしたら大目玉を喰らうのは確定だ。

　運動会は応援する振りをして、色々と溜まっている問題を解決していこう。雨天中止になってくれたら丸一日仕事に充あてられるんだけど。
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　オリゾン国立小学校合同運動会は、王都リュエルにある第一・第二・第三小学校の交流の為に十年前から行われている合同運動会だ。

　最初は和なごやかな雰ふん囲い気きで行われていたが、ここ数年はギスギスしている。

　運動会当日、空は見事なまでに晴れ渡った。プログラムは滞とどこおりなく消化されていくが、ドンガとヴェルデは目に見えて元気をなくしている。

（好きな女の子が他の男と仲良くしているから元気をなくすなんて、二人とも可愛いもんだな）

　大人になれば奪うばい返かえしてやると燃え上がるタイプとすぐに諦あきらめるタイプに分かれると思う。ちなみに俺は後者、自分の気持ちの誤魔化し方だけはうまくなっている。

　落ち込む二人を横目で見ながら娼館建設の言い訳を考えていると、クラスメイトが駆け込んで来た。




「ジョージさん、大変だ。ケインとピーターが第一の奴らとケンカしてる」

　なんでも、ケイン達は第一の奴らにしつこく絡まれて手を出してしまったらしい。お約束だけどウォールナットとラパンも一緒との事。

「ドンガ、ヴェルデ、お前達は残って応援をしてろ……下手しなくても嫌われちまうぞ」

　ケンカに脇から介入したら好感度が下がる事はあっても、決して上がらないだろう。

「お、おでも行くだよ。ジョージ様を一人で行かせたりしたら従者失格だべ」

「ぼ、僕も行きます。ピーター君は友達です」

　向こうは大勢らしい。このケンカ、収めるには卑怯な手を使うのが一番確実だ……仕方ない、おじさん一人が嫌われ者になってやるか。

　騒ぎを知らせてくれたクラスメイトの話によると、ピーター達がケンカをしているのは校舎裏との事。

　そして先生達は誰も、ケンカに気付いていないらしい。

（自分達の学校だから、人目に付かない場所を知っているんだな。待てよ、今日は警けい備びの為に各家から兵士が派遣されているはず……ボルフ先生にも動いてもらうか）

　ここ四、五年合同運動会は第一小で開かい催さいされている。第一小が王都の中央部にあるというのはあくまで建前。

「ドンガ、ヴェルデ、先に校舎裏に行って間に割って入ってこい。それとヴェルデ、幻術はどれくらい使えるようになった？」

　狸人のヴェルデは幻術を使える。ゲームでは尻尾しつぽが隠せていなくて、あっさり勇者パーティーにバレてしまうけど。ちなみに狸人は葉っぱがないと幻術を使えないとの事。

「た、短時間なら、道に迷わせる事が出来ます」

「それなら……してくれ。ヴェルデ、俺が合図したら幻術を解除しろ。ドンガは何があっても手を出すなよ、いいな。俺はボルフ先生の所に行ってくる」




「子供同士のケンカに俺が口を挟む必要はねえだろ」

　俺の報告にボルフ先生は、あからさまに嫌な顔をした。確かにいい大人が子供のケンカに口を挟むのはみっともない。

「普通の運動会ならそうですけど、合同運動会は色々と面めん倒どうなんですよ」

　第一小の生徒は猿人がほとんどだ。猿人は他の人種族より平均的な身体能力が低い。その為、開催当初、第一小は合同運動会で最下位に甘んじていたらしい。しかし、第一小には貴族や騎士の子供が多く通っている。亜人の通う他の小学校に連敗する事を良しとしない親から横槍が入るようになったそうだ。

「おいおい、子供の運動会に親が口を挟んだのかよ」

「貴族にとって自慢は生いき甲が斐いですからね。親も無理難題を言うんですよ」

　そう、異世界にもモンスターペアレントはいたのだ。困ったのは大会運営委員会、何しろ第二小にはアーシック家やウォーテック家の子供が通っているから、あからさまに第一小を贔ひい屓きする訳にはいかない。そこで身体能力があまり影響しない借り物競争や大玉運びが取り入れられるようになったそうだ……しかも、かなりの高得点配分で。ちなみに名目は運動が苦手な子供も運動会を楽しめるようにする為らしい。

「それで第一小の子供が馴なれているここを会場にするようになったのか……それでお前は何を考えてんだ」

　ボルフ先生の顔付きが変わる。今回の騒動が面倒な物だと分かったんだろう。

「会場が第一小に移ったのは五年前、同じ頃に第一小にマリーナとヴァネッサが入学しました。低学年のうちはそうでもなかったんですけど、ここ数年第一小は勇者の子孫がいる凄すごい学校だって風潮があるんですよ。そしてあからさまに第三小を見下してるんです。一人も勇者の子孫がいない亜人学校ってね」

　坊主偉えらけりゃ袈け裟さまで偉い、クラスメイト偉けりゃ俺達も偉いと。多分、大人になったら合コンとかで自慢するんだろうな。

「なんだそりゃ？　ただのクラスメイトだろ」

「餓が鬼きの頃って、何かにつけて自分が特別な存在だって思い込みたがるんですよ」

　大人になれば努力では埋められない才能の差があるって事に気付く。逆に言えば自由に夢を見られるのは子供の特権だ。才能は誰かに発掘されるのではなく、何気ない場面でもいかんなく発はつ揮きされているんだし。漫画みたく伝説の選手が偶然主人公と出会って、才能を見み出いだすなんてあり得ないと思う。




「それで俺は何をすりゃいいんだ？」

「その前に警備の分担を見せて下さい。うん、予想通りだ……ボルフ先生、貴き賓ひん席せきにいる爺じいちゃんに伝えてもらえますか？　校舎裏で面白い見世物があるって」

　ボルフ先生に校舎裏の警備担当者を指差してみせる。校舎裏を担当しているのは第一小に通う子し爵しやく家の兵士だ。
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　校舎裏には十数人の第一小の生徒が集まっていた。

「ジョージ様、お待ちしていました。本当にやるんですか？」

　ヴェルデは足を震わせながらもしっかりと立っていた。その後ろには泣きじゃくるピーターと、その涙を拭ぬぐうラパンがいる。

　少年達の中心にいるのは炎のように真っ赤な髪かみをショートカットにしたボーイッシュな少女。

（ヴァネッサ・フレイックか……隣となりにいるのはマリーナ？）

　ヴァネッサは浅黒い肌をしており一見すると可愛らしい顔立ちをした少年にも見える。

「待ち兼ねたぞ、ジョージ・アコーギ!!　お前のダチはボロボロだぜ」

　ヴァネッサは俺を見つけると、ビシッと音が出そうな勢いで指を差してきた。第一小では人を指差してはいけませんって、教えてないんだろうか？

「ヴァネッサちゃん止めようよ。熊人の子が可か哀わい想そうだよ」

　マリーナは婚約者おれが来てもスルーと。ちなみに、かなり久し振りに会うんだけどね。















「ドンガ、無事か？」

　ドンガは七人の猿人に攻撃されながらも微び動どうだにしていない。その後ろではウォールナットがケインに寄り添っている。運動会が終わったら、ドンガとヴェルデに何かうまい物でも食わせてやろう。

「ジョージ様、こんなのお父とうの鍛たん錬れんに比べたら何ともないだよ」

　うん、確かにギガリさんの鍛錬と小学生の攻撃は比べ物にならないよな。ギガリさんの攻撃は何度喰らっても涙目になる。

　ここからは俺の出番だ。ドンガの前に出て、クラスメイトを庇かばう形で第一小の面々と対たい峙じする。

「さてと、フレイック家のお嬢じよう様さまは何をお望みなんですか？」

　多分、ヴァネッサの目当ては俺だと思う。




「謝れよ」

　……？　この方は、何をおっしゃっているんでしょうか？

「あの、誰に何を謝れと？」

「俺とマリーナにだ。マリーナはお前との婚約を、泣く程嫌がっているんだぞ。それにお前のジジイのせいで、俺の爺ちゃんが苦しんでいるんだ!!　だから謝れ」

　一瞬、唖あ然ぜんとしたがヴァネッサの性格を思い出して納なつ得とくした。ヴァネッサは、曲がった事が大嫌いで友達想いの真まっ直すぐな少女だ。マリーナが俺との婚約に苦しんでいるのを見兼ねたんだろう……俺に婚約破棄の権限があったら、とっくに行使してるっつーの。

　多分、爺ちゃんに援助を打ち切られたヴァレリイーの奴が、逆恨みして事実を曲解しまくってヴァネッサに教えたのだろう。

「だから無関係なケイン達を巻き込んだと……馬鹿じゃねえの!?」

　多分、俺を誘おびき出だす為にケイン達に因いん縁ねんを吹っ掛けて、そして俺を呼び寄せる為に、わざと一人だけ逃がしたんだろう。

「俺は馬鹿じゃない。馬鹿って言う方が馬鹿なんだぞ」

　何とも小学生らしいお約束な返しだ。

「馬鹿じゃなきゃ迷めい惑わくなクソ餓鬼だよ。お前の取り巻きが見張りの兵士に命じたんだろ？　俺ジヨージの関係者以外通すなって」

　だからドンガとヴェルデはすんなりと通れたんだろう。他の生徒は近づけないから、先生の耳にも入らないと。

「く、クソ餓鬼……女の子にクソなんて言うなっ!!」

　ヴァネッサは余程悔しいのか、地じ団だん駄だを踏ふむ。ちなみにマリーナは俺と目が合うと嫌そうに逸そらした。

「俺に文句があるなら、直接言いに来いっ!!　それで俺が謝れば納得するのか？　……はい、ごめんなさいっと」

　ヴァネッサ達に向かってペコリと頭を下げる。理り不ふ尽じんな理由で頭を下げるのはリーマン生活で慣れっこです。納期直前で仕様を変えろって無茶振りに比べたら可愛いものだ。あの時は、椅い子すに座り過ぎて痔になったんだぞ。

「ちゃんと手をついて謝れっ」「そうだ、そうだ」「ヴァネッサちゃんとマリーナちゃんに謝りなさいよ」

　俺の生意気な口の利き方に腹を立てたらしく、第一小の皆様は非難轟ごう々ごうだ。まあ、俺の思う壺つぼなんだけどね。

「なっ、ジョージさんは、悪くないしちゃんと謝っただろ」

　ケインが嚙かみつく。良い子だから、ドンガを贔屓出来ないんだよな。

「ジョージさん、そんな奴らに謝る必要はありません」

　ピーターも腹に据えかねたらしい。何とも小学生らしい熱さだ。ヴェルデ、すまん、俺はお前の味方だけする訳にはいかないのだ。

「ケイン君、ピーター君大丈夫だよ。ジョージ様はこれくらいじゃ負けねえだ」

　ドンガが二人を押し留めてくれた。

「ですね。これくらいで負けたら取り引きを考え直しますよ」

　二人とも、俺に影響されたのか恋愛以外は順調に成長している。そして今回の失恋も二人を成長させてくれるだろう。

「それじゃっと……大変申し訳ありませんでした」

　地面に膝ひざをつけて大おお袈げ裟さに土ど下げ座ざをしてみせた。同時にヴェルデに目配せをする。

「嫌だ、土下座なんて格好悪い」「胸がスーっとする」「さすがはヴァネッサちゃん」

　体格のいい男子児童が俺を見下ろしながら、鼻で笑った。

「はんっ、ざまあみろ。プライドがないのか？　ヴァネッサさん、マリーナさん見て下さい」

　多分、こいつが自家の兵士に言い含めたんだろう。

（子供って集団になると、好き放題言うよな）

　でも、俺のプライドは土下座なんかで揺らぐ程小さくないのだ。




「な、な、な、何をしているんだっ!!　ああ、ローレン卿、これは何かの間違いです」

　動揺しまくっているのは第一小の校長先生。その隣には爺ちゃんがいる。

「何が間違っているんだ？　実際に、私の孫は土下座させられているんだぞ」

　俺がヴェルデに幻術を掛けさせたのは、爺ちゃん達が着くまでの時間稼かせぎの為。ドンガと組めば第一小の奴らに簡単に勝てると思う。でも、そうしたらケイン達が逆恨みされかねない。ケイン達は王都に住むただの獣人、襲おそわれても泣き寝入りするしかないだろう。何より熊人のドンガが本気になったら、確実に怪け我が人にんが出てしまう。




「先生にチクるなんて卑怯だぞ」

　愕がく然ぜんとしていたヴァネッサが顔を真っ赤にしながら振り返った。もう、ヴァネッサさん、激おこです。小学校の時って、先生に告げ口する奴は嫌われたよな。

「ヴァネッサさんっ!!　みんなもお説教です」

　火のフレイック家とはいえヴァネッサは小学生、先生には逆らえないだろう。クラスの誰かが貴族の親御さんにチクったとしても、爺ちゃんにバレたと知ったら逆に叱しかられるだろうし。まあ、ヴァネッサには確実に嫌われただろうけど、これで良しとしよう。




「お友達を危険に晒さらすなんて最低ですね」

　そしてマリーナさんは、生ごみを見るような目で俺を睨にらみ付つけていきました。




　後日、ドンガから聞いた話では、マリーナはドンガ達を庇って逃がそうとしてくれたらしい。でも、ドンガは俺の命令だからと、マリーナの好意を突っぱねたそうだ。そして第一小の連中にボコボコにされたと……実際にはダメージは皆無だったけども、マリーナにはドンガは俺の理不尽な命令を守らされていると見えたのかも知れない。

　そこに俺が爺ちゃんと第一小の校長を、引き連れて登場したと……マリーナは騎士道を重んじ、仲間の安全を何よりも優先する。仲間ドンガを犠ぎ牲せいにした上に、大人の権力を持ち込んだ俺をマリーナは更に嫌いになったのだろう。













　異世界でもＣＡＤさんは大だい活かつ躍やくです。ただ今、ボーブル城の改築図を制作中。プログラマーの性さがなのか、一度作業に入ると時間が経たつのを忘れて作業をしてしまう。全角スペースの呪いを防ぐ為に、ジョージメイド隊の皆様に二時間に一回声掛けをしてもらっている。




「お兄様」

（堀を深くして周りには塀へいを作る。庭木には実が生なる木と燃えにくい木を植えて……やっぱり、基礎から作り直すか）

　何しろボーブル城は、砦とりでに毛が生えた程度の安やす普ぶ請しんなお城。今後の事を考えてしっかりした造りに建て直したい。

「おっ兄さまー!!　返事をして下さい。ぱそこんに向かうとお返事もしてくださらないんだから。もう、こうしてさしあげますっ!!」

　誰かに背中をポカポカと叩たたかれた。振り返ってみると、そこにいたのは銀髪の美少女アミ。小学四年生になったアミの美少女っぷりは凄すさまじく、悪い虫が付かないかとお兄様は心配で堪たまらない。

「アミ、どうした？」

「どうしたじゃありません。私がお声を掛けているのにぱそこんばかり見て……お兄様は、ぱそこんとアミのどちらが大切なんですか」

　アミはそう言うと頰ほおをプクッと膨ふくらませた。小さい頃と変わらないリアクションが堪らなく可か愛わいらしい。そう言えばキミテグッズの計画案にアミの抱き枕が提出されていたが、何とかして阻止してやる。ちなみにキミテでのアミの位置付けは高たか飛び車しや・我わが儘まま・生意気の三拍子が揃そろったツンデレお嬢じよう様さま。見た目だけならキミテでもトップクラスの人気だが、性格とジョージの妹というポジションが仇あだとなり人気投票トップテン入りは出来なかった。しかし、今のアミはお淑しとやか・優しい・素直の三拍子が揃った完かん璧ぺきお嬢様だ。今のジョージランキングでは文句なしの一位である。

「ごめん、ごめん。ボーブル城の改築案に夢中になってたんだよ」

　パソコンは爺じいちゃんからもらったマジックアイテムと言っている。そしてシスコンな俺はアミ専用のお勉強プログラムを組んだ。ゲーム感覚で楽しく勉強が出来る優れ物、タイトル画面や音楽にも拘こだわりまくりました。




「もう……ところで、アミのお部屋はどこになるんですか？」

　アコーギ城からボーブル城までは、馬車を使っても片道三日は必要だ。将来的にボーブルの道路整備をすれば一泊二日に短たん縮しゆく出来ると思うが、移動距きよ離りが長いのに変わりはない。つまり現在は往復だけで六日が必要になる訳で、気軽に遊びに来られる距離ではないのだ。

「ち、ちょっと待ってね……」

（遊びに来るとしたら、長期の休みに限定されるよな。なんて誤ご魔ま化かそう）

　ボーブル城は、それなりの規模の大きさになるのに、アミの部屋は作らないって言ったら可愛い妹が傷付く危険性がある。しかし、長期休みしか使われない部屋を作るのは無駄だと思う。

　……でも言えない。アミを傷付ける言葉なんて言える訳がない。

　どうしようか考えあぐねていたら、アミが悪戯いたずらっぽく笑った。

「大丈夫ですよ。アミはもう小学四年生です。我が儘を言ってお兄様を困らせるのは卒業します……その代わり、アミとデートして下さい。今度の日曜日王都を案内して頂けませんか？」

　アミは恥ずかしいのか上うわ目め遣づかいでモジモジしている。話を聞いてみるとアミのクラスで可愛い小物が流は行やっているとの事。でも、アランはそんな店には連れて行ってはくれないし、アミが一人で王都に行くのも禁止されている。

「分かったよ。その店に付いていけばいいんだろ」

　まあ、デートというより子守りに近い。でも、お兄様の幸せな時間になるのは間違いないだろう。

「アミはもう立りつ派ぱなレディなんですから、きちんとエスコートして下さいね」

　この年頃の女の子は大人への憧あこがれが強いから対応が難しい。下手に子供扱いしたら、すぐに不ふ機き嫌げんになってしまう。

「はい、お嬢様。楽しいデートを期待していて下さいませ」

　ジョージになってからデートはしていないが、丈治時代ぜんせではそれなりにデートの経験がある。まずはクラスで情報収集だ。

「はいっ!!　お兄様、デートの時に他の女の子を見たらメッですからね」

　ニッコリと微笑ほほえむアミを見て、結局ボーブル城にアミ専用部屋を作ったのは言うまでもない。アミが使ったベッドに野郎を寝かせるなんてあってはならない。





　　　　　◇






　デート当日、普段は服装に無む頓とん着ちやくな俺だが今日は気合い全開である。

「ボルフ先生、日曜なのにすいません。あっ、休出と代休の申しん請せいは忘れないで出して下さいね」

　念の為にボルフ先生とお仲間さん達に陰から護ご衛えいをしてもらう事にした。鍛たん錬れんはしていても、大人には絶対に負けてしまう。

「ああ、しっかりとアミ様とのデートを楽しんでこい。俺も便乗して彼女へのプレゼントを選ぶから、あまり気にするな」

　ボルフ先生の彼女は同じ狼人で幼おさな馴な染じみだそうだ。ボーブル移住を機に結婚するらしい。

「それはそれ、これはこれですよ。さて、アミを迎えに行ってきます」

　アミとの待ち合わせ場所は城の前庭。部屋に直接迎えに行くと言ったら〝お兄様、デートなんですから待ち合わせをしませんか？　デートには待ち合わせが必要なんですよ〟なんて可愛い事を言ってくれた。恐らく劇か友達の受け売りだろう。

　俺は待ち合わせ時間の十分前には着いていたいタイプである。しかし、女性の身み嗜だしなみに時間が掛かるのは異世界でも同じらしく、アミが待ち合わせ場所に来たのは約束の時間からおおよそ十分後だった。

「お兄様、お待たせしました。遅れて申し訳ありません」

　いつもはおろしている髪かみをポニーテールにしてトップスは淡いピンク色のシャツ、それにベージュのロングスカート。兄の贔ひい屓き目めをなくしても可愛いし、お兄様の贔屓目をプラスしたら反則的な可愛さだ。決めた、今日はとことん甘やかそう。

「今日はいつにも増して可愛く見えるよ……さっ、行こうか」




　……今日はデートであってデートでない。アミの一番の目的は小物の購入。よって肝心のアミは小物選びに夢中で、俺は店の隅っこで待たい機き中ちゆう。

「よお、暇ひまそうだな」

　ボルフ先生は大切そうにプレゼントを抱えている。強こわ面もて狼人が真剣な眼まな差ざしで、可愛い小物を選んでいる姿にはほっこりさせてもらった。

「女性の買い物に付き合うのに必要なのは忍耐ですからね。覚悟は出来ていましたよ。それに普段はお淑やかなお嬢様をしていますから、たまには年相応にはしゃがせてやりたいですし」

「お前が一番年相応じゃないんだけどな……おっと、さっき仲間から連絡があったぞ。こないだの運動会の主犯は結局見つからなかったそうだ」

　ボルフ先生の話によると、どれだけ調べても計画を企くわだてた生徒が特定出来なかったらしい。Ａ君はＢ君のお兄さんを名乗る人から聞いたと言い、Ｂ君はＣ君の先せん輩ぱいを名乗る人から聞いたと言っているそうだ。

「プロが関わっていますね……俺とマリーナの婚約を快こころよく思っていない貴族や騎士は大勢いますから」

　しかも、肝心のマリーナは婚約を嫌がっている。第三者が横取りを企ててもおかしくはない。

「どうする？　探りをいれるか」

「いや、放置します。むしろ早目に横取りしてもらった方が経済の損失が少なくて済みますし」

　貴族の婚約は国が認めた家同士の契けい約やくである。個人の想いはあまり反映されない。婚約を破棄できるのは相手が浮気をしたり、犯罪を犯した時だけに限られているそうだ。ましてアランに伝えでもしたら、マリーナの気持ちを繋つなぎ止とめられない事を責められるだけだろう。

「あんな事を言われて悔しくねえのか？　ライテックに苦情も言ってないんだろ」

「下手に苦情をいれたらマリーナが責められるだけですよ。そんな事をしたら余計に嫌われるだけです。俺としたら向こうから婚約を破棄してくれるのが理想なんですけどね」

　ライテックはこの婚約のお陰で生活を成り立たせている。マリーナの言動を伝えたら、暴力や泣き落としをしかねない。第三者がライテック家の負ふ債さいを肩代わりしてくれるなら、喜んで婚約を破棄するんだけど。

（でもこれ以上嫌われるって、どうしたらいいんだ？）

　下手すりゃマリーナだけでなく、その他大勢からも嫌われてしまう。

　そんな事で悩んでいたら、店の奥から声を掛けられた。

「お兄様、どっちの髪飾りが似に合あいますか？」

　満面の笑みを浮かべたアミが俺を呼んでいる。店中の視線が集まるなか、俺は可愛い妹の元へ駆けつけた。

「右の髪飾りかな」

「お兄様もそう思いますか？」

　答えは正解だったらしく、アミは顔を輝かせた。

（そんなに大事そうに持ってたら嫌でも分かるって）

　アミは髪飾りを胸に押し当てるようにして抱え、嬉うれしそうに微笑んでいる。値段や材質は普段身に付けている物の方が遙はるかに高価なんだけど、自分で見つけた逸品は格別らしい。





　　　　　◇






　アミの希望により、屋台のクレープ擬もどき（生クリームがない為、蜂はち蜜みつと果物入り）をその後公園で食べる事に。

（贅ぜい沢たくな暮らしをしているけど、普通の楽しみは味わえないんだよ）

　家族だけで出掛ける事もないし、友達と遊びに行くのにも制限がある。多分、アミの配偶者も本人の意志とは関係なく、家の都つ合ごうで決められるだろう。昼下がりの暖かな陽射しがゆったりとした静かな時間を運んでくる。穏やかで平和な時間、いつかアミが大人になった時に懐なつかしんでくれると嬉しい。このまま、夕方までのんびりするのも悪くないと思う。




「一対三とは卑ひ怯きようです。貴方あなた達も騎士道を歩む者なら一対一で戦いましょう」

　静けさはあっさりと破られてしまった。見ると、背の小さい男の子が見るからに年上の少年三人と対たい峙じしている。

「うるせーよ。お前の姉貴のせいで、親父に叱しかられたんだぞ」

「何が勇者の子孫だよ。ただの穀ごく潰つぶしのくせに」

　なんか身に覚えがある会話が繰くり広ひろげられているんですけど。

「だったら僕だけを狙えばいいじゃないですか？　何で友達にまで手を出したんですか？」

　背の小さい男の子の髪の毛は金髪、顔も整っており美少年と言っても差さし支つかえない。

「それをそのまま返すぜ。お前の姉貴も無関係な奴を巻き込んだじゃねえか」

　そしてここでも偶然にも関係者が巻き込まれそうになっていると……。




（あれじゃ勝てないな……さてと、どうすっかな。とりあえず鑑かん定ていと……やっぱりね）

　鑑定結果　名前：シャイン・ライテック　種族：猿人　性別：男　身分：ライテック家長男　年齢：九歳　能力：レイピア八級・勇ゆう敢かんな少年

　シャイン・ライテック、ライテックの長男……早い話がマリーナの弟だ。あどけなさの残る整った顔立ちと騎士道を体現したような性格で女性ユーザーからの人気が高い。その性格故にジョージの事を毛嫌いしている。ゲームでは能力も高くマリーナとのコンビスキルもある有能キャラだったけど、いかんせんまだ九歳。足が震えているし、構えも隙だらけだ。




「お兄様行きましょう。あんな屑くず女の弟に関わるだけ損です」

　アミはマリーナの事が嫌いらしい。しかも第三小に通っている友達から、俺の土ど下げ座ざ話を聞いたらしく、更に嫌いになったそうだ……しかし、ボルフ先生の調査によるとマリーナの性格が悪くなるのは俺ジヨージが絡んだ時のみらしい。




「おい、見ろよ。こいつ泣いてるぞ」

　確かにシャインの目にはうっすらと涙が浮かんでいた。

「勇者の子孫なのに、だせー」

　三対一で年下が相手だから、少年達は随ずい分ぶんと強気だ。どうやら、おじさんの余計なお節介が必要な場面らしい。俺は軽く溜め息を吐ついて、ベンチから立ち上がった。

「アミ、ちょっと離れてろ」

「お兄様、なんでですか!?」

　妹との大切な時間を邪じや魔まされて単純にムカついたのもあるが、他にも幾つか理由がある。

「だってアミの前では格好いいお兄様でいたいじゃん……おい、こら公共の場で不快な声を出してんじゃねえよ」

　精神年齢換算で言ったら、近所の雷親父が少年に説教している感じになるだろう。

「あんっ、誰だよ。お前は？」

「待て、あの生意気そうな目に頰のソバカス。それにやたらとでかい態度……ジョージ・アコーギだ」

　えらい言われようだな……。

「正解、ジョージさんだよ。三対一で年下を苛いじめて情けなくないのか？」

　いや、俺おじさんが子供に絡むのも、充分情けないのだが。

「ジョージ・アコーギなら何で邪魔するんだよ……こいつはお前を土下座させたマリーナの弟だぞ」

「だからどうした？　姉と仲が悪いから弟を見捨てろってか？　まっ、俺とケンカしてまた親御さんに怒られなきゃいいけどな」

　まあ、こいつらが強そうな大人だったら躊ちゆう躇ちよなく見捨てたけど。向こうは俺とケンカをしたのがばれたら、説教では済まない。三人組は互いの顔を見合わせると、逆方向に駆け出した。

「お、覚えてろ!!」

　お約束の捨すて台詞ぜりふが公園に響く……子供を泣かすのは嫌だったから、大変ありがたい。

「アミ、気分転てん換かんに服でも見に行くか？　お兄様が好きなのを買ってやるから」

　せっかくの妹アミとのデートを、このまま終わらせるのは忍びない。

　公園から立ち去ろうとすると、シャインが近づいてきた。

「あ、あのジョージ様ですよね。僕の名前はシャイン・ライテック。この間は姉がご迷めい惑わくをお掛けしてすみませんでした」

　シャインは折り目正しく頭を下げてくる。

「あー、気にしない気にしない。嫌われているのはとっくに知ってるし」

　プログラマー時代ぜんせからよく知っている。

「それでも姉のした事は許される事ではありません。姉もあの後反省をしています……ただ姉も自分自身で抑えが利かなくなったんです。お話を聞いてもらえませんか？」

「とりあえず今度な。今は妹とのデートを優先させてくれ」

　その後もシャインは何度も何度も頭を下げてくれた……これなら見込みがありそうだ。
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　数日後、シャインから聞かされたのは予想外の内容だった。待ち合わせ場所は例の公園。

　シャインはベンチに座るなり、気恥ずかしそうに口を開いた。

「夢の騎士様？　なんだ、そりゃ」

　予想外過ぎる答えに開いた口が塞ふさがらない。

「おかしいですよね。でも、その騎士は姉が困った時や危険な目に遭あいそうな時に必ず夢に現れて助言をしてくれるそうなんです。実際に姉はそれで何度もピンチを救われたそうなんです」

　最初は怖い夢を見た時に現れたらしいが、男児に悪戯をされる事を前もって教えてくれたり、泥どろ棒ぼうの濡ぬれ衣ぎぬを掛けられた時には犯人を教えてくれたらしい。そして夢の騎士がマリーナの夢に現れるようになったのは、ライテック家が没落した直後辺りだそうだ。

「随分と都つ合ごうが良い夢だな」

　日本では夢は記憶やストレスを脳が処理する過程で見せていると言われているが、オリゾンでは夢は神秘的なものとされている。

「それとですね。最近、姉の夢に悪役が出てくるらしいんです。それがジョージ様にそっくりらしく……すみません」

　そして毎回俺は夢の騎士様に退治されているらしい……出演料を請求するぞ。

（マリーナは俺を憎む事で心のバランスを保っているんだろうな……まあ、シャイン君には関係ないな）

「お前が謝る事じゃないだろ……話は変わるけどシャイン君は将来なんになりたいんだ？」

「僕の夢は王宮騎士です。ご先祖様みたいな立派な王宮騎士になりたいんです」

　シャイン君は真っ直ぐに俺を見つめながら、宣言した……純粋で眩まぶしくておじさんの目が潰れそうです。余りにも真っ直ぐ過ぎて心配になる。おじさんの余計なお節介が再発動する。

「シャイン・ライテックじゃなくシャイン君自身がなりたいものはない？　君の人生は君だけのものなんだぜ」

　それこそ赤ん坊の頃から王宮騎士になれと言われてきたと思う。まるで洗脳だよな。

「僕自身ですか？」

「そっ、ご先祖様や親父さんに関係なく……君は罪を犯した人の子孫は未来永えい劫ごう罰ばつせられるべきだと思う？」

　うん、なんか俺の言葉の方が洗脳か宗教っぽくなってきたぞ。

「そんな事はないと思います。犯罪者の子孫だからって罰せられる必要はありません」

「それと一緒さ。罰も功績もその人自身の物だ。子孫が背負い込む必要はない……生きてく上で誇ほこりにするのは構わないが、それで潰されちゃ元も子もないよ」

　有名人の子孫は、得もするが損も多いと思う。人なんて勝手なもので、先祖のイメージを子孫にも重ねてしまう。

「それでも僕は王宮騎士になりたいです」

　シャイン君は俺の目を真っ直ぐに見ながら、しっかり答えてくれた。おじさん心をくすぐる真っ直ぐさである。

「そうか、分かったよ。それなら俺はその夢を応援……いや、その夢に投資させてもらう。婚約者マリーナの弟だからじゃなく、ジョージ・アコーギがシャイン・ライテックの夢に投資させてもらう」

　シャイン君の口がさっきの俺と同じくポカンと開きっぱなしになる。そして純粋に騎士を夢見る少年は涙を流した。
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　今日も今日とて両先生と会議である。




「夢に投資ですか？　彼が王宮騎士になれるよう援助するという事ですよね。確かに素晴らしい事ですが……何故、シャイン・ライテックを選ばれたのですか」

　真ま面じ目めなサンダ先生には俺のもう一つの狙いは分からないだろう。

「シャインが王宮騎士になれたら俺と婚約関係を続ける必要はないでしょ。金はギリアム商会からも出してもらいます」

「よくあのリアリストを口く説どいたな。餓が鬼きのダチだからって、融ゆう資しを甘くしないだろ？」

　うん、資料作りが大変でした。パワーポイントさん、異世界で活かつ躍やく出来ず。

「シャイン君は有名人で美少年です。彼に衣装や勉強のための塾じゆくを援えん助じよする代わりに、彼の服と同じ物を売り出すんですよ。それと彼が通う塾を勇者の子孫が通う塾と宣伝します。服にも塾にも貴族が食いつくし、彼が有能なら王宮騎士団が放っておきません」

　シャイン君には俺の鉾ほこと盾たてになってもらう。マリーナとの婚約を断つ鉾、そして勇者パーティーから俺を守ってくれる盾だ。ヒロイン達と仲良くなれる可能性は極めて低い。当然、勇者には俺の間違った情報が流れるだろう。もし、それで勇者が俺を攻撃してきたらシャインに庇かばってもらうんだ……後、マリーナ関係は仕事が忙しいと言って逃げよう。

「しかし、夢の騎士ですか……一体、何者なんですかね？」

　神官であるサンダ先生からしても、夢の騎士は胡散臭げな存在らしい。

「何者も糞もないですよ。マリーナの脳が作り出した幻ですよ。家が没落したストレスを整理する為に、脳が作り出した偶像ですよ」

　最初は辛つらい現実を忘れさせてくれるヒーローくらいだったんだろう。でも今は信しん奉ぽうに近くなっているはず。

「それじゃ、何でお前が出て来たんだ？」

「自分の意にそぐわない婚約ですからね。凄すごいストレスだったと思いますよ」

　マリーナは夢で俺を退治する事で、心のバランスを保っているんだと思う。赤ん坊の頃から、勇者の子孫だから清く正しくあれと育てられた。しかし、清く正しい父は失脚。そして失脚の黒幕の一人とされる男の孫に売られた。正に悲劇のヒロインだ……巻き込まれた俺は大迷惑だけど。
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　目の前に広がるのは青々とした草原。吹き抜ける風が俺の頰を優しく撫なでていく。ゲームのオープニングに出てきそうな爽さわやかな風景である。ちなみに前にここで寝転んだら、虫に刺されて酷ひどい目にあった。現実なんてそんなもんです。後、異世界のバッタは地味にでかいです……食用バッタがいない事を切に願う。

　ここはアコーギ領ボーブル、一年後には俺の領地になる場所だ。権力者じいちやんのコネを最大活用してフライング開かい拓たくをする事が出来た。

「ジョージ、ここには手を付けないのか？」

　今日は爺ちゃんがボーブル開発の視察に来ている。新しい技術のプレゼンもあるが、個人的に頼みたい事があるのだ。

「こっちは牧場にする予定なんだ。とりあえず、もう少し余裕が出てからだよ。見て貰もらいたいのはこれだよ」

　ここには牛舎や豚舎を作る予定だ。目指せ、ブランド牛にブランド豚。ブランドに出来なくてもいつか牛丼と豚カツは再現したい。

「これがゴーレムなのか？」

　俺がボーブルの土地開発に用いたのはゴーレム。でも、人型ではないあれをゴーレムと言っていいんだろうか。

「まあね、ボーブル製重機ゴーレムだよ」

　ぶっちゃければ、ブルドーザーやトラックの形をしたゴーレムである。

　ドワーフの皆様と話し合いをした結果、ゴーレムの難点が幾つか浮かび上がった。

　まず操そう作さ性せいが、かなり悪い。コンピューターなんてないから細かい所まで自分で動かさなくてはいけない。魔石に魔力を流しながら、ゴーレムを操作するそうなんだが、力の加か減げんがしにくいそうだ。だから、木を根っ子ごと引っこ抜いてしまったんだろう。

　そして二足歩行の為バランスが悪く、かなり重い。パワーを求めてボディを大きくすれば重くなり使用する魔力も鰻うなぎ登のぼりになってしまう。でもボディを軽量化すると、風が吹いただけで倒れてしまう。さすがに異世界でバランサーは作れませんでした。

　そこで俺が提案したのが、機能に合わせた重機ゴーレムの開発。無理に二足歩行にするからバランスが悪くなるのであって、四輪にしてバランスを安定させ、操作はハンドルやレバーで行えるようにしてもらった。油圧シリンダーの再現は難しかったが、ゴーレムの手を替える事で、ブルドーザーゴーレムやショベルカーゴーレムが完成した。お陰でボーブルの開発は急ピッチで進んでいる。

　そして俺と爺ちゃんが乗ってきたのも移動用の自動車型ゴーレムである。

「この自動車型ゴーレム、もう少し速く出来たら便利ではないか」

　爺ちゃんが自動車型ゴーレムを擦さすりながら呟つぶやいた。トラックゴーレムを始めとする自動車型ゴーレムの速度はあまり速くない。まあ、ゴーレムが車輪を、車椅子のように手で動かしているから仕方ないんだけど。

「考えてはいるけど、その為には車道の整備が先なんだ。俺のいた世界じゃ交通事故で死ぬ人が少なくなかったから……子供が自動車型ゴーレムに轢ひかれて死んだら、俺は悔やんでも悔やみ切れないよ」

　しばらくは、自動車ゴーレムの使用に制限を掛け、一般的には大量の物資や重い物を運ぶ時だけ使っていく予定だ。

「そのうち、俺の領地にも導入させてくれよ。それで頼みとはなんだ？」

「うん、威い厳げんのある文官を一人派は遣けんして欲しいんだ。他人から見たら俺はただの餓鬼でしょ？　いくら領主でも、子供の言う事は信用されにくいし説得力がない。だから、領地経営が落ち着くまで、守役をしてくれる人が欲しいんだ」

　俺の言葉を守役の人に発表してもらう。法律の発布や刑の施行、餓鬼に言われたらムカつくだろうが、それなりに威厳がある人が言ったら納得してくれるだろう。何より俺は見た目で損をするタイプだ。信用を築き上げるまでは油ゆ断だんが出来ない。

「確かにな。うちの配下がいれば技術の提てい携けいもスムーズにいく。ギリル・ジードを派遣しよう。あいつはお前の事を気に入っているしな」

　ギリル・ジードさんは、俺と母さんが初めてコーカツ領を訪れた時、帰路に付つき添そってくれた文官である。確かにあの人なら説得力が生まれる。

　世間的には俺は爺ちゃんの操あやつり人形と言われるだろう。でも、領民は安心すると思う。その間に、俺は信用を高め家臣団の結束を強くしていく。嫌われ者の俺の魅力はないに等しい。でもボーブルという土地が魅力的で、そこでの暮らしが快適なら領民や家臣団は自おのずと力を貸してくれるだろう。
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　俺は今テンションが上がっている。そう、ゴーレムの改造がうまくいけば俺の永年の夢が叶かなうのだ……いや、これは日本男児の夢と言っても過言ではない。

　ただ今、夜中の十二時。メイド隊の皆様もボルフ先生も寝ているが、俺はパソコンでの作業に熱中している。

（ここをこうして……頭のバルカン砲の再現は難しいから、省略と）

「おい、お前は著作権を知らんのか!?　いくら異世界でも、これはアウトやぞ。どっからどう見てもガ○ダムやないか!!」

　確かにパソコンの画面には某機動戦士らしきグラフィックが映し出されている。

「何か誤解してないか？　これはボーブルの新しいゴーレムガリダクだよ」

　あくまで偶然たまたま機動戦士に似てしまっただけなんだ。

「なんや、その紅べに生しよう姜が大盛り汁だくみたいな名前は!!　あかん、ビリケン様が見逃しても儂わしが許さへん」

　ビリケン様って、お前の上司は絆きずなの神様だろうが。

「それならこれはどうだ」

　次に映し出されたのはガリダクの量産機。

「この顔は、どっからどう見てもダ○ョウ倶楽部のジ○ンやないか」

「ちがう、これはボーブルのゴーレムＧＩＭＯ。ジモだよ」

　決して語尾にンを付けてはいけない。

「ダブルでアウトや!!　ツーアウトや!!　また紛まぎらわしい名前をつけおって」

「次はこれ。ジモと同じく量産機にするつもりだ」

　ちなみにジモは良質な魔石しか受け付けないグルメなゴーレムである。

「ザ○やろ。それは豆とう腐ふ屋やも絡んでくるから絶対にあかんで!!」

　あれ美う味まいんだよな。それとあの空からは、大事にとってあるけど使い道がないんだよね。

「違うこれはザキだ。よく見ろ、顎あごが割れているだろ」

　それにザ○よりボディがガッシリしている。

「どう見ても無理矢理ケツ顎をくっつけてるやないか!!　こんな夜中にしょーもない事をしおって」

「ロマンいや夢なんだよ。ゴーレムを使えばその夢が叶うんだ」

　ジョージ、行きまーすって言いながら、出撃したいんだ。たまに車を発進させる時小声で言っていたけど。

「今時、男のロマンが通じる訳ないやろ!!　あかんものはあかん。まったく、パソコンを与えたら暴走しまくりやな」

　当たり前だ、プログラマーにとってパソコンは相あい棒ぼうであり武器なのだ。




「……なあ、前から聞きたかったんだけど俺って元の世界に戻れるのか？」

　幸さいわい近くにはミケしかいないから、先生や家臣の人達に聞かれる心配はない。

「今度、リヤン様に聞いといたる。そんなに前の世界に戻りたいんか？」

　そりゃ、帰りたいに決まってる。俺はある意味、偽物のジョージなんだし。

　それに嫁よめさんも彼女もいないおじさんにも友人や仲の良い同僚がいたし、故郷には家族がいる。

「それと本物のジョージ・アコーギの魂たましいはどうなっているんだ？」

　ここがキミテの世界なら、本物のジョージ・アコーギがいるはず。

「それは儂の管かん轄かつ外がいや。まあ、転生の事例でいけばお前の魂と融ゆう合ごうしてるはずやで。悪いが儂が喚よんだんやないから分からんがな……なんぞあったのか？」

「いや、俺はジョージから色んな物を奪うばっているような気がしたんだ。家族、友人、家臣……本来はジョージに用意されていた人間関係なんだろ？　いくら名前と顔が一緒だからって、酷い話に思えてよ」

　融合しているんならまだ良いが、俺がこの体を乗っ取ったのなら酷い話だ。

「人間関係はジョージやなくお前が築いたんやで」

　築いたと言われても、敷かれたレールの上を歩いただけだ。

「尚更だよ。もし、本当のジョージが俺の中で見ているとしたらどう思う？　誰も自分を必要としてくれないって思うんじゃねえか？」

　本当のジョージはみんなの笑顔を見る度、俺の中で泣いているかも知れない。

「考え過ぎやで。ええから、はよ寝ろ」

　だけどその晩、俺はいつまでも眠れなかった。

　母さんやアミ、ドンガ達は俺がジョージ・アコーギじゃなく榕あこう木ぎ丈じよう治じだと知ったらどう思うんだろう。
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　そして来年から中学に進学するのだが、困った事に気付いた。オリゾンの進学率は決して高くなく、ほとんどの子供は小学校卒業と同時に親の仕事を手伝い始める。中学に進学出来るのは一部の富裕層と才能を認められた子供だけだ。前者は俺やヴェルデ、後者はサンダ先生。ちなみにドンガは俺の従者として、中学に進学する。

　問題は風と闇やみ以外のヒロイン達が同じ中学に進学するのだ。




（確か、ゲームだとジョージは学校に圧力を掛けて無理矢理マリーナと同じクラスになったんだよな……それなら違うクラスにもなれるはず）

　まあ、どっちにしろ仕事の都合で休む事が多くなるんだけど。













　ボーブル城が完成したのは、残暑厳しい九月半ば。オリゾンに空調設備なんてないから、風の魔石と水の魔石を組み合わせて作り上げた。床下にパイプを張り巡らせ冷水を流して温度を調整するのだ。ちなみに冬は風の魔石を火の魔石に替えて温水を流す予定。

　残るのはタスク山のドラゴンと中学校との交渉だけだ。ドラゴンとの交渉が終われば、小学校卒業前にボーブルへ移住しようと思う。

　だからといって安心は出来ない。まだ解決出来ていない問題が山積みなのだ。

　まずはスキルを一つも覚えられていない。

（マリーナとの仲を考えると乙女おとめの祈りによる固有スキルは諦あきらめるか……これだけ鍛たん錬れんしているんだから、そろそろ他の固有スキルを覚えてもおかしくないんだけどな）

　ジョージの付与系固有スキルは三つ。体を好きな色に光らせるシャイニングボディ（効果防御力＋３）。瞬間的に自分の鎧よろいを吹き飛ばすアーマーパージ（効果、敵に軽微のダメージを与える※自分の防御力激減）。自分の武器を黄金色に輝かせるゴールドウェポン（自分の武器に光属性を付与し光らせる※攻撃力に変化なし）としょぼい。

　そして攻撃系固有スキルは華麗な突き（攻撃力五パーセント増化）・さらに華麗な突き（華麗な突きを二回繰り出す。一回ごとの攻撃力は三十パーセント減小）・かなり華麗な突き（華麗な突きを三回繰り出す）・格好いい斬撃（グループ攻撃、攻撃力が五十パーセント減小）と、こちらもかなりしょぼい。

（こういう時は……カモーンッ!!　ダイタンス……ミケッ）

　危うく三を英語で言うところだった。

「そのパターンのボケは危ないから、止やめんかい!!　……またパソコンかい。子供は風の子、たまには外で遊んだりせんのか？」

　中身がおっさんな俺が外で隠れんぼとかしていたら、痛々しいと思うんだけど。

「だったら優しい神使様が事務仕事を手伝ってくれよ。ところでミケ、スキルってどうやれば覚えられるんだ？」

「あー、言い忘れとった。この世界にお前の言っとるスキルはあらへんで。術系の固有スキルも魔法の一種に数えられとるし」

　ジョージの固有スキルは、他のキャラの固有スキルの劣れつ化か版。名称はキャラにより違うが、華麗な突きは強攻撃の事だ。マリーナの強攻撃は光の一撃（一・五倍のダメージを与える）、ドンガの強攻撃はおで頑がん張ばる（二倍のダメージを与えるが、命中率が三十パーセント減小）。ちなみにおでもっと頑張る、おで更に頑張るとパワーアップしていく。

「マジか……ボルフ先生にスキルを教えて下さいって、頼まないで良かった」

　これもエアリーディング能力の賜たま物ものと言えよう。

「行動の結果が固有スキルになっとるだけやで」

　そうか、野球で言えばカーブの握りで投げるからボールは曲がる。カーブだって叫んでも曲がらないし、念じても曲がらない。ボールが曲がるように投げた結果、カーブになると。そこに魔力は介入しておらず、関連しているのは運動エネルギーだけだ。

「そうだよな。ボクシングのストレートや柔道の一本背負いがスキルな訳ないし」

　でも、素人しろうとの見よう見まねのストレートパンチとプロボクサーのストレートパンチでは雲うん泥でいの差がある。そこにあるのは鍛錬と才能の差。

「早い話が強くなりたきゃ鍛錬しろって事か」

　術系の固有スキルも魔法と考えれば納なつ得とくがいく。属性魔法を使う時は、六属性の神から力を借りているそうだ。つまりそれぞれの神の信徒であるヒロインが祈る事で、新たな魔法固有スキルを使えるようになるんだろう。

「そうゆうこっちゃ。これで悩みが解決したやろ」

　ミケはそう言うと、どや顔でふんぞり返った。

「まだまだだよ。娼しよう館かん問題も解決してないし、前からボーブルに住んでいた領民と移民の仲も気になる。食糧の備び蓄ちくも不安だ。ドンガとヴェルデの恋も気になるんだよな」

　二人とも一いち途ずな性格らしく、まだ吹っ切れていないらしい。それに好き同士と言っても、そこは小学生。恋人には程遠い仲良しのお友達レベルである……ドンガ達の方が圧倒的に不利なのは変わらないけど。

「本当に苦労性やな。普通の貴族はもっと泰たい然ぜんとしてるで」

　他にも商品や調味料の開発、町のインフラ整備、騎士団及び警けい察さつの発足、病院や小学校の建築、奴ど隷れい制度の廃止等、問題は山積みだ……何よりボーブルに越したらアミとも離れ離れになるからお兄様の癒いやしがなくなってしまう。あと、合体ゴーレム作りたかったのに。でも、絶対に巨大ゴーレムは作ってやる。

「少しは自分の幸せも考えなあかんで。覚えとき、なくならない幸せなんてないんや。幸せは笑える程簡単になくなるんやで」

　ミケはそう言うと姿を消した。やっぱり事務仕事は手伝ってくれないか……。

　下手の考え休むに似たり、今溜まっている書類を片付けるのが先決だ。

　気合を入れ直して、一枚の書類を手に持つ。……マジ？　これ、どうしよう。その書類を見た途と端たん、目め眩まいがしてきた。二度見してもチラ見しても書類の内容は変わらない。裏返しても後回しにしても変わらず。当たり前か、ＳＴＯＰ・ＴＨＥ現実逃とう避ひ。

　メイドさんに頼んでボルフ先生を呼んでもらう。




「ジョージ、またなんかあったのか？」

　ボルフ先生は俺の渋面を見て察したらしい。言っておくけど、普段はニコニコ笑顔の優しい領主です。

「ハイードロ教から面会の申し込みが来ました。家の事情で中学進学を諦めている児童への援えん助じよの協力のお願いをしたいそうです」

　ハイードロ教、水の神ハイードロを崇あがめる宗教。教皇を始め重要なポストは水のウォーテック家関係のエルフが独占している。キミテでは、水属性のヒロイン、アニエス・ウォーテックがハイードロ教の神官として登場する。

「相変わらず、金の臭いを嗅かぎ付つけるのが早いな……ジョージ、どうする？」

　ある意味、領地経営が上手くいってる証あかしなんだけど頭が痛い。

「金を出さないと色んな噂うわさを流されると思いますから、応じようと思います……ただし、こちらからも条件を提示します。それと爺じいちゃんに連絡をとってもらえますか？」

　簡単に応じてしまったら、これ幸さいわいと何度も金を毟むしり取とりに来るだろう。宗教勧誘を何度も撃退した腕を見せてやる。

「分かった。しかし、中学進学の援助なんて何が目的なんだ？」

「金の中抜きとハイードロ教への勧誘じゃないっすか？　まっ、一番は宣伝ですね」

　金は貴族に出させて手柄はハイードロ教が独り占めすると。





　　　　　◇






　ハイードロ教との面会日。対応策として、俺は質素な麻の服ふだんぎを着ていた。ハイードロ教の神官は、貴族が豪ごう華かな服を着ていたら〝贅ぜい沢たくだ。そんな金があったら、庶民に施ほどこしをするべき〟と絡んでくるらしい。ボーブルには見られたくない物が沢山あるので、話し合いはアコーギ城で行う。




「ジョージ様、ハイードロ教の方がお見えです」

　対応をお願いしていたサンダ先生が声を掛けてきた。ラヴーレ教の神官でもあるサンダ先生が腹心と知れば、俺を勧誘する確率が下がるだろう。

「通して下さい」

　満面の作り笑顔で来客を出迎える。

　入って来たのは一組の男女。長い耳に整った顔立ち、二人ともエルフだと思う。ちなみにお二方ともシルクで出来た高そうな僧衣を着ている。

「ジョージ・アコーギ様ですね。私はハイードロ教の南部神官長をしているロッコー・ウォーターと申します。こちらにいるのがアニエス・ウォーテックでございます」

　ロッコーはエルフだけあってかなりのイケメン。ちなみにアニエスは不ふ機き嫌げんらしく顔をしかめている。ウォーター家はウォーテック家の分家との事。

「これはこれはご丁てい寧ねいなご挨あい拶さつありがとうございます。ご提案頂いた件ですが大変素晴らしいと思います。ただし、幾つか条件を付けてもよろしいでしょうか？」

　確かに才能を埋もれさせておくのは国にとっても痛手だ。

「どのような条件をお考えですか？」

　ロッコーの顔から笑みが消えた。

「まずは選考基準に偏かたよりを出さない事。特に種族、信仰宗教に関係なく進学して欲しいですからね。そして金の流れを明確化させましょう。全てハイードロ教に任せては申し訳ないので、有志の貴族で基金を作りました。こちらが参加する貴族と予算案です」

　今回も爺ちゃんの脛すねをかじらせてもらった。オリゾンの貴族のほとんどが爺ちゃんの呼び掛けに賛同してくれたとの事。それくらい、ハイードロ教のたかりに辟へき易えきしていたんだろう。

　ふいにアニエスが声を掛けて来た。

「ジョージ様は私と同じ年なのに、お金儲もうけが得意と聞いてます。でも、世の中には、お金より大切な物があると思うんです。ハイードロ様は仰られました、〝富める者は貧しき者に富を分け与えよ〟と。そんな事をしていたらハイードロ様に嫌われますよ」

　汚れのない大きな瞳がキッと俺を睨にらんでいる。ハイードロ教では金に執着するのは浅ましい事とされているらしい。小学生？のうちから金を稼かせいでいる俺なんて許しがたい存在なんだろう。

「でも金がないと人は暮らせませんよ。昔ある偉い人じんがこう言ったそうです。自分の国で苦しんでいる人がいるのに他の国の人間を助けようとする人は、他人によく思われたいだけの偽善者だと。私の領地はまだ完全な状態ではなく、困こん窮きゆうしている民も少なくありません。彼らを餓うえさせない為なら、喜んでハイードロ様に嫌われますよ」

　マザーテレサさんの名言をパクらせてもらいました。正直、今は一ストーンも無駄にしたくないのだ。












「なっ……私達が偽善者だと言うんですか!?」

　アニエスさん激切れ。偽善とは言わないが、綺き麗れい事ごとしか言わない人が嫌いなだけです。

「誰もそうは言っていませんよ……ロッコー様、ご覧の通り王様からも賛同を得ております。基金の代表にはハイードロ教から人を出して頂いてもよろしいでしょうか？」

　アニエスとの会話を打ち切り、ロッコーに向きなおる。ちなみに基金の名前はハイードロ進学基金。実利は形けい骸がい化かさせたが名めい誉よは残しておく。

「なるほど……噂通り面白いお方だ。それでしたらボーブルにハイードロ教の教会を建てても構いませんね。ジョージ様は宗教を差別されないようですから」

「ええ、我が領は法を守って頂けるのならいつでも歓迎いたします」

　ハイードロ教は力のある宗教だ。好き好んで対立する気なんてない。

「アニエス、君の負けだ。ハイードロ様の教えは確かに尊いが、形にならなければ何の意味もない……ジョージ様、私がボーブルの教会に赴ふ任にんさせてもらいますよ」




　アニエスに嫌われて、厄やつ介かいなエルフを呼び込んでしまった。
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　ハイードロ進学基金は意外な副産物を生んでくれた。

「ジョージ様、ウォールナットさんも中学に進学するって本当だか？」

　ドンガの目にキラキラと輝くお星様が見える。ゴツい熊っ子が、顎あごに拳こぶしを添えながらワクテカ状態で俺を見ている。

（クマが、そのポーズを取ると暖かくなっちゃうだろ）

「ジョージ様、ラパンさんも中学に進まれるんですよね。ク、クラスは何クラスあるんですか？　いや、参考までに聞きたいなーなんて思いまして」

　ヴェルデの目にはハートが見えていた。狸小僧は頰ほおを赤く染めて、胸の前で人差し指をチョンチョンと突っつき合わせている。

「らしいな……お前達、学校には勉強しに行くんだぞ。あまり浮かれてヘマをするなよ」

「分かっただ」「分かってます」

　二人とも勢いよく返事をしてくれたが、幸せオーラを出しまくっている。

　……言えない、ケインとピーターも中学に進学するなんて俺には言えない。

　不ふ思し議ぎな事にハイードロ進学基金の合格者の半数が俺の関係者だった。今回の合格者は全部で十人。そのうち俺と関係があるのは、同じ小学校のウォールナット、ラパン、ケイン、ピーターの四人。そしてアーシック領から移住してきたドワーフ娘リリル・ハンマー。裏から手を回した訳じゃない。何しろ審査は第三者を入れて厳正に行った。基準は能力・熱意・家庭環境等、多た岐きにわたっている。




（そういやミケは絆きずなの神様の神使なんだよな）

　ミケの加か護ごなのか分からないが、俺の人間関係はかなり濃くなっている。サンダ・ボルフ両先生に続きハイードロ教の神官ロッコー・ウォーターも家臣に加わった。ロッコーさんは二百歳になるエルフだけあり、経験も知識も豊富だから家臣になってくれたのは有り難い……有り難いが、アニエスから更に恨みを買ったのは言うまでもない。

　そして中学のクラス分けは俺の持てる力やコネを総動員してヒロイン達と別にしてもらった。ついでにクラスは端と端、校舎も違うからニアミスも少ないと思う。ちなみにヒロイン達が通う特別進学クラスには多くの希望者が殺さつ到とうしているらしい。最終的に主人公の総取りになるというのに。

（さて、残るはドラゴンとの交渉だけか）

　レコルト基礎知識にアクセス。

　ドラゴン：ドラゴンは、魔物の中でもトップクラスの力を所有している。その鱗うろこは鉄より硬く普通の武器では掠り傷すら付けられないという。また様々なブレスを使いこなし、一匹で騎士団を殲せん滅めつした事もある。その為、ドラゴンを倒した者にはドラゴンスレイヤーの名が与えられる。

　……果たして、生きて帰ってこられるだろうか？

　だが主人公とヒロインがラストダンジョンを攻略出来るレベルになると、固有スキル一撃だけでドラゴンを倒せてしまう。これ以上、ヒロインの恨みを買うのは避さけよう。あんなチートな人達には逆立ちしたって勝てる気がしない。




「神様、お願いしますだ。どうかウォールナットさんと同じクラスにして下さい……出来たらお、お友達になりたいだす」

「神様、お願い致します。好き嫌いもしませんし家業も今以上に手伝いますからラパンさんとクラスメイトにして下さい……ぜ、贅沢を言うなら斜め後ろくらいの席になりたいです」

　隣ではドンガとヴェルデが一心に祈っている。

（同じ学校に通えるのが、そんなに嬉うれしいのか？　振られたら残りの月日が気まずいんだけどな……そんな事を考えて恋する年じゃないか）

　ふと、自分の初恋を思い出す。好きな子がサッカー部のエースを好きだと聞き泣いて諦めた。ただの噂に踊らされて大泣きしたなんて随ずい分ぶんと可か愛わいい昔話である。

（まっ、振られて泣いている時は側にいてやるよ）

　ワクワクしながら中学校生活を話し合う二人の為にも、ドラゴンとの交渉を頑張らねば。
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　タスク山はドラゴンが生息しているだけあり、標高が高い。酸素マスクなんてないから登頂なんて諦めた方がよさそうな高さである。ゲームでは酸素の薄さなんて関係ないし高山病にも掛からないけど、ここは現実的リアルな世界。下手したらドラゴンに会う前に滑かつ落らく死しする危険性もある。

（酸素マスクどころか登と山ざん靴ぐつもピッケルもないんだよな）

　厚手の丈夫な服に帽ぼう子し、手袋などの登山装備に身を包んではいるが気休めにもならない。ドラゴンに会う為に、フリークライミングで登って転落死エンドなんて笑えない。

「さて行きましょうか……ジョージ様、頂上を目指すのですか？」

　伝説のドラゴンに会えるとあってサンダ先生は大張り切りです。さすがは学者脳オーク……そういや学者さんって、ハリケーンに突っ込んだりマグマの側に行くんだよな。俺プログラマーには分からない心理だ。

「いや、中腹にドラゴンが翼を休める場所があるはずです。そこでコンタクトを取ろうと思います」

　頂上なんて狭い足場でドラゴンと遭そう遇ぐうしたら、押し出しで俺ジヨージの負けになってしまう。

　当たり前であるがタスク山には登山道なんて存在しない。ゲームではスイスイと進めていたが、足場を確かめながらの山登りは体力も時間も消費する。しかも、中腹部までは深い森が支配しており現在地も分からなくなってしまう。唯一ラッキーなのはオークも狼人も嗅きゆう覚かくが優れているから山林で迷う危険性がない……もし、はぐれたらミイラになる自信がある。

「しかし、これだけマナが濃いのにゴブリンの一匹も居ないとはな」

「ここはドラゴンの棲すみ処かですからね。気付かれたら……餌えさ……になりますよね」

　そう、俺達みたいな異分子は嫌でも目立つ。ドラゴンに気付かれる可能性はかなり高い。

「大丈夫ですよ。ドラゴンは魔石を食べる以外は、滅めつ多たに生き物を襲おそわないそうですから」

　サンダ先生は滅多にないと言うが、俺達は野性生物にとって最大の禁忌タブー、領域侵犯をしている訳で……。

（考えるな、ジョージ。こういう時に考えると現実になってしまうんだ）

　恋愛イベントは起きないが、俺はトラブルイベントを引き寄せる体質らしい。




「……サンダ」

　ボルフ先生の顔が一気に険けわしくなる。

「ええ、こちらを見張ってますね」

　何が見張っているんですかと聞くのは野や暮ぼだろう……つうか、お約束イベントが早すぎる。普通はもう少し引っ張ってユーザーの気持ちを高めてから起こすのが基本だというのに。




「付いて来いって感じだな」

　どこか楽しそうなボルフ先生、この闘い中毒バトルジヤンキーめ。

「ええ、もう姿を隠す気もないようですよ」




（見ちゃ駄目だ、絶対に見ちゃ駄目だ。転ばないように足元をしっかり見るんだ……あっ）

　さすがはお約束体質。足元を見ているくせに木の根っ子に蹴けつまずいてしまう。その拍子に見えてはいけない物が見えてしまった。




「で、でけぇ……マジかよ」

　優に五メートルは越えている生物ドラゴンが上空を翔んでいる。ドラゴンはビビる俺を嘲あざ笑わらうかのように大空を悠然と舞っていた。




「まだ若いドラゴンだな。まっ、偵察役だしな」

　あれで若いドラゴン？　確かにボスが偵察には出ないよな。だったらボスドラゴンはどれくらい大きいんでしょうか？

「若いと言ってもドラゴンですから、ブレスを吐かれたら一巻のお仕舞いですよ」

「違いねえ」

　何故か笑い合う両先生。これが実戦経験の差なんだろうか。

「この状況で、よく笑えますね」

　ラノベやゲームではドラゴンと平気で対たい峙じしているが、あれは噓うそだ。これだけ離れていてもチビりそうな迫力がある。

「ばーか、向こうがその気なら俺達はとっくの昔に丸焦げだっつーの」

　確かにそうなんだけどさ。デカい犬は首輪に繋つながれていても恐い。頭で理解出来ても感情をコントロールするのは不可能だ。

「ドラゴンは理知的な種族ですよ。それにジョージ様が背負っている物も無理矢理奪ったりしませんよ」

　俺が背負っているリュックにはマナプラントで作られた魔石が詰め込んである。よく考えなくても一番狙われやすいのは俺だ。慰なぐさめとしては、魔石を置いている店や倉庫を襲ったドラゴンがいない事くらいだ。

「精々、丸飲みされないように気を付けろよ」

「何を気を付けろってんすか？　俺なんかじゃ偉大なるドラゴンの前では手も足も出ないっすよ」

　ドラゴンの聴力がどれくらいなのか分からないから、出来るだけ持ち上げておく。手も足も出ないのは事実だから口先だけでなんとかするしかない。

「もう少しで森が開けますよ……いよいよドラゴンに会えるんですね。ドラゴンと対面出来るなんて学者冥みよう利りにつきます」

　サンダ先生はまともな人だと思っていたが、知識欲が刺激されるとストッパーが外れるらしい。

　森を抜けると、そこは地じ獄ごくだった。

　そこにいたのはドラゴンの群れ。大きい個体では軽く十メートルを越えている方もいらっしゃいます。

（一、二、三……って何体いるんだよ。こんなお出迎えいりません）

　しかし、礼を欠いては不利になる。なんとか声を絞り出して口を開く。

「は、初めまして。わ、私は今度ボーブルを治めさせて頂く事になりましたジョージ・アコーギです。今日は引っ越し前の挨拶に来ました」

　俺の言葉が終わると巨大なドラゴンが群れの中から出て来た。目からは涙が溢あふれ出でるし、膝ひざはガクガクと震えっ放しです。

「これはこれはご丁寧にすいません。あいにく長老のキンウロコは急な来客で席を外せない為、私わたくし黒ブチが承ります」

　ドラゴンさんめっちゃ紳士的です。

「いえいえ、領地を治めると言いますがそれは人間の都つ合ごうでございます。それとよろしかったら、これをお納め願えますか？」

　背中からリュックを下ろしてドラゴン側に差し出す。

「これは各種魔石詰め合わせ。しかも魔物臭さがない一級品」

　ドラゴンが唾つばを飲み込む音って迫力が凄すごいですね。夢に出てきそうです。

「もし、お話を聞いて頂けたら、まとまった量を月一で提供する準備があるのですが」

　そこから俺は本気のプレゼンを始めた。正に命いのち懸がけのプレゼンである。

　タスク山及び緊きん急きゆう時じにおけるボーブル地方の防衛をドラゴンにお願いしたい事。

　その見返りとして、魔石を月一で提供。受け渡し場所はタスク山の麓ふもとにある村。

　受け渡しを観光の目玉にしたい事。

　タスク山には許可を得た者しか登らせない事。もし許可なく登った者がいれば警けい告こくを発してもらい、それを無視するようであれば俺達に受け渡して欲しい事。ただしドラゴンに危害を加えるような悪質な者に関しては、その場で対処しても構わない。

「私達を見世物にする気ですか？」

　ドラゴンさん達の空気が一変した。もう、ちびりそうです。

「観光を収入源とする事で、民にタスク山の見張り役をさせます。領主の紙切れ一枚での命令より効果があると思いますよ」

　ドラゴンに戦いを挑もうとする冒険者がいたら、村人は宿泊を拒否するだろう。

「後日、長老からのご返答があるかと思いますよ……これからよろしくお願いしますね」

　安心したのか腰が抜けて、その場にへたりこんでしまった。これでようやくボーブルに引っ越しが出来る。
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　同刻、ボーブル山山頂。ドラゴンの長老キンウロコは巨大な身を縮ちぢこまらせながら、来客に相対していた。

「こ、これはミケ様。本日はどのようなご用でしょうか？」

　キンウロコの目の前にいるのは、彼の指よりも小さな猫型の神使。

「なに儂わしが加護しとる猿人と、仲良くして欲しゅうて頼みにきたんや」

「ミケ様の頼みとあらば……ところで今日はお一人なのですか？　あの方は──」

　ミケはキンウロコの問いに何も答えず、ただ寂しそうに笑うだけであった。
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　テーブルの上には所狭せましと、ご馳ち走そうが並べられていた。寿す司しに鶏とりの唐揚げにふろふき大根、どれも俺の好物ばかりだ。

「明日から丈じよう治じは東京か……しっかり勉強して母さんを安心させるんだぞ」

　父さんの目が軽く潤うるんでいる。父さん？　でも、アランじゃない……ああ、これは夢だ。それも前世の夢……多分、高校を卒業して東京に出て行く前の晩だと思う。

「お父さん、明日は丈治の好きな食べ物を作るって昨日から頑張っていたのよ」

　父親は料理に手て間ま暇ひまを惜しまない人だった。あの頃は何も分からなかったけど、あれこそが本当のご馳走なんだと思う。二人ともゲームは遊ばない人だったけど、俺が携たずさわったゲームはプレイしてくれたらしい。母さんはエンディングのスタッフロールに俺の名前を見つけて大泣きしたそうだ。両親に対する感謝と恩返しを出来なかった反省、春の日のような温かさと胸を締め付ける懐なつかしさ……色んな感情が去来し思わず涙が溢れ出す。




「父さん、母さんありが……ぬぅおっ」

　夢の中の両親に礼を言おうとしたが、そこにいたのは両親ではなく巨大な猫ミケ。どうやら、夢から覚めたらしい。

「なんや？　おとんとおかんの夢か。親の夢で涙を流すなんて、可愛い所があるやないか」

　ミケはそう言うと、訳知り顔をしながら頷うなずく。腕を組みながら、尻尾しつぽをゆっくりと動かしている。言外に儂はわかっとるでと言ってるのが伝わってくる。

「年を取ると涙脆もろくなるって、本当なんだな。それで神使様は何のご用事ですか？　引っ越しを手伝いに来てくれたんですか」

　ドラゴンの皆様は俺の提示した案を全て了承してくれた。

　そして今日、アコーギ城からボーブル城へと引っ越す。大きな荷物は既にボーブル城に運び終えているが、猫ミケの手を借りたくなるくらいに忙しくなると思う。

「なんで儂が引っ越しを手伝わなあかんのや。儂はぷりてぃな三毛猫ちゃん、地味な黒猫やないんやで……お前が元の世界に戻る方法が分かったんや」

　これからボーブルには移住者も増えてくるから運送屋が必要になると思う。名前は黒猫ヤ○トならぬ三毛猫ニャマトにしよう……ってい、今なんて言った？

「マジか!!　それで、どうすればいいんだ？」

「魔王級の魔物が落とす魔石を触しよく媒ばいに使うんや。そうすれば、帰れるで」

　このドラ猫神使は、なんて無理難題を提示してくるんだ。

「無理だって!!　お前、馬鹿じゃねえの？　魔王ゴライアスがどれだけ強いか分かってんのか？　俺なんて瞬殺だぞ」

　魔王ゴライアスは、キミテのラスボスだ。ラスボスだけあり、とんでもなく強い。普段の身長は三メートル、変身すると五メートルになるという物理法則ガン無視な存在だ。

　補助魔法を打ち消す技（決して凍いてつ○波動ではない）や石化（生物が石になるのはおかしいとか、心しん臓ぞうが石になれば即死します等の苦情は受け付けておりません）も使ってくる。

「それでもシュジンコー達は倒したんやろ。ならお前にも出来るはずや」

「あんなドラゴンやヴァンパイヤに平然と勝てるやつらと一緒にするな。俺ジヨージはトロルにも勝てないんだぞ」

　あんなオーガの一撃を盾で防いだり、ドラゴンのブレスを浴びても平然としてるチートさん達と一緒にしないで欲しい。よく考えれば勇者パーティーも物理法則を無視しまくりだよな。もっと体がマッチョになってなきゃおかしい……ヒロインが全員マッチョなゲームなんて売れないけど。でも、大丈夫。キミテの世界には物理法則を捻ねじ曲まげる理屈があるのだ。

「お前のマナの保持量はかなり高めなんやで。ドラゴンにも勝てるはずや……多分。最悪、シュジンコー達が魔王を倒したら横取りすればええやないか」

　神使が横取りをアドバイスして大丈夫なんだろうか？

　つまりマナの保持量が高ければ魔力も高くなるし、攻撃力も高くなる。腕が細いヒロインでも一撃で、アイアンゴーレムを倒せるのだ。

　だから、主人公パーティーは崖がけや高い塔から落ちても平気だったんだろうか？　そんなとんでも理論が俺に通用するとは思えないけど。

「はずってなんだよ……でも、俺は魔王と戦えないぞ。魔王城まで行く足がないからな」

　魔王城には空を飛んで行かなければならない。そこで登場するのがフライング・シップ。太古の昔に滅んだ文明の遺産オーパーツで近未来的な形をしている（決して西洋帆船ではない。西洋帆船はＦの飛空艇を連想させて危険なのだ）。

　ちなみにジョージもフライング・シップを持っている。ただし、大きさは二メートル程度の木造船で動力は人力オール。真ん中に小さな小屋があるだけの貧相なフライング・シップである。当然、移動能力は低い。だから魔王城に行く時は、主人公パーティーのフライング・シップに勝手に鎖くさりを付けてついてくる。

「しゃーないやろ。事象を捻じ曲げるには、強力な魔石が必要なんやで」

　ミケの言葉に考え込む。

「魔王級って事は、魔王の魔石でなくても大丈夫なんだろう？　例えばマナプラントに魔石を採算度外視で与えれば作れるんじゃないか？」

（とりあえず巨大魔石作りにチャレンジしてみるか）

　日本に戻る為に死んでしまったら元も子もない。それに大おお怪け我がをしたらジョージに体を返せなくなってしまう。
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「さてと、行きますか」

　物が運ばれてガランとした部屋は、不思議なほど広く見える。今まではアランに扶ふ養ようされていたから働く必要がなかったけど、これからは稼がないと食えなくなる。それにアランに税収の二割を納めなきゃいけないし、ボーブル城で働く人達に給料を払わなきゃいけない。早い話が、頑張らなきゃならんのだ。

　第一の目標は、ボーブルを発展させて税収を増やす事だ。これから嫌でも金は必要になる。何だかんだ綺麗事を言っても金の力は強いのだ。産業を発展させて輸出入を拡大していきたい。

　第二の目標は、魔王や六ろく魔ま枢すうに対する備えを始める事。俺が関わらないにしても、巻き込まれる確率は少なくない。貴族には魔王軍との戦いで軍役もあるだろうし、領地の場所的に闇やみと風の六魔枢との戦いは避けられないだろう。

　ガランとした部屋で考え事に耽ふけっていると、可愛らしい声が聞こえてきた。

「お兄様、行かれるんですね」

　アミの目は既に潤んでおり、その威力は絶大である。思わず、引っ越しの延期を考えてしまった。

「ああ、そうは言っても同じ領内にいるんだぜ。永遠の別れじゃないんだから、いつでも会えるよ」

「いつでもじゃありません……決めました!!　私も来年王都の中学校に通います」

　アミが潤んだ目で俺を見つめてくる。お兄様を萌もえ殺す気なのか。

　かなり嬉しい決断であるが、アミは思春期を迎えてもお兄様大好きっ娘でいてくれるんだろうか？　〝兄貴？　ないない。そばかすがキモいもん〟とか〝お兄様、恋人が出来ました〟なんて言われたら自や棄け酒ざけ確定である。

「それじゃ、中学校に行ってもアミが自じ慢まん出来るお兄様を目指すよ」

　第三の目標が出来た……いや、これが一番かもしれない。それはアミを始めとする周りの人達との絆をより強固にする事だ。モテなくてもいい、仲間や領民を大切にしてボーブルの結束を高めるのだ……モテなくてもいいけど、一人くらいは彼女が欲しい。だってマリーナに振られるのは目に見えているし。




　俺達の見送りは盛大なものとなった。さすがのアランとアデリーヌも見送りに来ている。

「ジョージ、アコーギ家の名を汚さぬように努力を怠るな」

「はい、父上。お言葉を肝に命じて粉ふん骨こつ砕さい身しん努力致します」

　親子とは思えない白々しいやり取りが続く。

「優秀なジョージの事ですから、私達からの贈り物は必要ありませんね」

　アデリーヌは相変わらず厚あつ化げ粧しようでド派は手でな格好をしている。ちなみに下手に風下に立つと、濃密な香水の臭いで酸欠になるから注意が必要だ。

「はい、お婆ばあ様さまと父上からは返しても返しきれぬ程の恩をもらいましたので」

　そう、能力の高い文官や騎士をスカウトさせてもらった恩があるのだ。身分に関係なく能力のある人をスカウトしたから、アランの配下はスカスカである。

　ボーブルとの領境までは馬車で移動、ボーブルからはゴーレムバスとゴーレムトラックに乗り換える。文官、騎士に兵士、ジョージメイド隊も付いて来てくれる。さらにはその家族を連れて行くので、かなりの人数だ。

　そしてボーブル城には母さんも付いてくる。俺が心配なのもあるんだろうが、城に来てくれた女性客のもてなしをしてもらう必要があるのだ。本来なら領主の正妻がする仕事なんだけど小学生の俺には奥さんなんていない。婚約者マリーナも小学生だし、第一マリーナは俺に協力してくれないと思う。

　ガラリと音をたてて馬車の車輪が動き出す。きっと、俺の運命も本格的に動き出すんだろう。
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　ボーブル城はアコーギ城の倍近い大きさに建てた。理由は簡単、有事に防災拠点としたいからだ。周囲を堀で囲み城じよう壁へきも高くしている。最終的には城じよう塞さい都市にするつもりだ。

　高さは三階建て、華美さは求めず防衛機能と快適な住環境に心を砕いた。俺の執務室は二階の中央に位置しており、俺の私室と寝室が隣りん接せつしている。私室のドアを開けたら一分で仕事場に行けるのだ。

　ちなみに寝室の広さは六畳じよう、私室は八畳、執務室は十畳（半分は書類棚が占めている）の大きさである。執務室にはパソコンを置いているので、限られた人しか入室を許可していない。母さんの部屋は三十畳でアミの部屋は二十畳の大きさにした。

「お前領主なんやろ？　もう少し広い部屋に住もうと思わんのか？」

　周囲に人がいなくなったのを見計らってミケが姿を現す。

「無駄に広い部屋は落ち着かないからな。その代わり応接室や貴き賓ひん室しつは広くて豪華だぜ」

　商人から貰もらったお祝いの装飾品や絵画は応接室と貴賓室に飾っている。ちなみに俺の部屋に飾っているのは、アミからの手紙やアミが書いてくれたお兄様の似顔絵である。

「しかし、部下の部屋より狭いと示しがつかんやろ」

「部屋なんて寛くつろげれば充分なんだよ。それに服とかは、ホームキーパー部門に一任しているし」

　ジョージメイド隊はボーブル城ホームキーパー部門に名称を変更した。制服もスカートを廃止し、動きやすいパンツスタイルに変えた。主な仕事が清せい掃そうや洗せん濯たくになるので、この方が効率が良いのだ。

「ホームキーパーって、給仕はさせないのか？」

「そっちの仕事は社食部門のウェイターとウェイトレスの仕事になる。社食はセルフの食券形式。ウェイターやウェイトレスさんは、来客の時にのみ対応してもらう」

　でも母さんのメイドさん達には、そのままの形式で働いてもらっている。

「お前も社食で食べるんか？」

「上司が一緒だとリラックスして食えないだろ。俺は執務室に出前をしてもらうさ」

　ちなみに三食出前で済ませようとしたら、母さんにめっちゃ怒られた。とりあえず三日に一回は母さんの部屋で晩飯を食べる事になっている。社食は今後民間の食堂にも参入してもらい、朝昼晩のローテーションを組んでもらう予定だ。

「余り無理をしたらあかんで。この世界にはお前がいなくなったら悲しむ奴がぎょうさんおる事を忘れたらあかんぞ」

　ミケはそう言うと姿を消した。

　真新しい部屋にはまだ荷物が少ない。

　……ようやくここまで来れた。嫌われ者に転生した時は、どうしようか本気で悩んだ。

　案の定、マリーナには嫌われたけど、こんな俺に付いてきてくれる人達がいる。

（ここからスタートだな）

　窓から外を眺めると、忙しそうに働く人達が見えた。ここが、この人達が俺が守るべきもの……マナプラントの魔石生産にタスク山のドラゴンとの契けい約やくは実を結びつつあるが、まだやらなきゃいけない事が山のようにある。

　魔王を倒す勇者にはなれないけど、俺が守らなきゃいけないものは何がなんでも守ってみせる。
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　胃が痛い。納期間近のデスマーチの最中に、サウンド担当のプログラマーがダウンした時を思い出す。俺はシステム担当だし、音程もリズム感も皆無。他のチームに頭下げまくって修しゆ羅ら場ばを乗り切ったんだよな……。

　でも、この修羅場はどうやって乗り切ればいいんだろ。




「ジョージ様、次の書類はこちらです。〝早くうちの村の道路も直して欲しいです。隣村を優先した理由も教えてもらえますか？〟返答はいかが致しますか？」

　ちらっと、サンダ先生の手を見ると大量の決済待ち書類。領主がこんなに大変だとは思わなかった。道路整備だけじゃなく治水問題に税金の減額希望、出店希望に治安の回復等々。一つ解決したら、それを聞きつけた別の人達が俺も俺もと要望を出してくる。

「とりあえず来期に計画を組む予定があると返答して下さい」

　作ると確約しないのがミソ。いや、隣村の収しゆう穫かく量りようの方が多かったから道路を優先的に作ったんだけどね。でも、そんな事を言ったら〝うちの村の方が品質が良いんですよ〟とか返ってくる。

　予算なんて無限にある訳じゃないし、有事の為に予算を残しておくのは当たり前。甘い顔をしていたら、いいように使われてしまう。




「ジョージ、ボーブルを盗とう賊ぞく団だんが狙っているらしいぞ。どうする？」

　うちは新興領地のわりには経済が発展している。でも、まだ騎士団は質量共に充実していないから治安維い持じだけで精一杯だ。騎士の血縁は危険な仕事を避けたがるし、一般入団の兵士は当たり外れが大きい。縁えん故こ入団の団員と一般入団の兵士をうまくまとめてくれる団長はいないだろうか？

「……ボルフ先生、狼人族の族長に渡りをつけてもらえますか？」

「確かにうちの連中は鼻が利くし警戒心が強いから防犯には役立つが、傭よう兵へいとか冒険者みたいな不安定な仕事を嫌うんだぞ」

　さすがは安定思考の狼人族。ボルフ先生の話では、狼人族は冒険者みたいな一発逆転の仕事を忌いみ嫌きらうそうだ。

「狼人の皆様には畜産業に従事してもらおうと思っています。作った物を売り歩くついでに、防犯にも協力してもらおうかと思いまして」

　今までは畑仕事に牛を使っていたから、畜産はあまり活発ではなかったらしい。畜産業が活発にならなかったもう一つの理由としてゴブリンの被害がある。ゴブリンは夜中に牧場に忍び込み、家畜を食い荒らしていくそうだ。一夜で家畜が全滅した事もあるらしい。その点、狼人なら夜目も利くし警戒心が強い。何よりボーブルはタスク山にドラゴンがいるから、ゴブリンの生息数も少なく畜産業に向いている。

「畜産と言いますと食肉に力を入れるんですか？」

　サンダ先生はオークだけど豚を食べる事に対して抵抗を持っていなかった。

「食肉もそうですが、卵や牛乳は栄養価が高いんですよ。それに牛乳からはバターやチーズが作れますし」

　鶏糞や牛糞は堆たい肥ひになるし、豚の毛から歯ブラシが作れる。虫歯は古代での死亡原因の多くを占めていたそうだ。

　何より生産が安定すれば豚カツや鶏の唐揚げや焼き鳥が食えるようになる。それに食糧生産が安定すれば、船の寄港地になり輸出入が増えると思う。胡こ椒しようとゴムの輸入量を増やしたいんだ。

「分かった、それなら大丈夫だろ」

　ちなみにドワーフの職人さんに頼んで鶏小屋も作ってもらっている。金網に錆さび止どめの油性塗と料りようも塗ぬってあるクオリティの高さだ。

「ええ、それと引退したアサシンギルドの人達に露ろ店てん商しようについてもらおうと思います。蛇じやの道は蛇、アサシンギルドの人達なら変装している奴を簡単に見分ける事が出来ると思いますし」

　徳とく川がわ家いえ康やすが泥どろ棒ぼうを古着商にして犯罪者が江戸に入ってくるのを防いだという逸いつ話わを丸パク……参考にさせてもらった。主に飲料水や軽食を売ってもらう予定だ。

「引退後の職を提供する事でアサシンギルドとの信頼を高めるのか。確かに、引退したアサシンは食い扶ぶ持ちに困っている奴が多いからな」

　ボルフ先生が感心したように唸る。俺の考えている開かい拓たく案あんは前世の知識に由来する物が多い。つまり、俺のオリジナルじゃないからパクられやすいのだ。ただでさえ、うちは新規移住者が多いから出入りが激しく身元の確認が煩はん雑ざつになる。さておき、俺はサンダ先生に目を向けた。

「サンダ先生もオークの仲間に声を掛けてもらえますか？　オークは畑作が得意なんですよね」

「そうですが、農業は熊人の方々に声を掛けているのではないのですか？」

　確かに、ドンガの親父さんに頼んで熊人の移住も行っている。サンダ先生が心配しているのは利権争いだろう。

「熊人の方々には麦や野菜を中心に作ってもらいます。オークの人達には芋いもや果物、それに米を作ってもらおうと思うんですよ」

　作る物を明確に分ける事で、種族間の争いを避けるんだ。米は長粒種しか手に入らないがいつか短粒種ジヤポニカまいを手に入れて炊きたてご飯を腹一杯食いたい。その為にも今から水田のノウハウを確立してもらう。

「熊人とオークの農家に狼人の畜産か……外から来た奴はビビるだろうな」

　ちなみに移住者の皆様にはボーブル城郊外に住んでもらう。前から住んでいる猿人との確執を少なくするのと、いざというときは民兵になってもらいたいからだ。




　移住計画は順調に進んでいるが、それが税収に繋がるのはまだまだ先になるだろう。都合よく鉱山が見つかったり前時代のお宝が発掘されたりしないだろうか。

　中学入学まで、後一週間、まだまだ書類と格闘する日々が続きそうだ。













　鏡を見ると目の下には濃こい隈くまがくっきりと浮かんでいる。

（我ながら酷ひどいな）

　昨日、夜中に他領から放たれたスパイが捕まり、後始末やらなんやらで徹てつ夜や。結果、爽さわやかさが欠片かけらもない新入生が出来てしまった。

「ジョージ、準備は出来た？　……貴方あなた、また徹夜したのね。お仕事も良いけど、体を壊したらどうするの？」

　母様、ドアを開けて五秒でお説教でございます。前世で夜遅くまで起きていて叱しかられた事はあったけど、仕事をして叱られるとは。

「ゴーレム車の中で寝てくよ。入学式だからそんなに長くないと思うし」

　……入学式に出た後、王都で業者との話し合いがあるんだけど。

「入学式にはマリーナさんも来るのよ。早く、顔を洗ってらっしゃい」

　そう、やっぱりマリーナも中学に入学して来た。何だかんだで一年近く会ってないから俺の事を忘れてくれているとありがたいんだけど……無理だよね。

「分かった。朝御飯は車の中で食べるよ……ふぁあー」

　俺が欠伸あくびを漏もらしたら、母さんが溜め息を漏らした。早く組織作りを完成させなくては。
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　眠いが寝られない。さっきから来らい賓ひんの挨あい拶さつが続いていて、どの人も付き合いがある偉えらい人ばかりで寝たらヤバい。次に会う時に、〝入学式の挨拶は胸に沁しみました〟とか〝お言葉を励はげみに勉学に勤いそしもうと思います〟とおべっかを言う予定。

「はぁー、ケイン君も入学してるだー」

　俺が欠伸を我が慢まんしているというのに、ドンガは深い溜め息をついている。戦う前からギブアップ宣言だ。情けな……いや、恋愛戦力で言ったら熊と栗り鼠すの立場が逆転してしまう。ちなみにドンガの熊耳は降参するかのようにペタリとへたりこんでしまっている。

「ラパンさん、ピーターさんと楽しそうに話していましたねー」

　ヴェルデはヴェルデで遠い目で、どこかを見ていた。こっちはこっちで現実逃とう避ひ中ちゆう、狸尻尾しつぽは力なく垂れ下がり風に揺れている。狸の金時計ならぬ狸へたれ尻尾状態だ。

　その時、四人の少女が壇だん上じように上がった。

「私達は今日から中学校の生徒になりました」

　新入生代表の一人であるマリーナが挨拶を始めた。新入生の勇者子孫四人が分担してやる事になったそうだ。

　中学生になったマリーナはますます綺き麗れいになり、男子生徒の目を釘付けにしている。

（まさかオリゾンにも制服があるとはね）

　ゲームでは生徒一人一人の私服をデザインするのが大変だって理由から高校に制服があることにしていたけど。

「俺達はここで一いつ生しよう懸けん命めい学び」

　ヴァネッサは慣れないスカートが恥ずかしいのか、少し顔を赤らめている。小学校の時は、男子と間違われる事もあったらしいが、中学生になったヴァネッサはボーイッシュな美少女になっていた。

「僕達は一生懸命運動して」

　ベルの元気一杯な声が講堂に響く。まだあどけなさを残すベルに一部の先せん輩ぱい達は保ほ護ご欲よくをそそられまくっている。

「充実した中学校生活を送りたいと思います」

　アニエスの優しい声は耳に心地よかった。前に会った時は、ゆったりとした神官服だったから、気付かなかったが、アニエスは既に立りつ派ぱな胸になっている。中学生であの胸は反則だろ。












　……遠くから見るだけなら、ヒロイン達も良いんだけどな。

　学校中の男子生徒がテンションを上げる中、俺だけが暗あん澹たんとした気持ちで新入生代表の挨拶を見ていた。

（しかし、猿人が多いな）

　今回の中学の新入生は六百人。一見、大人数に思えるが、王都とその周辺の領地が入学対象になっているから決して多くないと思う。猿人は三百人、続いてエルフが百五十人、ドワーフ百二十人、獣人は三十人しかいない。クラスは全部で十五クラス。一組にはヒロインと有力貴族が在籍。俺は十五組で猿人は俺を合わせて五人しかいない。

　教室に入ると、まさに人種の坩る堝つぼだった。

（ドンガ、ヴェルデは同じクラスか。ウォールナットとラパン、リリルもいるな……おっ、ヘゥーボも同じクラスか）

　ヘゥーボ・ディエラーチ、種族はエルフ。ジョージパーティーの神官兼発明家。特とく徴ちようはエルフ耳にグルグル眼鏡めがね。実は美少年なんだけど、でかい眼鏡を掛けているせいで素顔が謎なぞである。エルフなのにマジックアイテムの発明に命を懸けている……のだが、何しろ作る物が微妙。

　空を飛ぶ為に浮遊効果があるお札ふだを作れば、高さの調節機能がなく降りてこられなくなる。魔法の杖を作れば、一回で全魔力を込める仕様にしてしまい都つ度ど気絶等々。

　でもこれでジョージパーティーが全員揃う。逆に言えばゲームの準備段階に入ったとも言える。

　ゲームが始まるのは中三の冬……さて、これからどうなるやら。













　初めてテレビゲームを見た時の衝しよう撃げきは、今でも忘れられない。荒いドット絵だったけど、キャラクターがテレビの中でまるで意思を持っているかのように動いていたのだ。親に頼み込んでクリスマスプレゼントで買ってもらい、毎日のように夢中になって遊んだのを覚えている。

　そして小学校低学年の時、あの国民的ロールプレイングゲームが発売された。ファンタジー世界に手て強ごわいモンスター達、俺は画面の向こうに広がる異世界の虜とりこになった。現実世界では冴えない自分でも、ゲームの中では英雄や勇者になれる。俺はますますロールプレイングゲームにのめり込んでいった。

　ゲームへの興味はいつしかゲーム制作の興味へと変わっていく。情報課のある高校に進み、プログラムの基礎を学んだ。バイトで金を貯め、パソコンを買った。毎日夢中でプログラムを組み、徹てつ夜やした事も少なくない。

　そして念願が叶かない、プログラマーとしてゲーム作りに関われるようになった。……でも仕事に追われるうちに、あんなに憧あこがれていた勇者や異世界はただの記号となってしまう。ゲームを面白くするよりも、プログラムを無事に動かすのが精一杯。世せ知ち辛がらい話だけど幼き日に夢見た異世界は、大人になったらただのデータになっていた。

　……そして幼き日に憧れた異世界に来て思う。異世界も充分に世知辛いです。

「今年の劇も背景なのか。お前なら、もう少し目立つ役に付けるだろ？」

　オリゾンの小学校にも発表会がある。歌や踊りを披ひ露ろうする学年もあるが、一番人気は勇者ブレイブ・アイデック関連の劇。当然、勇者役やヒロイン役の競争率は高い。そしてボルフ先生の言う通り小学校四年きよねん時の俺の役は木Ａ、ちなみに今年の役はお月様だ。かぶり物は工業ギルドに発注してある。

「この年で勇者の格好良い台詞せりふをしゃべるのはきついんですよ。それに俺なんかが勇者を演じたら苦情が届きます」

　勇者ブレイブ・アイデックを演じるのは学年一のイケメンという不文律があるのだ。権力を使って無理矢理役を獲かく得とくする貴族の子弟もいるらしいが、俺は権力を使って何とか目立たない役をゲットした。何より〝私の名は正義の勇者ブレイブ・アイデック。私はどんな巨大な悪にもひるまない〟、みんなの前でこんな台詞を喋しやべらなきゃいけないなんて、想像しただけで恥ずかしさで気持ちがひるみそうです。

「おいおい、寝言は鏡を見てから言え。村長とか悪徳商人とかお前にピッタリな役があるだろ？」

「台詞を覚える時間があったら、ボーブルの開かい拓たくに回しますよ。今度、爺じいちゃんにボーブルのプレゼンをする予定ですし」

　何しろボーブルは面積こそ広いが、小さな村が点在するだけの寂さびれた領地。村人達が買い物に行くのはもっぱらコーカツ領らしい。俺の引っ越しに合わせて家臣も引っ越すので、最低限の設備はととのえておきたいのだ。

「重機ゴーレムのお陰で開拓は順調だそうですよ。ところで今年の劇の演目はなんですか？」

　サンダ先生が演目を確認するのには訳がある。

　勇者関連の演目はかなりの数がある。一番人気は勇者ブレイブ・アイデックと魔王シャグランとの決戦、女性には各ヒロインとの恋物語が人気らしい。

　その他にもブレイブの幼少期を題材にした演目や各ヒロインを主役に据すえた物、ブレイブのおじが主役というマニアックな物まであった。無理矢理にでも勇者と関連付ければ集客率が安定するので、毎年ブレイブ・アイデックの新しいエピソードが追加されているのが現状である。きっとブレイブが、草場の陰で苦笑いしていると思う。

「ウィル・ロッシュの裏うら切ぎりですよ」

　ウィル・ロッシュ、ブレイブ・アイデックの幼おさな馴な染じみで親友だった男。だったというのは、彼は魔族にそそのかされブレイブを裏切ったからだ。ちなみに俺はウィルが魔族にそそのかされる場面で出ているお月様の役。

「随ずい分ぶんと渋い演目を選びましたね」

　ウィルの裏切りは人間の弱さと業ごうを描いた物語だ。俺は勇者関連の中では一番好きだが、小学生向きとは言えない。

「第一小と第二小に勇者の子孫がいるから、先生達が自主的に配はい慮りよしたみたいですよ」

　勇者の子孫マリーナたちが祖先役を演じるとあって、第一小と第二小の演劇は市民から注目されている。

「他校の演目に口を挟む貴族がいるみてえだからな。自分の生徒に害が及ぶのを事前に防ぐって配慮か」

「同じ演目だと配役が限られますからね。自分の子供と庶民の子供が同じ役を演じるのが気に入らなかったみたいですよ」

　どうやら異世界にもモンスターペアレントがいたらしい。

「今や小学校の発表会はオリゾン中が注目しているからな。お貴族様の虚栄心は凄すごいね」

「馬鹿な事をしたら社交界での地位を下げるだけなんですけどね」

　そのうち、日本みたいにクラス全員ブレイブ・アイデックなんて事になるんじゃないだろうな。

　それから開拓の進しん捗ちよく状況を確認したり、新たな指示を出していると部屋の扉がノックされた。

「お兄様、今お時間よろしいですか？」

　見るとアミが扉の隙間から遠えん慮りよがちにこっちを見ている。銀髪の天使アミは、真っ白なドレスに淡いベージュのカーディガンを合わせていた。今日のアミにダメ出しするファッション評論家がいたら、お兄様は全力で叩たたき潰つぶすと思う。正直、笑えないくらいに忙しいけど、アミは俺の心のオアシスだ。最悪、徹夜をすれば何とかなる。

「丁ちよう度ど、休きゆう憩けいしようと思っていた所だよ」

「本当ですか!?　良かったー」

　アミの顔がパーッと明るくなる。お兄様は、その笑顔だけで徹夜出来ます。

「それでどうしたんだ？」

「今度、発表会で劇をやるんですけど、見に来てくれますか？　お父様もお母様もお忙しいみたいで……」

　この時期オリゾンにある学校の多くで発表会が開かれる。アミの通っているアコーギ小でも行うそうだ……ちなみに、この悪趣味な学校名はアデリーヌが付けたらしい。

　発表会は家族の誰かが見に行く事が多い。しかし、アランはルミアさんを連れて泊まりがけでパーティーに行くらしい。貴族にとってパーティーは仕事上のお付き合いみたいなもの。アランを責める訳にはいかない。でも誰も見に来てくれないのは寂しいんだろう。そこでアミは大好きなお兄様に、お願いしに来たと。

　今は、体が二つ欲しいくらい忙しい……でも、答えは決まっている。

「そんな事なら朝飯前さ。それで演目はなにをやるんだ？」

　アミの元気がなくなると、心配で仕事が手につかなくなってしまうのだ。

「はいっ!!　ブリーゼ・ロッシュ様のお話です」

　……おい、それはまずいだろ。ブリーゼ・ロッシュはウィル・ロッシュの妹で悲恋の少女として知られている。ブリーゼは幼馴染みのブレイブに恋していたそうだ。しかし、兄の裏切りでその恋は儚はかなく散る。それを嘆なげいたブリーゼは幼い日にブレイブから貰もらった短剣で、自らの命を断つ。ブレイブが駆け付けるが間に合わずというどう考えても小学四年生には早すぎる話だ。

「もしかしなくてもアミの役は……？」

「みんなの推すい薦せんでブリーゼ様の役になりました」

　ブリーゼはブレイブをヒロインの祖先に盗とられたのが原因で自殺したって学説もある。もし、アミが同じ目に遭あったら、お兄様は相手が勇者だろうと、八やつ裂ざきにしてしまうだろう。

（案外、ロッシュがブレイブを裏切ったのは、それが原因じゃないのか？）

　ブレイブはヒロインの祖先の他にも、各地で女性を口く説どいている。それにキミテの主人公の祖先は、ブレイブの幼馴染みだ。ウィルはその娘に恋していたかもしれない。

「そうか、頑がん張ばって練習するんだぞ」

　ブリーゼの物語も色々ある。きっと幼い日のブレイブとブリーゼの物語なんだろう。

「はいっ!!　それでお兄様、もう一つお願いがあるんですけど……もし、うまく出来たらアミをピクニックに連れて行ってもらえますか？」

　アミは文字通り箱入り娘だ。外で遊ぶのも制限されているし、クラスメイトもアミが領主の娘だから距きよ離りを置いているらしい。

「約束するよ。お兄様に任せておけ。最高に楽しいピクニックにしてやる」

　開拓計画のかたわら……いや、暫しばらくはアミのピクニックプロジェクトのかたわら開拓計画をすすめるとしよう。
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　生き恥を晒さらすとは、この事だろうか。俺のお月様を見る為に母さんが、最前列をキープしている。俺の出番はトータル一分足らず。わざわざ見に来るような物じゃない。

（そういや前世の父さんと母さんも、ほんの少しの出番を見に来ていたよな）

　舞ぶ台たいの端から端に飛んで行くだけのふくろうの役なのに、わざわざ見に来てくれたのだ。

　こっちの母さんも台詞すらない俺の出番を緊きん張ちようしながら待っていた。

（独り者は親の気持ちが分からなくて駄だ目めだね……こっちの世界にいるうちはうんと親孝行するか）

　控え室でしんみりしていたら、横から凄い力で取りすがられた。

「ジ、ジョージ様。お、おで緊張してきただ」

「よお、兵士Ａドンガ。台詞とちるなよ」

　ドンガの役はブレイブにウィルの裏切りを伝えるという重要な役どころ。結構台詞も長いらしい。

「な、何回も練習してきただけど、間違ったらみんなに迷めい惑わくをかけるだよね」

「アホ。小学校の発表会なんて、とちりも楽しみみたいなもんだぞ。それに多少とちった方が緊きん迫ぱく感かん出るさ」

　シンセロ一家もドンガの晴れ舞台を見に来ている。いつもはうるさいおチビ達も緊張しているのか大人しい。

「ドンガ君、普段通りでいいんですよ」

　ヴェルデは商人役で出るらしいが、こっちは憎らしい程落ち着いている。

「お前は少し緊張しろよ」

「商談の緊張に比べたらなんて事ありませんから。新商品の宣伝もありますし」

　このしたたか子狸は劇中に新商品の宣伝をぶちこんだそうだ。

　とりあえず俺は満面の笑みで、客席にいる母さんに微笑ほほえみかけるとしよう。
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（本当は俺もここに通う予定だったんだよな）

　俺がいるのはアコーギ小の講堂。ゲームではジョージもアコーギ小出身って、設定だった。

　これから俺の可か愛わいい妹アミの発表会があるのだ。前世は独身だったから、学校行事とは無縁だったし、わざわざ休みを潰してまで見に行く親御さんの感覚がいまいち分からなかった。

　でも今なら親の気持ちが少しだけ分かる。アミの発表会を見に来た俺は妙なテンションになっていた。

（あの小さかったアミが……俺の後ろに隠れてばかりいたアミがこんな大舞台に立つなんて）

「おい、開始前から涙ぐむ奴がいるかよ」

「いや、もう胸がいっぱいで……」

　開幕前から色んな思い出が甦よみがえってきて、お兄様の涙るい腺せんは崩ほう壊かい寸前です。

　アミはお兄様の贔ひい屓き目めを抜きにしても、出演者の中で抜群に可愛い。観客席に俺を見つけて小さく手を振ってくれた時なんて、危うくキュン死にしそうになってしまった。なんでレコルトにはカメラもビデオもないんだろうか。

「ボルフ先生、声援とか駄目ですかね？」

「おい、馬鹿兄貴。そんな事をしたらアミ様に嫌われちまうぞ」

　小学校の高学年にもなると、身内の声援が死ぬ程恥ずかしいって事は分かる。

「俺の馬鹿!!　声が出せないなら横断幕や応おう援えんうちわを作れば良かったじゃないか」

　来年はアイドルの応援のようにアミ頑張れと書いたうちわを持じ参さんしよう。それとアミちゃんハチマキと法はつ被ぴで完かん璧ぺきだ。

「いいから黙って見てろ。少しはサンダを見習え……俺もサンダもアミ様は可愛いんだよ」

　ちなみにサンダ先生の涙腺も、既に崩壊している。

「ア、アミしゃまは獣人の私達にも優しく接じてぐれる優じいお方でずがら」

　俺が仕事や勉強で忙しい時はサンダ先生やボルフ先生がアミの相手をしてくれた。アミも懐なついているから、二人とも感かん慨がい深ぶかげだ。

「あんな優しい子が、政略結婚をさせられるなんてやるせないよな」

　貴族の娘は、悪く言えば他家との縁を繋つなぐ為の道具だ。そして嫁とつげば子供を産む事を義務づけられる。

「だからボーブルの開拓は失敗出来ないんです。アミの嫁ぎ先に睨にらみを利かせる為に」

　魔王が復活したら必要になるのは、前線への安定した食糧供給だ。いくら強い勇者でも食わなきゃ力は発はつ揮き出来ないし、飢うえ死じにしてしまう。

「あの子には好きな男と添そい遂とげてもらいたいよな」

「俺としては、アミの事を大切にしてくれる人がいいですね。いくら相手の事が好きでも、母さんみたいにお義理な夫婦関係が幸せとは思えないですし」

　アランとは仮面夫婦、息お子れの中身はおっさん……母さんは大貴族の娘だけど幸せとは言い難い。

「お二人とも、お静かに。始まりますよ」

　サンダ先生の言葉に合わせるかのように、舞台の緞どん帳ちようが上っていく。ここからは瞬まばたき厳禁だ。アミの晴れ姿をしっかりくっきりと目ま蓋ぶたに焼き付けるのだ。

「ブレイブ兄ちゃん、おはよ」

　アミは髪かみをポニーテールにして質素な木綿の服を着ていた。ポニーテールのアミは反則級の可愛さです。

「ブリーゼ、おはよう。ウィルは今日も寝坊？」

「いくら呼んでも全然起きてくれないの。本当、嫌になっちゃう。ブレイブ兄ちゃんが本当のお兄ちゃんだったら良かったのに」

　劇の内容はブレイブとウィルの旅立ち前の日常をブリーゼの視点から描いた物だった。

　それはありふれた少年と少女のお話。

　内容も牧歌的なもので小学生の劇に相応ふさわしいものだと思う。

「三人とも、あんな未来が待ち受けるなんて思いもしなかったでしょうね」

　サンダ先生がしみじみと呟つぶやく。ブレイブは勇者として褒ほめ称たたえられ、ブリーゼは悲劇のヒロインとして語り継がれている。そしてウィルは勇者ブレイブ・アイデックを裏切った希き代たいの悪人として蔑さげすまれているのだから。

（歴史は勝者が作るなんて言葉があるけど、本当はどうだったんだろうな）

　ブレイブ・アイデックの物語は当然だが、彼を褒め称える話しかない。物語の彼は正義感の強い無敵の勇者だ。

　彼は誰にでも優しく仲間から慕したわれている。そして絵に描いたような美青年だったという。物語の中のブレイブ・アイデックは欠点がない完璧超人として描かれている。もう、ブレイブ・アイデックはおならなんかしないんじゃないかってくらい、美化されているのだ。

（下手に貶めようものなら、国中から叩かれるもんな）

　ブレイブ・アイデックの恩恵に与あずかっているのは、演劇関係者だけじゃない。勇者の子孫達は、ブレイブ・アイデックの功績で三百年間飯を食えているのだ。ライテック家が政治的大失態を犯したにもかかわらず、罰ばつせられなかったのも、勇者の子孫だからである。

　でも日本で色んな物語に触れゲーム作りに携たずさわった俺から見ればブレイブ・アイデックの物語は気持ち悪いくらいに虚きよ飾しよくにみちた話に見える。そしてその引き立て役に仕立てられたのがウィル・ロッシュだ。早い話がウィルはブレイブ版のジョージなんだ……ウィルはイケメンだけど。

「人生なんて、些さ細さいな事で狂いますからね。向こうにいた時に聞いた言葉なんですけど〝本当の運命は死ぬ時にしか分からない〟ってのがあったんですよ」

　トーク番組で俳優が何気なく口にした言葉だけど、妙に印象に残っている。

「確かに運命なんて分からねえよな。アサシンの俺が貴族の劇を見て楽しんでいるんだし」

　ボルフ先生は貴族を殺す事はあっても親しく接する事はなかったそうだ。

　……とりあえずブレイブ・アイデック役の君、アミに近付き過ぎだぞ。それ以上、近付いたら、お兄様から教育的指導が入るからな。ウィル役の子にも言っておく。アミの本当のお兄様は俺だ。




　劇は大盛況のまま幕を閉じた。もう、お兄様は大号泣です。サンダ先生も泣いてたし、ボルフ先生も目を潤うるませている。

「お兄様、どうでしたか？」

　劇が終わると、アミは上うわ目め遣づかいで俺に感想を求めてきた。ここは甘やかさず、クリエイターとして厳正な感想を述べるべきだろう。

「最高だったよ。アミは将来女優さんになれるんじゃないか」

　演技力はまだまだだけど、アミには人を惹ひきつける魅力がある……しかし、アミが人気女優になったらけしからん連中が近付いて来そうで、お兄様は心配です。

「もう、お兄様は大おお袈げ裟さです。それじゃピクニックに連れて行ってもらえますか？」

　アミは褒められたのが照れくさいのか、頰ほおを赤くしている。お兄様は、まだ褒め足りないんだけど。

「ああ、最高のピクニックにしてやる。それでどこに行きたいんだ？」

　爺ちゃんにヴェルデ、使えるコネをフル活用して最高のピクニックにしてみせる。

「アミ、妖精さんと遊びたいんです」

　……やべ、俺妖精を見た事ないぞ。
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　調べてみると、妖精はレコルトでは珍めずらしくないらしい。自然の多い所に棲せい息そくしており、心が綺き麗れいな子供の方が見やすいとの事……汚れきった大人の心を持った俺には無理と。

「俺の友達出てこいミケッ!!　神使メダルセットオン。ブサカワ召しよう喚かん。ブサカワ!!　ブサイク!!　本当は可愛くない!!　ミケッ!!」

「やめいっ、まだ放映中なんやぞ。それにほとんど悪口やないかっ!!　……全く、それで何の用や」

　どうやらブサカワ神使を無事に召喚出来たようだ。

「いや、アミからピクニックに行って妖精に会いたいって言われたんだけども、どこに行けば会えるか分からなくてさ」

「……フェアリーか。お前も会いたいんか？」

「俺はアミが喜べば、それでいいよ。あっ、出来たら可愛い妖精が出る場所を教えてもらえるか？　中年男性型の妖精だとアミががっかりしそうだし。それと条件は魔物が少ない風ふう光こう明めい媚びな場所がいいな。贅ぜい沢たくを言えば馬車を使って一時間以内で行ける場所にしてくれ」

　妖精が生物なら男も女もいるはず。当然、おっさん妖精やおばさん妖精がいないと辻つじ褄つまが合わない……もしかして、小さいおっさんって中年男性型の妖精なんだろうか？

「儂わしはツアーコンダクターか!?　そやな、この城から南西に四十分程行った草原にコスモスの群生地がある。そこなら若い妖精がおるはずや。当日、お前と妹に魔物避よけの魔法を掛けといたるから安心せい」

「さすがはイケネコ神使、助かります。後は弁当だな」

　俺も餓が鬼きの頃、家族揃そろってピクニックに行った。父さんは運転免許を持っていなかったから自転車に乗せてもらって、少しだけ遠くの公園に行ったのを覚えている。風を切って走る自転車が怖くて大きな背中に必死でしがみついていた。古びたＳＬとタコのすべり台が置かれただけの何の変へん哲てつもない公園。けれども餓鬼の頃の俺にとってあの公園は、物凄く特別な場所だった。

　弁当の中身はおにぎり・甘い卵焼き・鶏とりの唐揚げ・タコさんウィンナー……あんなに温かい味は、もう食べる事は出来ないだろう。

「餓鬼の頃を思い出してしんみりしとるな……まっ、心の込もった料理は、いつまでも記憶に残るもんや。次はお前が温かい味を伝えなあかんで。全く、三十過ぎて独り者とは、親御さんもえらい心配したやろな」

　ブサネコ扱いしたら手痛い反撃を喰らいました。母さん、ごめん。転生したら、婚約者に嫌われて、今世も幸せな結婚は出来そうにもありません。
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　ただ今お兄様プレゼンツ最高のピクニックプロジェクトの為、パソコンとにらめっこ中。

　おにぎりはバゲットサンドに変更。タコさんウィンナーはオリゾンでタコが忌いみ嫌きらわれているから、ソーセージをチューリップの形に切る事にした。ただ、出だ汁しも砂糖もないから卵焼きは断念。

「難しい顔してどうしたんだ？」

「いや、例のピクニックなんですけど、花畑を見るだけじゃ、絶対に時間が余ると思うんですよね」

　妖精に会えたとしても、いいとこ三十分くらいしか潰せないだろう。

「お前、デートにプランを詰め込み過ぎて失敗するタイプだろ？」

　さすがボルフ先生、弟子の事をよくご存知で。詰め込み過ぎてメインのイベントを見逃す大失態を何回もやらかしました。

「だって沈黙の時間って、怖くないですか？」

　無理にボケて滑すべった事は数しれず……いつも楽しくていい人で終わるんだよな。

「ったく、戦闘だけじゃなくデートの仕方まで教えなきゃならんとはな。お前の方が年上だろうに……いや、デートじゃないんだから、二人でなくてもいいんだろ？」

　確かにアミはピクニックに行きたいとは言ったが、俺と二人でとは言っていない。第一、安全面を考こう慮りよしたら俺とアミが二人で出掛けるのをアランが許可しないと思う。

「ボルフ先生、ありがとうございます。招待状を刷するんで届けてもらえますか？」

　そうと決まればタイムスケジュールを決めなくては……そうだ、パンフレットも作ろう。ここはパブリッシャー君の出番である。
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　ピクニック当日、アミの心掛けが良いからか空は見事なまでに晴れてくれた。青く澄んだ綺麗な秋空が広がっている。弁当はジョージメイド隊の皆様にお願いしておいた。

「お兄様、もうそろそろ出発ですか？」

　アミは待ちきれないようで、朝からソワソワと落ち着かない。

「もうちょっと待って。今、スペシャルゲストを迎えに行かせてるから」

「誰か、お客様が来るんですか？」

　そうこうしている間に数台の馬車が城に到着した。

「あっ、マリーさんにヘレンちゃん、サヤちゃんもいる」

　俺が招待状を出したのは、アミのクラスメイトとそのご家族。招待客が女子だけなのは、お兄様の独断と偏へん見けんである。

「アミ、お友達が来たわよ。ジョージ様、今日はご招待ありがとうございます」

「お母様っ!?　今日はお母様も、ご一緒してくれるんですか？」

　アミはまだ小学四年生、母親ルミアさんに甘えたい年だ。ちなみにアランは爺ちゃんに頼んで男性限定パーティーに呼び出してもらった。

「ええ、今日はずっと一緒よ」

　これがお兄様からの粋なプレゼントだ。母親や友達と過ごす時間をアミにプレゼントしたのである。




　花畑に着くと、アミ達女の子は一目散に駆けて行った。この後、ハンカチ落としや親子二人三脚を計画している。

（凄いコスモスの群生地だな。こんな所があったんだ……こっちに来てから、修業と仕事の毎日だったもんな）

　生き残る為とはいえ近場の花を見に行く余裕すら失っていたのかも知れない。

「ジョージ様は妖精を探しに行かないんですか？」

　しんみりしている俺に話し掛けてきてくれたのはルミアさんだった。

「俺はボーブルの開拓を進めている人間ですから、妖精の敵だと思いますよ」

　当然の事だけど開拓は、木を切り倒し土を掘り起こす自然破壊だ。アーシック領の二の舞にならないように配慮はしているが、そこに住んでいる動物や妖精からしたらただの自己満足にしか思えないだろう。

「せっかくのお休みなんですから、もう少し肩の力をお抜きになって下さい。子供が子供らしくしていても、誰も怒りませんよ」

　お言葉ですが、俺が子供らしくしたら痛い人になってしまうんです。おじさんが花畑ではしゃいでいたら通報案件になってしまう。

「それではお言葉に甘えて花を愛めでてきます」

　しかし、ルミアさんの心こころ遣づかいを無下にするのは、心苦しい。ゆっくりコスモスを愛でて日頃の疲れを癒いやすのも良いと思う。

（ハチとアブしかいないな……これで俺の汚れ具合が立証されたと）

「あ、あのジョージ・アコーギ様で御座いますか」

　俺を呼んだ声は中年男性のもの。保護者の誰かかと思って辺りを見回すも、誰もいない。

（幻聴か……少し休まないとな）

　そういえばデスマーチの最中、パソコンと会話しだした先せん輩ぱいがいた。俺も気を付けなくては。

「あの、私はここにおります」

　声に従って視線を落とす……まじかよ、妖精だ。そこにいたのは中年男性タイプの妖精。髪はすだれヘアー、分厚い黒縁メガネにヨレヨレのネクタイとシャツ。手には腕カバーをはめていた。リアル小さなおっさんである。妖精要素は背中から生えた蝶ちように似た艶あでやかな羽根のみ。

「あの、どちら様でしょうか？」

「申し遅れました。私はここの群生地で主任をしているカカリ・チョウーです。この度は我が群生地においで下さりありがとうございます」

　蝶みたいな羽根が生えているから、そんな名前なんだろう。主任だけど名前は係長なんだ。奥さんに〝名前だけ係長〟とか嫌味を言われたりしないか心配になる。

「わざわざありがとうございます。よく私だと分かりましたね」

　ジャパニーズサラリーマンの習性なのだろうか、俺はカカリさんに向かって素早く頭を下げた……ここでも出されたお茶を飲んだらまずいんだろうか。

「先日、ミケ様がいらっしゃいまして、ジョージ様が連れて来られる少女を歓迎して欲しいと頼んでいかれましたので」

　そう言うとカカリさんは、ペコペコと頭を下げてきた。とりあえず、今度ミケに会ったらお礼を言おう。

「そうですか。ご協力ありがとうございます」

　そしてペコペコと頭を下げる俺。ここは異世界レコルトであって、取り引き先ではないんだけど。

「お止め下さい。ミケ様の契けい約やく者しやに頭を下げられては困ります」

　領主の息子だからではなく、ミケ様の契約者か。

「いえいえ、勝手にお邪じや魔ましたのは、こちらですので」

「本当にお止め下さい。ミケ様には、返しても返しきれない恩がございますので」

　何でもミケは、この群生地の危機を救った事があるらしい。

「でも、俺はボーブルの開拓で多くの自然を破壊したんですよ」

　妖精は森や植物の群生地等、自然が豊かな所に住むという。ボーブルの開拓で棲すみ処かを失った妖精もいるだろう。

「我々妖精は、そんなにか弱い生き物じゃありませんよ。その気になれば花か壇だんにも住めますから……それにこれから貴方あなたは開拓の時に配慮してくれるでしょ？」

　確かにこうして接触を持ってしまうと、配慮せざるを得ない。

「ボーブルで妖精が多く住んでいる所を教えてもらえますか？　何らかの名目を付けて開拓候補地から除外しますので」

　森は要害として残すと言えば怪しまれないし、花の群生地は観光名所にするって名目にすればいいだろう。

「それでは後程、書面にて送付します」

　……これは妖精との会話なんだろうか？




「お兄様、はやくハナイチモンメのやり方を教えて下さい」

　アミは妖精との会話を終えたらしく、満面の笑顔で俺を手招きしている。

「分かったよ……それでは失礼します」

　もう一度カカリさんに頭を下げ、アミの所へ向かう。でも花いちもんめでアミに選ばれなかったら、どうしよう。




　幸さいわい、俺とアミが別の組になる事もなく花いちもんめは無事に終了。アミのお友達のご家族からも大好評でした……最後まで奪だつ還かんされなかったお父さんがいたけど。

　体を動かしたから次は頭を使うゲームにした。

「お兄様、ヤマノテセンゲームもう一回やりましょう？　ところでヤマノテセンってなんですか？」

「あー、異国の言葉だよ」

　山やまの手て線、それはサラリーマンの足。マジで男性専用車両を作って欲しかった。それと俺は山手線ゲームで流は行やりのファッションブランドや人気バンドをお題にする奴が大嫌いだ。アミ、お兄様は花いちもんめでは残らなかったけど、合コンでは余り者でした。

　その後もクタクタになるまでみんなで遊んだ。

「アミ、今日はどうだった？」

「はい、楽しかったです。妖精さんとお話し出来たんですよ。それにお母様と一緒に過ごす事が出来ましたし、みんなとお友達になれました。お兄様のお陰です……でも一人だけ遠くから見ているだけの妖精さんがいたんですよ」

「きっと照れくさかったんだよ。でも、良かったね」

「はい、ありがとうございます……」

　アミは疲れたのか、帰りの馬車で寝てしまった。小さな頭を俺の肩に乗せて寝息をたて始める。

（そういや俺も電車で遠出とかしたら、いつの間にか母さんに寄り掛かって寝たよな）

　たまにはこうしてゆっくり立ち止まるのも悪くない。いつかアミが大人になって自分の子供とピクニックをしたら、今日の事を思い出してくれるだろうか。








あとがき




　この度たびは、『嫌われ者始めました』をご購入頂き誠まことにありがとうございます。

　ご存知の方も多いと思いますが、この作品は現在も小説投稿サイト「小説家になろう」様で更新を続けさせて頂いております。

　今回初めて本を出版するという貴重な経験をさせて頂きました。

　最初は知らせを聞いて半信半疑を通り越して、完全に疑っていましたが、書籍化作業を通して感じた事は、やっぱりプロって凄すごいなでした。

　素人しろうとが書いた文章をきちんと読めるものに指導してくれた担当編集者さん、描写が少ないにも拘かかわらず的確にイラスト化してくれたイラストレーターのかれいさん、そして誤字脱字の多い拙つたない文章を直してくれた校正さん、その他にも作者が知らない所でも多くの人が携わってくれたのだと思います。

　ジョージはこの後も色々な事に巻き込まれていきます。

　学校と領主の二足の草鞋わらじに加えて、徐々に見えてくる魔王軍の存在。その対応に追われてますますハードになるジョージの異世界生活。

　でも、ようやく登場するヒロインやアミと過ごす夏休みを糧かてにジョージも頑がん張ばっています。

　ゲーム『君と手を取り合って冒険へ』とレコルトの関係。丈じよう治じが転生した理由とは？　マリーナがジョージを嫌っている本当の理由……ネットにも出していない脳内設定もあります。

　あとがきまで読んで下さった方に、続きを楽しみだと思って頂けたら、この上ない幸さいわいです。

　最後にハーレムもチートもなく、主人公がフツメンという風変わりな『嫌われ者始めました』に書籍化の声を掛けて下さったファミ通文庫荒川様、そして応おう援えんして下さった読者の皆様に感謝を申し上げます。

　それでは二巻で再会出来ることを楽しみにしております……二巻を出せたらの話ですが。





くま太郎　　　
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嫌きらわれ者もの始はじめました




～転てん生せいリーマンの領りよう地ち運うん営えい物もの語がたり～
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